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　ぽたり、ぽたり、と、どこかで水音がする。

　こりゃ、あれだな。どっかで水が漏もれてやがる。早くポンプ用意しねえと。

　どんなにいい船だって、船底には汚お水すいが溜たまるもんだ。そして、いつかは腐くさって沈しずむ。

　深くて暗い、水の底に還かえっていく。

　──船が還っていく水底ってのは、静かなのか？

　ランセは、ぼんやりとそんなことを考えた。

　光も届かない水底では、拍はく手しゆも罵ば倒とうの声も聞こえないのだろうか。この耳の奥にこびりついて、ずっと消えないうるさい音。水底でなら全部消えるのか。あれから逃のがれられるのか。

　……わからない。昔、背中から斬きられて海に沈んだことがあるのに、覚えていない。

　覚えているのは、痛みと、なんだかほっとしたような気分だけ。

「死ぬよ、ランセ」

　耳元でさも楽しげな声が囁ささやいて、ランセは、はっと目を見開いた。

　途と端たんにぼやけた視界が戻もどってくる。

　灰色の石の床ゆかと、壁かべ。苔こけむした天てん井じようの隅すみから水がしみ出している。

　ここは牢ろう獄ごくだ。船の上なんかじゃない。視界がぐらぐらと揺ゆれているのは、自分の目が回っているから。

　古ぼけた城を改造した刑けい務む所しよの一室は狭せまく、明かりは鉄てつ扉ぴの隙すき間まから零こぼれる一筋の光のみだった。ランセは部屋の真ん中にぽつんと置かれた椅子いすに、後ろ手に拘こう束そくされて座っている。

（尋じん問もんが終わって、落ちてたのか。こりゃあ、寝ねてたっていうより気絶だな）

　視界の揺れがどうにか耐たえられるくらいになるのを待ちながら、ランセは妙みように冷静に考えた。

　ここはマディス王国とは『仲の悪いご近所さん』である北方大陸の大国、ジェレマイヤ共和国。ロディアに恨うらみを持つ男の陰いん謀ぼうで、ランセは数日前にこの国の海軍に捕とらえられた。

　しかも、『海かい賊ぞく』としてだ。

　軍人をやっていて捕ほ虜りよになったことは何度もあるが、今回は士官としての扱あつかいよりはだいぶ酷ひどい。誰だれもがランセに暴力をふるうことに躊ちゆう躇ちよしないし、連日の尋問でろくに眠ねむることもできない。そのせいで体力だって落ちている。

　──なのに今の自分が異常なほどに冷静なのは、おそらく痛みがないからだろう。

　口の中が鉄さび味なのに気づいて軽くはき出してみると、鮮せん血けつが床にへばりついた。

　どうもこれは、よろしくない。ランセはわずかに顔をゆがめる。

「……長引くとまずそうだな、これ」

「よくはないね。あのまま眠っていたら、きっと死んでしまったよ。起こしてあげたミラに、感謝の言葉は？」

　ランセのひとりごとに答えて、甲かん高だかい少女の声が天井から降ってきた。

　かと思うと、いきなりランセの目の前に真っ白な顔が出現する。

　瘦やせた顔、弓の形にゆがんだ唇くちびる、目があるべき場所にぽっかり空いたふたつの穴。

　ただでさえぞっとするような顔が、上下逆さになってふらふらと揺れるのを眺め、ランセは血に汚よごれた唇をゆがめて囁いた。

「てめえ……【ミラ】。相変わらず性しよう悪わるにもほどがあるぜ。俺に惚ほれてんなら、せめてもうちょっと可愛かわいくしてな。そうしたら頭のひとつも撫なでてやらねーでもねえぜ」

　かすれきったランセの声に、運命神【ミラ】の幻まぼろしはころころと笑って体を左右に揺らした。

　ランセに憑いた旧神、ミラは本来体を持たない。

　だが、ランセにだけはその姿が見えるのだ。最初は金色の光とだけ見えていたものが、今はかさついた肌はだや、粗そ末まつな布の貫かん頭とう衣いの素材すら見て取とれる。

　彼女はやせぎすの体で天井に立たずみ、ひっくりかえってランセの顔を見つめていた。

「惚れている。そう、ミラはランセが好き。大好き。大好きだから、お前をひとりにしない。ひとりで死ぬのは寂さみしいね？　でも、ランセにはいつだってミラがいるから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「大丈夫じゃねーだろ、死んだらまずいだろ！　ったく。何かやりてえなら、あのジェレマイヤのなってねえ尋問をどうにかしてみろってんだ。俺に『はい、海賊してました』って言わせてえのか、マディス海軍の機密を聞き出してぇのか、どっちなのかもわからねえぞ」

　そこまで言って、ランセは柄がらにもなくぼやく調子になっている自分に気づいた。

（あー。地味に堪こたえてんのかもなあ）

　ランセは小さく失しつ笑しようし、かすかに息を吐つく。

　かつては高位の海軍人であり、その後も国の命運がかかった隠おん密みつ行動を指揮してきたランセだ。持っている情報は多いが、普ふ段だんなら尋問に対する答えなど決まっていた。

　さんざん相手を翻ほん弄ろうしたあげく、適当にどうでもいい情報だけ渡わたして話をそらす。

　もしくは、策など投げ捨てて笑って言う。

　──どれだけ頑がん張ばったって、お前らに持って行けるのは俺の命だけだぜ。

　──俺の命と、マディス王国。そんなもん天てん秤びんにかけるまでもねえ。この命、取れるもんなら、やってみな？

　今回の四日間続いた尋問の間も、いつだってそんな囁きが荒あれたのど元にせりあがってきた。けれど、実際に言いはしなかった。以前なら確実に言っていたことなのに、ためらった。

　理由は簡単だ。ことあるごとに、脳のう裏りに鮮あざやかに浮うかび上がる姿があるからだ。

　石榴ざくろの瞳ひとみでこちらをねめつけるひと。

　軍服で、あるいはドレス姿で、じっとランセの瞳をのぞきこんで言う、ロディア。

　──あなたはそうやって、また、自分の命を投げ捨てようとして。

　──私との約束を忘れたのか？　帰ってくると言っただろう。

　彼女の言いそうな台詞せりふが耳の奥で響ひびくたび、挑ちよう発はつする言葉は消え去ってしまう。

　代わりになんとも言えない複雑な、痛みのような、優やさしいような気持ちがじわりとにじむ。

（……面めん倒どうくせえは面倒くせえんだけど。死ねねえんだよな、今は。多少格好悪いことしても、我が慢まんしてやらねえと。約束だもんな）

　ランセは数日前、廃はい船せんの底で見たロディアの瞳を覚えている。

　海に落ちた彼女を助け上げた後、意識が戻るのを待って、ランセはもうどうしようもなくなって、気持ちを抑おさえつけておくことができなくて、とにかく彼女を抱だきしめた。

　応こたえるようにロディアがすがりついてくれた瞬間、体の芯しんがかすかに震ふるえた。

　許された、と心のどこかで思って、熱く凶きよう暴ぼうなものと、途と方ほうもなく優しいものが同時にあふれかえってきた。そんな自分の腕うでの中で、瞳だけはたおやかな女性に戻って懸けん命めいにこちらを見上げてきたロディアを、その瞳を、覚えている。

　かけがえのない瞳。

　──いとおしい。

「また、ミラを見ていないね。私を見て、ランセ。あなたを愛している私を見て」

　ミラの、幼げだが奇き妙みように女らしい声こわ音ねがランセの思い出を断たち切った。

　冷えた彼女の両てのひらが、ランセの頬ほおに触ふれる。

　同時にくらりと強いめまいを感じ、ランセは反射的に歯を食いしばった。

　とどまれ、と強く自分に命じる。

　とどまれ。意識を失うな。自分であれ。さっきの気絶から正気に立ち戻れたのは、ほとんど奇き跡せきだ。自分が自分であり続けたいなら、もっと相手をにらみつけていなくてはならない。

　そうだ、笑え。

　こんなことなどなんでもない、お前などなんとも思っていない。

　そんなふうに自分に言い聞かせながら笑って、ランセは皮肉混じりに囁く。

「ほんとに飽あきねえガキだなあ。男女問わず、しつこすぎる奴やつは嫌きらわれるぜ？　大体俺みたいな奴ど隷れい階級生まれにそこまで熱心に愛を囁いちゃ、旧ふるき神の名がすたるんじゃねえの？」

　すると、ミラはランセを暗い穴の向こうからじっと見つめて、大きく首を傾かしげた。

「お前は本当に、全部忘れてしまったんだね」

「忘れる、忘れる。いらねーことは全部忘れる。全部覚えてちゃ、やってらんねーもん。それでも、自分の好きなもんに関しては全部覚えてるのが俺の自じ慢まんだ。生きてる奴も、死んだ奴も、好きだった奴の名前も、顔も、生き様だって覚えてる。それに、毎日の海の色もな」

　軽く返したランセに、ミラは妙に神しん妙みように続けた。

「そうではないよ。私が言うのは、三千年も昔の話だ」

「三千年？　お前、俺にまとわりつきすぎてカロルのばかとかがうつったんじゃねーの？　さすがの俺も、まだそんなに生きちゃいねえよ。三千年前っつーと、神話時代だろ？　今じゃろくに資料も残ってないころだぜ」

　意外を通り越こして素すっ頓とん狂きような話に、さすがのランセもすっかり呆あきれて聞き返す。

　ところが、ミラはなおも大まじめに身を乗り出した。

「それは、人間が自分たちに不都合のある記き憶おくを殺してしまったせいだよ。ランセ、お前の言う神話時代、お前たち有翼人種ネライダはこの地の支配者だった。そのころお前は、奴隷などではなかったよ。お前の、その鷹たかの翼つばさ。そして、私は──」

　そこまで言って、ミラは小さく震える。まるで、不安か畏おそれに見み舞まわれたかのように。

　怪け訝げんに思ったランセが口を開きかけたとき、廊ろう下かのほうから足音が響いてきた。

「看守と……ん……？　なんか、聞き覚えが、あるような……」

　尋問が再開されるのかと思ったが、近づいてくる第二の足音は看守のものではなさそうだ。

　やけに硬こう質しつな足音がしばらく続き、鉄扉が慌あわただしく開かれると、看守と一いつ緒しよに鮮やかな色しき彩さいの固まりが視界に飛びこんでくる。

「あーら、ゴミクズ犯罪者には実にお似合いの環かん境きようですわねえ。この湿しつ気け、狭さ、暗さ、嘘うそくさくなりすぎないぎりぎりの絶ぜつ妙みような陰いん気きくささ。本当ならわたくしの別べつ荘そうに欲しいくらい」

「てめえ……！　何しに来やがった、アルデア！」

　ランセは思わず引きつって叫さけび、直後に喉のどの痛みに何度か咳せきこむ。

　ランセの唇が血の色に染まっているのを見下ろし、ジェレマイヤ風の派手な全面花はな柄がらの女性用スーツをまとったアルデアは形良い眉まゆをはねあげた。

「ずいぶんと礼れい儀ぎのないご挨あい拶さつですこと。罪人にはもったいない世界一の高名な医師の回かい診しんですのに。あんまり聞き分けがないと、指先から始めて全身くまなくばらばらにしますわよ？」

「あのう……医師殿どのは、この男と、お知り合いなんで？」

　ふたりのやりとりを横で見ていた看守が、おそるおそる言う。

　アルデアとランセはすかさず彼をにらみ、ほとんど同時に叫んだ。

「どうしてわたくしがこんなお調子者の死にたがりと知り合わなくちゃいけませんの!?」

「俺がこんな悪あく趣しゆ味みで塗ぬり固めた砂糖菓が子しみたいのと知り合いとか、なめてんのか!!」

「あっ、はい、はい、すみません……！」

　看守はふたりの勢いに圧おされ、ついつい黙だまりこむ。

　その隙すきにアルデアはランセの座った椅子いすに歩み寄り、彼の様子を険しい目つきでざっと検分した。ランセは血のような赤毛を垂らした彼の顔をじろりと見上げ、唇の動きだけで言う。

「で、一体どうなってやがる。レーン号の他ほかの奴らは？」

「みんな、まだ国内。わたくしはジェレマイヤのお偉えらいさんを籠ろう絡らくして、医者として入りこんだだけですわ。死体になって外に出たくなかったら、おとなしくしていていただけますこと？」

　アルデアもほとんど声にならない小声で答え、今度は看守のほうを振ふり返った。

「──さて、そこの看守さん。あなた、やらかしてくれましたわね。こいつは鈍どん感かんだから平気そうにしてますけれど、これじゃ処しよ刑けいの日までもちませんわよ？」

「えっ、本当ですか！　そりゃまずいな……。処刑は公開でやるって話になってるし、それより先に死なれちゃあ俺たちの責任になっちまう」

　慌てだした看守をさらにせかすように、アルデアは彼に人差し指をつきつける。

「だったらとっとと動く！　ここじゃわたくしの技術に見合う設備が揃そろいませんわ。近くに療りよう養よう所じよはありませんこと？」

「は、はい、たまにうちの刑けい務む所しよで使うところが……」

「じゃ、そこへ移送！　急いで！」

「はいっ！」

　看守は飛び上がるように敬礼すると、踵きびすを返して通路を走っていった。

　その様子を見送ってから、ランセはアルデアに視線を戻もどす。

「──うまくやりやがったな。ここまではぎりぎり犯罪になってねーが、今後はどうする？」

　ランセが低く問うと、アルデアは彼から視線をそらしたまま、頭に載のった小さな帽ぼう子しの羽根飾かざりを揺ゆらして薄うすら笑う。

「それは、わたくしが決めることじゃありませんわ。わたくしは別に、あなたが生きようが死のうが知ったことじゃないですもの」

「ふーん？　ついこの間までは、死ね！　汚けがらわしいネライダが！　って感じだったっつーのに。ずいぶん優しくなったもんだな。やっと俺の格好よさがわかったってとこか？」

　いつもどおりのからかうようなランセの言葉に、アルデアは答えなかった。

　そのまましばらく待っていると、看守がどたばたと仲間たちを連れてやってくる。

「じゃあ、枷かせを外すからな。立て。立てるか？」

「とりあえずやってみるけどな。……あー、こりゃひでぇわ。体中いったん解体されて、組み直されたみてえな気分だわ。なあ、アルデア。その綺き麗れいな肩かたを貸していただいても？」

　ぎくしゃくとしか動かない体に顔をしかめ、ランセはどうせ断られるだろうと思って訊きいてみる。すると、アルデアは少々強ごう引いんにランセの手首をつかみ、自分の肩に腕を回させた。

　そのまま黙もく々もくと暗い通路を進み始めたアルデアを、ランセは心底意外に思って見上げる。

（はー……こいつ、ほんとに変わったんだな。何せ、顔からして違ちがう。相変わらず綺麗じゃあるけど、女っぽくも見えねえや）

　出会ったころは性別不明の妖あやしい美しさを誇ほこっていたアルデアの横顔だが、今は美しくも凜り々りしい青年のそれにしか見えない。

（俺は今は、どんな顔してんだろうな）

　ふとそんなことを考えながら、ランセは看守たちとアルデアに囲まれて通路を抜ぬけた。

　古い城を利用して作られた重じゆう厚こうな刑務所の建物を出て護送用の馬車に乗りこみ、向かうのはゆるい丘おかの麓ふもとにある町外れの療養所だ。

　馬車に乗っていたのは、ほんの十分ほどのこと。

「そこだ。もう、すぐだからな」

　落ち着かない様子の看守に言われてランセがちらと窓を見やると、木々の間から月光に照らされた石の建物が現れるところだった。

　元は修道院か何かだったのだろう、陰気な療養所の前にはちらちらと揺れる灯あかりが見える。

　迎むかえだろうか、とランセが目をこらしている間に、馬車は療養所の前についた。

　いち早く外に飛び出た看守が、療養所の前で角灯を持っていた人物のもとへ歩み寄る。さっき揺れていた灯りは、あの角灯のものだろう。

「夜よる遅おそくにすまないが、刑務所で急病人が──いや、けが人が──まあ、とにかく、ひとり運びこみたいんだ。手を貸してくれ。このひとは、こう見えても高名な医師殿だそうだ」

　看守の説明に、初夏だというのにフード付きの袖そで無なし外がい套とうを羽織った人物は小さくうなずく。

「知っているよ。彼の腕はおそらく、世界一だ」

「そうなのか？　って、え。彼……？」

　看守は不思議そうに聞き返し、馬車から降りたアルデアとランセのほうを振り向く。

　看守が何か続ける前に、フードを深くかぶった人物が声をあげた。

「──ランセ。私だ」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、ランセはすべての思考が吹ふき飛ぶのを感じる。

「……ロディア」

　唇くちびるが勝手に囁ささやく。ランセは不調も忘れて療養所前の小広場へ駆かけより、小走りでやってきた相手と懸けん命めいに指をからめていた。

　彼女が外套のフードを振り落とすと、長い金きん髪ぱつが零こぼれる。

　わずかに潤うるんだ赤い瞳ひとみと、硬質な白い美び貌ぼう。

　ロディアだ。

「えっ……あれっ？　お前、誰だれだ……？……!?」

　看守は呆あつ気けにとられて瞬またたくが、直後に闇やみの中から銃じゆう口こうを突つきつけられて硬こう直ちよくする。

　まったく気配のない男が、ぼんやりと眠ねむそうな目でいつの間にか彼の背後に立っていたのだ。

　さらに、もうひとり。

　金髪の青年が銃を片手に傍かたわらの茂しげみから現れ、軽く片かた眼めをつむる。

「ちょーっとの間、静かにしてろよ。別に取って喰くおうってんじゃねーから。あと、叫んでもわめいても刑務所にはとどかねえ。療養所の中は一いつ般ぱん人ばっかだし、加勢とかはこねーよ」

　キニスに、カロル。

　よく見知った仲間の顔を確かく認にんしてかすかに笑い、ランセはあらためてロディアに視線を戻した。彼女はランセの手にしがみつくように指に力をこめて、押し殺した声で告げる。

「よかった、生きていて」

　彼女の声だ。彼女の言葉だ。

　ランセを思って、ランセのために投げかけられた言葉。

　それだけで体がかすかに熱を帯びる。でも、その熱を素す直なおに全部外へ出す方法をランセは知らない。彼は緩ゆるやかに笑って答える。

「俺はしぶといんだ。そう簡単には死なねえよ。お前、青ざめてるとこも、綺麗だな」

「なっ……ばかか、あなたは！　よりによって、こんなときだけ口説き文句か！」

　驚おどろきと、羞しゆう恥ちと、ちょっとした怒いかりをこめてロディアがこちらをにらんだ。

　強い瞳が綺麗だ、と思う。これは戦うものの瞳。心地ここちよい熱と、強さを含ふくんだ瞳。

　常に何かに挑いどもうとするロディアの瞳を見つめ、ランセは心から囁く。

「ばかなんだろうな。お前の前だと、特にばかだ」

　ロディアのまつげが震ふるえたのがわかる。わずかな衝しよう撃げきに目を伏ふせかけて、それでも彼女はどうにかランセを見つめて苦しげに言う。

「自分のほうが酷ひどい顔色のくせに、私が青ざめてるのが綺麗だとか。あなたはおかしい」

　そうだ、おかしいんだよ。

　こんなときだって、彼女をこのまま抱だきしめてしまいたいくらいにおかしい。

　それをしないのは、視界の端はしに見える自分の手が血で汚よごれているからだ。ずっと枷をはめられていたせいで肌はだと肉が負けて出来た傷が、ランセをぐっと現実に引き戻す。

　ランセは自分の心をそっと軍人のものに入れ替かえ、明るい自信家の顔になって告げた。

「具合悪そうにするのも技わざのうちだからな。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃーんと媚こび売って可愛かわいくしてたさ。そっちもうまくやったな。うまいこと警備の薄うすい療養所まで俺を引っ張り出してくれやがって。そんで？　詳くわしい状じよう況きようはどうなってる」

　状況、という言葉に、ロディアの顔も自然と軍人らしさを取り戻す。

　つないだ手だけは離はなさず、ロディアは声を鋭するどくした。

「サクルは私にあなたの死に様を見せたいらしい。レーン号は港に足止めをくらっている。我々にも監かん視しがついているが、ここへ来るときにはまいてきたはずだ。あなたについては、マディス国王陛下に救命を願う手紙を出した。問題は、手紙が無事にマディスに届くかどうかだ。届くとしてもかなり時間はかかるだろう」

　そこまで言い、ロディアはいったん言葉を切る。

　沈ちん黙もくの中、彼女は瞳で問いかけてきた。

　──いっそ、逃にげてしまうか？

　まるで声を出して訊かれたかのように、はっきりと感じ取れるその言葉。

（さて、どうするかな。正規軍人扱あつかいのロディアが海かい賊ぞくの俺を逃がしたら、ロディアたちまで犯罪者だ。うまく後からまるめこめりゃいいけど）

　ランセが思考を巡めぐらせているところへ、看守を見張っているカロルから気楽な声がかかる。

「ランセ艦かん長ちよう、何深刻な顔してんですか。あなたらしくもない。とっとと片づけちまいましょうよ。大丈夫、俺たち全員いりゃあどうにかなりますって！」

「あはは、お前、言ってることが完かん璧ぺきに海賊だな。一いつ緒しよに首をはねられてもいいってほどに慕したわれてるとは、さすがの俺も知らなかったぜ」

「えっ？……それ……マジですか？　ほんとに知らなかった？」

　カロルがなんだか真しん剣けんな顔になり始めたので、ランセはあえて視線をそらした。

　本当にこいつは素直でまっすぐすぎる。そんなところが大好きなのだが、下手へたにいじったら自分の手でゆがませてしまいそうなのがひやひやものだ。

「まー、お前の場合は男としての人生が始まってんだか始まってないんだか怪あやしいとこだから、ここは是ぜ非ひとももうちょっと頑がん張ばって……」

　と、言いかけたところで、ランセはふと瞳の色を冷やした。

「おい。……馬車が来る。こんな時間に、豪ごう勢せいに迎えでも呼んだか？」

　彼が訊くと、ロディアもすぐに顔を険しくして耳を澄すます。

「まさか。ここは駅馬車の行く道とも外れている。夜中の馬車など、それこそ緊きん急きゆう患かん者じやの移送くらいしかないはずだ」

　辺りに緊きん張ちようが走り、皆みなが遠くからとどろく蹄てい鉄てつと車輪の音のほうを向いた。

（数が多いな。しかも、どうもこっちに来るような気がしやがる）

「ロディア。お前はとにかく──」

　ここから離れろ。

　そう言おうと思ってランセがロディアの肩かたをつかんだとき、不意に丘の上の刑けい務む所しよからくぐもった鐘かねの音が響ひびき始めた。

　ロディアが軽く目を瞠みはり、反射的にサーベルの柄つかに手をかける。

「これは……！」

「明らかに、警けい鐘しようの類たぐいだな。どっかからばれたか」

　ランセは吐はき捨てるように言い、丘の上を見晴るかす。

　古い城のあちこちで、ひとが目覚める気配がした。小さな窓に明かりがともり、ジェレマイヤ語で怒ど鳴なり合う声がかすかに聞こえる。

　警鐘は麓ふもとの街にまで飛び火し、辺りは騒そう然ぜんとした気配になってきた。

　もはや一刻の猶ゆう予よもないと見て、ロディアがランセを見つめる。

「ランセ、行こう。置いていく水兵たちには苦労をかけるが、私たちだけなら逃げられる」

「それもいいけど──まあ、ちょこっと様子を見ようぜ。馬車が陛下の返事を持ってきてくれたのかもしれねえし」

　少しも信じていないことを言い、ランセはにっこり笑ってみせる。

　ロディアは不安を隠かくせない様子ではあったが、うなずいてランセを守るため一歩前に出た。

　直後、森の間をぬう道から、ものすごい音を立てて二台の馬車と十騎きほどのジェレマイヤ騎き兵へいが駆けこんでくる。

　彼らはランセとロディアをぐるりと取り囲み、不ふ吉きつな沈黙を含んで静止した。

「貴様ら、何者だ！　私はマディス海軍士官、ロディア・アルバラード。友軍士官との面会に来た。私は彼の扱いに断固、抗こう議ぎする！　ランセは罪人ではない!!」

　ロディアはあえて堂々と叫さけび、周囲の騎兵を見み渡わたす。

　騎兵たちが彼女の気き迫はくにいささか戸と惑まどって顔を見合わせたとき、妙みように場ば違ちがいなのんびりとした声が割って入った。

「これはこれは、意外な方と意外なところでご対面、といった感じですねえ。いや、むしろ予想通り過ぎて意外、と言ったほうがいいのかな。さすがにもう少しひねっていただけるかと思っていましたよ、買いかぶりすぎましたかね？」

　独特な調子でぺらぺら喋しやべる、アスファル風の衣装の男。

　馬車からよろよろ降りてきてロディアたちの前に立ったのは、以前はアスファル帝てい国こくの皇子に仕え、次にマディスに寝ね返がえり、現在はジェレマイヤに取り入っている男だ。

「……サクル……！　貴様、今までどこにいた！」

　ロディアの声には憎にくしみと警けい戒かいの他ほかに、どことなく複雑な感情が宿っている。一方のサクルは、純じゆん粋すいな怒りと憎しみに青黒い瞳を燃やして、大げさに一礼した。

「ごきげんよう、数日ぶりですねえ。まだ名前を覚えていただいていて嬉うれしく思いますよ。それにしても、アルバラード艦長。あなたたちはジェレマイヤに客人として迎むかえ入れられているはず。それがこんなところで海賊と密会とは、あまりよろしくないんじゃありませんか？」

「密会ではない。面会だと言っただろうが。ずっと正規の手段で面会を求めていたのを拒きよ否ひし続けたのはそちらのほうだ。仕方なく我々も自力で調査をさせてもらい、偶ぐう然ぜんここで彼と会っただけのこと」

　ロディアは平然と言ってのけたが、サクルは暗く微笑ほほえんで言う。

「偶然ですか。その言い訳、秘密警察本部でやっても通るかなあ？　実は今、俺はこちらの秘密警察のために働いていましてねえ。ちょうど本部から先日帰ってきたところなんですよ。いやあ、間に合ってよかった。ランセが万が一刑務所の外に出たら、どんな理由でも教えろって厳命を下しておいたかいがありました！」

「秘密警察だと？」

　その名を聞いて、ロディアの緊張がさらに高まったのがわかった。

　ランセもいささか意外に思って顔をしかめる。

　ジェレマイヤ共和国は元はマディス王国と同様の王国だったのだが、ついこの間革命を起こして王族と貴族の首を切りまくり、平民主導の秘密警察がすべてを支配したばかりだ。

　つまりサクルは、見事ジェレマイヤの中央近くに入りこんでいることになる。

（いくら革命後で不安定っつっても、サクルみてえな奴やつをとっとと入りこませるんじゃあ、この国もろくなもんじゃねえな。そもそもジェレマイヤは、アスファル帝国をもっと徹てつ底てい的にぶっつぶせ、っていう主張だったはずだろうに）

　ランセはいつもより慎しん重ちように考えながら、それでも口を開く。

「相変わらず死んだ目ぇしてやがんなあ、お前。どうせ自分の命ぶん投げて危ねえ取引して、秘密警察とやらに入りこみやがったんだろ？　それで？　わざわざ俺たちの目の前に出てきやがったのはなんのためだ。てめえのねちっこい話を聞いてるとひと思いにぶん殴なぐりたくなって面めん倒どうくせえ。言いたいことがあるなら早くしろ」

「あはははは、いつもどおり口が悪いですねえ、あなたは。適度に痛めつけておくように言ったのに、ちっとも弱ってないじゃないですか。これだから、鈍どん感かんで丈じよう夫ぶなだけの軍人は苦手ですよ。とはいえ最低限のことは教えてあげなくちゃなりませんね。いいですか、あなたはこれから移送されるんです」

　にこにこ笑って言うサクルに、ロディアがぱっと顔色を変えて主張した。

「移送だと!?　こんな夜中に、一体どこへだ！」

「そんなもの、お教えするわけないでしょう！　この大海賊の安全を確保して尋じん問もんを続けるためにも、秘密は守られなくちゃなりません。当然のことだ。あなたは船から下りると頭が悪くなるのかな？　顔も心も綺き麗れいなロディア」

　なれなれしくサクルがロディアを呼んだ瞬しゆん間かん、ランセの胸にかっと怒いかりがわき上がる。

　それでもあからさまに感情を表に出すことはしなかった。

　本当の怒りは、腹の底に取っておくものだ。必要なときに引きずり出せるように、じっと抱かかえておくほうがいい。

　ちらと見れば、傍かたわらのロディアの横顔も硬かたくこわばっている。

　サクルはそんなふたりを見比べて、楽しげにロディアに歩み寄ってきた。少々不ぶ躾しつけな距きよ離りで身を乗り出し、サクルは囁ささやく。

「目の前で彼を取り上げられるのは、悔くやしいですか？」

　暗い感情でねばついた台詞せりふ。くだらない。実にくだらないが、くだらないからこそ、ロディアの心を傷つけようとして発せられた言葉だと、よくわかる。

　ばかばかしい。やめろ。よせ。そんなものでこいつを傷つけるな。

　ランセの腕うでは、ほとんど無意識のうちにロディアの肩をつかもうとする。

　けれどその指先が触ふれる前に、ロディアはサクルをじっと見つめて言った。

「悔しいと、苦しいと、言ってほしいのか？　そのために私たちを見張っていたのか」

「当たり前じゃないですか！　俺の言ったこと、忘れましたか？　俺はあなたが苦しむところを見たい。俺の妹、ルクサーナを、さんざん利用して殺したあなたが、そのうえで着き飾かざって墓参りにくるようなあなたが、苦しむところをね」

　サクルは陰いん鬱うつな笑え顔がおで続けるが、その声はさっきよりわずかに不満げだった。

　おそらくは、ロディアの声が力を失っていないからだろう。彼女の背筋は、まだ伸のびている。

　ロディアはしっかりとひとりで立ったまま、サクルを見つめて言う。




「再度言う。私はルクサーナを殺してはいない。……ルクサーナを愛していた」




　愛。単純で重い言葉が、ぽん、と投げ出された。

　そのあまりの揺ゆるぎなさに、ランセはぎょっとしてその場に立ちすくむ。

　サクルも同じだ。完全に呆あつ気けにとられて、ロディアを見つめている。

　ロディアがひるまず見つめ返してくるのを知ると、サクルの顔からはすっと笑いが引いていった。彼は、暗い無表情で呪のろうような低い声を出す。

「……あなた、本当に酷ひどいひとだ。ただ殺すだけじゃ、すまないような気になってきましたよ」

「君がどんな気分にせよ、素す直なおに殺されてやるほど私もお人ひと好よしではない。無実の罪を着せられるのも、好きではないしね」

　ロディアは悲しげに目を伏ふせて言い、ちらとランセのほうを見て『大だい丈じよう夫ぶだ』とでも言うように、うっすらと笑った。

　ランセはしみじみと感心して笑い返し、半はん端ぱな位置にあった手を自然に落として、サクルのほうへ言葉を投げる。

「ま、そういうこった。ロディアは怖こわい女だぜ。この俺自身にだって本気で剣けんを向けやがった。いざとなったらとことんやるし、絶対にためらわねえ。それが、こいつだ。──サクル、お前、ルクサーナをロディアが殺したってのは一体どこから聞きやがった」

「そんなことが気になりますか？　俺があいまいな情報源に惑まどわされていればいいなあ、なーんてか細い希望にすがってらっしゃる？　残念でした。俺はアスファルとマディスの戦争が終わったとき、マディスの司法長官のところに呼ばれましてね。そこで、色々とお話をうかがったんですよ。そのとき、俺の妹のことも聞きました」

　サクルは憎にく々にくしげに言い、胸をはって見せる。

　その格好は滑こつ稽けいだったが、告げた内容は重大だった。ランセは眉まゆ根ねを寄せてつぶやく。

「司法長官だ？　モーティマー卿きようが、ロディアがお前の妹を殺したって？」

「ええ、そうですよ。彼はロディアさんのことをあまり快く思っていなかったのじゃないかなあ。色々調べているとおっしゃってました。さあ、これでも疑念を挟はさむ余地はおありですか」

　大ありだぜ、という言葉を吞のんで、ランセはロディアを見つめた。

　彼の視線を感じたロディアが、こちらに目を向けてじっと何かを読み取ろうとする。

　どれだけ伝わるかはわからないが、ランセはとにかく懸けん命めいに彼女に語りかける。

　──思い出せ、ロディア。モーティマー卿は、アルデアの親父おやじだ。

　──奴はどうやら、お前をよく思っちゃいねえ。気をつけろ。マディス側も全員が味方じゃねえってことだ。

　そんなランセの心中をどこまで読み取ったのか、ロディアの顔はわずかに今までよりも思い詰つめたものになった。

　その背後で、サクルが一度だけ手を叩たたく。

「さて、そろそろ深夜の長話はおしまいですよ！　移送をとっとと済ませてしまわなくてはなりません。念のため申し上げておきますが、俺やこの海かい賊ぞく、はたまたあなたがたレーン号の士官たちの中の誰だれかが行方ゆくえ不明になりでもしたら、秘密警察本部へ連れん絡らくが行くようになっています。マディス海軍人が、わざわざジェレマイヤ領内で事件を起こしたなんてことにはならないといいですねえ。下手へたをしたら国際問題ですから」

「なるほど？　わかりやすい脅きよう迫はくだな」

　静かに言ってサクルをにらみつけるロディアの肩かたを、ランセは今度はしっかりつかんだ。

　すぐに振ふり向いた彼女に、ランセは明るく笑って見せる。

「じゃ、俺、ちょっと行ってくるわ」

「……ランセ」

　彼女の声が自分を呼ぶのが、こんなときでも心地ここちよかった。

　ランセは小さく笑い、ロディアの金きん髪ぱつをくしゃくしゃと撫なでてやる。

「ばーか、そんな可愛かわいい声出すんじゃねえよ。未練が残るじゃねえか」

「未練くらい残せ。あなたはすぐに全部捨てていきたがる。……私たちに気き兼がねしたんじゃないだろうな」

　ランセに撫でられるがままになりながらも、少し不満げな声を出すのがロディアのロディアらしいところだ。未練は残るだろう。もう、とっくに未練だらけだ。

　素直にそうは言わずに、ランセはそっと手のひらを彼女の頬ほおに載のせて告げた。

「気兼ねっていうんじゃねえよ。陛下とお前たちを信じてるから、ここはことを荒あら立だてねえでおこうってんだ。──俺との約束、覚えてるな？」

　ロディアの白い指が、彼女の頬に寄せられたランセの手に触れる。

　しっかりとランセを見つめ、ロディアは囁く。

「ふたりで無事にマディスに帰って、話の続きだ。覚えている。……忘れない」

　彼女の返事を聞いた途と端たん、胸がじわりと温かくなった。馴なれない感覚に体中が少しむずがゆくなり、ランセは思わず苦く笑しようした。

「だったらそれでいい。またな」

　あえて気楽に言い、ランセはまっすぐに馬車のほうへと歩き出す。

　ロディアが、カロルたちが、自分の背中を見ているのがわかる。ひょっとしたら長い別れになるかもしれないのに、またな、では軽すぎただろうか？

（いや、まあ、こんなもんでいいだろ。今まで何度も言ってきたよなあ、『またな』って）

　思い返せば、数々の別れの場面がランセの脳のう裏りをよぎる。

　戦場で、立ち寄った港町で、何度も、何度も、数え切れないほどに繰くり返した言葉。

　もう二度と会うことはないと覚かく悟ごして、それでも『またな』と口にしてきた。

　多分、本気でまた会いたいと祈いのりながら言ったのは、今回が初めてだ。
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　ランセ救出を途と中ちゆうで断念した日から四日後。

「それで？　今日もやっぱり駄だ目めだったのか？」

　レーン号に戻もどってきた途端、出で迎むかえたカロルに言われ、ロディアは厳しく唇くちびるを引き結んだ。

　それがほとんど返事の代わりだ。

　夏の空は真っ青に晴れているが、ロディアの心はちっとも晴れない。

「……ああ。ランセ救命を願った手紙の、返事は来ていないそうだ」

　ロディアは短く言い、カロルの横をすり抜ぬけて艦かん長ちよう執しつ務む室へ戻ろうとする。

　そこへすかさずカロルが飛び出し、手をばたつかせて調子外れの声を出した。

「ちょーっと待った！　ちょっと待てって！　そんな帰ってすぐ部屋にこもらなくったっていいだろーが。ちょっとほら、甲かん板ぱんの見回りとかしたほうがいいんじゃね？」

「留守中の船の安全は君に預けているはずだ。帰ってきてすぐに船内を見回るなんて、まるで君を信用していないみたいじゃないか。それとも、疑ってほしいのか？」

　ぐったりとして言い、ロディアはカロルの肩をつかんで横にのけようとする。

　しかしがんとしてカロルは動かない。

「そういう意味じゃなくってさ。こっちにも段取りってもんが……」

　半端な笑顔で頑がん張ばり続けるカロルに、ロディアは微び妙みような顔になって彼を見上げた。

「悪いが、君の都合につきあえるほど広い心を持てる気がしない。艦長命令だ、そこをどけ」

　静かに言われると、カロルも反射的に背を正す。

　この辺りが彼のいいところだな、と思いながら、ロディアは重い心を引きずって執務室の扉とびらを開けた。

　同時にふんわりと花の香かおりが漂ただよい、ロディアは何度か瞬またたく。

「……なんだ、これは」

「あー……ま、しょうがねーか。なんつーの？　みんなの心づくし、ってやつ？」

　カロルが後ろで決まり悪そうな声を出すのを聞きながら、ロディアは数歩室内へと入っていった。さして広くはない執務室が、今は色いろ鮮あざやかに飾かざりつけられている。

　金の塗と装そうがところどころ剥はげていた壁かべには、生花と絹のリボンが張り巡めぐらされ、花は無骨な執務机にもあふれている。椅子いすには東方風の織物で覆おおわれたクッション。

　一いつ瞬しゆんここが船の上だと忘れてしまいそうな光景に、ロディアはぽかんとしたまま机に歩み寄った。カロルは後頭部で指を組み合わせ、くっついてきて軽い調子で言う。

「あんた、ほら、最近沈しずんでただろ。そりゃ、沈んで当たり前なんだけどさ。そうすっと水兵たちも不安になっちまうし、港から動けないぶん暇ひまで、何かしたいとか言い出すし。そんじゃあんたの誕生日にあわせて何かするかー、って思ったら、こう、色々みんながやりすぎた結果が、これ！……こんなことに金と時間使って、とか、怒おこるなよ」

　最後のほうはおそるおそるといった感じで告げるカロルをよそに、ロディアは机の上へ積まれた数冊の本をとりあげる。

　美しい版画の表紙の本は、アルデアからだろうか──とめくってみると、中は何やら見覚えのある手書きの文字が躍おどっていた。

「──キニスか……」

「あっ、それ、奴やつの自信作らしいけど、俺は最後までイマイチ意味がわかんなかった」

「わかんなかった、で済むのは才能だ。下手をすると心の中の芸術の神が死に絶える」

　ロディアはぱたん、と詩集を閉じて、艦長の椅子に座った。

　改めて眺ながめた室内の鮮やかな色は、ロディアのこころをそっと温かいもので満たしてくれる。嬉うれしいと同時になんともいえない悲しい気持ちがわき上がって、ロディアは机の上で軽く拳こぶしを握にぎった。

（誕生日、か。そんなものもあったな。本当なら、もっと屈くつ託たくなく喜ぶべきときなのに）

　今は、ここにランセがいない。

　それだけで何かを祝ったり、喜んだりする気にさっぱりなれない。

　ランセ。

　あなたがもし、本当に死んでしまったら。

　想像するだけで頭がくらくらする。そんなこと考えたくない、と感情が叫さけびだす。

　考えるだけでこうなのに、あなたがいない未来に喜びなんかあるのだろうか？

　あなたがいなくなったら、自分は誰かと結けつ婚こんして女に戻るのか。それともひたすらに軍人として生き、戦い、いつか血みどろになって甲板に倒たおれ伏ふす日を待つのだろうか。

　その日が来たら。

　戦場で自分の命が消える日がきたら、そのときには、その死の瞬しゆん間かんには──ランセの魂は迎むかえに来てくれるのだろうか。薄うすれゆく意識の中、この瞳ひとみはあなたの軍ぐん靴かをとらえるだろうか。こちらに伸のべられた手を。優やさしい青と緑の瞳を。

　──来いよ。

　そう告げてくれる、声を。聞くのだろうか。

（……いけない。今はまだ、そんなことを考えるべきときじゃない）

　ロディアは体に宿りかけた震ふるえをどうにか抑おさえこみ、花にあふれた執務机の向こうに立つカロルを見つめた。

　カロルはわずかに目をそらしていたが、すぐに視線を戻してにやりと笑う。

「こんなときにお祝いなんて、とか考えてた？　ま、俺はランセ艦長はそこまで心配するこたねえと思ってる。酷ひどい目には遭あってるだろーけど、あのひとはそういうのには強いから」

「──なんだ、そんなことまで知っているのか。妬やけるな」

　核かく心しんを突つかれてしまった困こん惑わくをごまかすように、ロディアはあえて余よ裕ゆうを見せて微笑ほほえみ返した。すると、カロルはやけに誇ほこらしげな様子になって言う。

「そりゃあ色々知ってるよ。お前よりはつきあい長いもん。俺、学校出て最初に配属された艦かんの艦長が役立たずのお貴族様でさー。そいつのありえねー失敗で艦の火薬庫が爆ばく発はつしたのよ。俺はそんな大けがじゃなかったんだけど、口くち封ふうじのために旧神研究所送り。さすがに軍隊に夢も希望もなくなった。そこにあのひとが出てきたんだな」

　どんなときでも自分が知らないランセを知れるのは嬉しくて、ロディアはいつの間にやら少し身を乗り出してカロルの話を聞いていた。

「君が旧神研究所送りになった事情は、以前ちらっと聞いたことがある。そんな目に遭っても、君はちゃんとした軍人だ。やはりそこはランセのおかげか？」

「そーいうこと。あるとき変な部屋に他ほかの奴らと一いつ緒しよに押しこめられたときに、あのひとと一緒になって。あのひとのほうから、俺にこっそり話しかけてきたんだ。『知ってるか？　このままだと、俺たちは順番に一番やばい旧神を憑けられる。今までにそいつを憑けられた奴は、みんな死んだぜ』って。ものすごく明るいような、暗いような、怖い目をして、俺に言った」

　想像するだに背筋が冷たくなるような状じよう況きように、ロディアの声も自然に低くなる。

「一番やばい旧神。ミラのことか」

「うん。俺はとっさに強がっちまってさー、『死ぬかも知れないとか今さらだろ？　俺だってもう、ここに来た時点で一回死んだようなもんだし』って答えたけど、ランセ艦長はじーっと俺の目を見てさ。『お前はまだ死んでねえよ』って言って、こう、立ち上がった！」

　段々盛り上がってきたのか、カロルは芝しば居いがかった身み振ぶりで胸に手を当てた。

　彼は旧神研究所でランセがした所作をなぞるようにロディアのほうへ身を乗り出し、じっとその目を見つめて言う。

「『──今まで誰だれもできなかったことなら、この俺がやるしかねえ。それが格好いいってことだからな。お前、俺を見てろよ。俺はこれから、伝説になってやる』ってんで、自分からミラを引き受けて、見事どうにかしちまった。悔くやしいけど、俺だったら多分死んでたんじゃねーかな。……まあ、結局、初っぱなから俺はあのひとに助けられちまったって話」

　最後は少し悔しいような、悲しいような調子で言い、カロルはぱたりと手を下ろした。

　そのまましゅんとしているカロルを見つめて、ロディアは軽く微笑んで言う。

「それはまた──ずいぶん、ランセに甘えられたものだな」

「へ？　甘え？　誰が、誰に？」

　目を丸くするカロルに、ロディアは丁てい寧ねいに告げた。

「ランセが、君にだ」

「はあ？　どーしてそうなったの？　あのひと、いっつもひとりで平気で、本音は言わねえし、結局独断で決めちまうことばっかだし、そもそも俺に甘えるとかねーだろ、普ふ通つうに考えて！」

「確かに、彼はいつだってひとりだな。だが、それが平気だってわけじゃない」

　言いながらロディアがふと思い出すのは、数日前のランセのことだ。

　ロディアと剣けんを交え、挑ちよう発はつするために発したであろう彼の言葉。

　──俺を呪のろったのは、お前たちだ。

　──お前たちのためにひたすらに戦っても、お前たちは一回失敗したらてのひらを返す。

　あの言葉の半分は嘘うそで、半分は本当だったのじゃないか、とロディアは思う。

　だからロディアは、カロルのよく晴れた空の色の瞳を見上げて静かに言う。

「ランセだって、生身のひとだ。当時は味方に裏切られてできた傷も生々しかっただろう。研究所でもミラのために死ぬひとたちを見て怒っただろうし、苦しかっただろうし、いっそ自分が引き受けようと思っても、できるかどうか不安だっただろう。──自分が死ぬのも、少しは怖かっただろう」

　刻むようなロディアの言葉に、カロルの瞳がかすかに動どう揺ようするのがわかった。

　彼はどうしてもランセの弟みたいな存在で、だからこそ、ランセの弱さを認められないところもあったのだろうと思う。

　でも、さいわいロディアは知っている。完かん璧ぺきな人間なんていないのだ。どこにもいない。

　ロディアは続ける。

「だからランセは、君に覚えていてほしかったんじゃないかな。君は当時も、人生に絶望しきっていない目をしていただろうから。これからも生きていくであろう君に覚えていてほしくて、覚えてもらうことで少し自分の気を楽にしたくて、彼は君に『見ていろ』と言ったんじゃないかな。多分それは、不器用で、ちょっと自分勝手な甘えだよ」

「ふーん……そう。……その発想は、全然なかったわ」

　カロルはぼんやりと言い、いったん言葉を切った。

　しばらく沈ちん黙もくを置いた後、彼はつぶやく。

「でもまあ……そーかも、ね」

　いつになく無表情になった彼の目に光るものを見つけて、ロディアは思わず指をさした。

「おい、カロル。その……涙なみだ……」

「へ……？　うわっ、やべ、俺、泣いてる!?　うわーうわー、さすがに格好悪すぎだろ！」

　自分でも気づいていなかったらしく、カロルは真っ赤になって袖そでで顔をこすり始めた。

　ロディアは反射的に視線をそむけたが、すぐにたまらなくなって小さく笑ってしまう。

「ははは……君、本当に困った奴だな！　ランセは君のことが大好きだよ。間ま違ちがいない」

「なんでいきなりそんな話になるんだよ！　大好きとかよせって、恥はずかしい、鳥とり肌はだ立つ！　そういうんじゃねえんだよ、俺たちは。お前は、その……まあ、女だからいいけどさ」

「安心しろ、私だって君がランセに惚ほれているとは思っていない」

「だから、そーじゃなくって!!」

　カロルは叫び、肩かたで息をしながらいったん黙だまりこくった。

　磨みがき抜ぬかれた木製の床ゆかを意味もなくじっと見つめた後、彼はうつむいたままで言う。

「俺は、あのひとが居ない人生は嫌いやだ。一緒にばかやりたいし、罵ば倒とうもされたいし、吞のんで愚ぐ痴ちってはたかれたいし。そうじゃなくても、ふらっといつかどっかで会えりゃいいなあと思う。……だけど。今、俺の艦かん長ちようはお前だよ」

　いきなりの言葉に、ロディアはまじまじと彼を見つめ返した。

「──カロル？　それはもちろんそうだが……どういう意味だ？」

　カロルはいつの間にかロディアの目を真っ向から見つめ、真しん剣けんそのものの調子で言う。

「艦長。悪いことは言わない。ランセのことは見捨てて、ジェレマイヤから脱だつ出しゆつしよう」

　本当に何を言われたのかわからなくなって、ロディアは、慎しん重ちように聞き返す。

「……今、なんと言った？」

「ランセを見捨てようって言ったんだ。俺はもうあのひとのことは忘れない。それより下手へたにうろうろしてあんたの身が危なくなってみろ。あのひとはすげえ悲しむよ。だって、あんたと一緒にいるときの……あんなふうに笑うあのひと、俺だって初めてなんだよ。だから！」

「カロル！」

　鋭するどいロディアの声に、カロルが軽く息を吞む。

　ロディアは衝しよう動どうに任せて立ち上がり、カロルを見つめていた。

　呼吸が乱れている。心臓の位置が痛い。心に渦うず巻まく激情は、怒いかりだろうか？

　そうかもしれない。そうかもしれないが、けして、カロルに向かって行く怒りではない。

　ロディアは軽く呼吸を整えてから、改めて挑いどむような心地ここちでカロルを見つめた。

「──カロル。……ありがとう。君が副長として、仲間として出してくれた結論、嬉うれしく思う。でも、考えてみてくれ。大切な人間との約束ひとつも守れない人間に、君はついていきたいと思うか？　大切な人間ひとり守れない人間が、船を、君たちを守れると？」

　当たり前のことを、あえてゆっくりと言う。

　カロルはじっとロディアを見つめ返して黙っている。彼の目に苦痛の色がにじんでいるのを知りながらも、ロディアはあえてはっきりと言い切った。

「そんな半はん端ぱな人間、私は嫌だ。そこはきっとランセも同意してくれるところだと思う。だから私は、いざとなったら力ちからずくでもランセを取り戻もどす」

　カロルはすぐには答えず、辺りには重苦しい沈黙が流れる。

　港の波が船体を洗う音、みし、みし、とどこかでかすかに響ひびくきしみが妙みように大きく聞こえる数十秒の後、ついにカロルが細く長いため息を吐ついてうなだれた。

「あー……まあ、そう言われると思ったんだけど、さー……。お前ってほんと、ランセ艦長のやり口、いいとこだけ受け継つぎやがったよなあ。前は絶対こうじゃなかったぜ」

　カロルの声が諦あきらめ混じりなのを聞き取り、ロディアは小さく笑って右手を伸のべる。

　指先でカロルの心臓の位置に触ふれ、ロディアは静かに囁ささやいた。

「悪いところも、受け継いでいる。──カロル。その命、私にくれ」

　カロルはうつむいたままロディアの手を見下ろした。

　ロディアがさした位置、カロルの心臓の真上には、旧神の名が刻まれている。

　命をくれ、と彼女が言う意味はただひとつ。

　いざとなれば、その力すら使ってくれ、と。代だい償しように寿じゆ命みようを支し払はらってでも、自分についてきてくれ、ということだ。

　重い要求に、けれどカロルはにっこり笑って顔を上げた。

「──俺は元からお前のもんだよ。好きにしろ」

　あんまりにまっすぐな笑え顔がおに、ロディアは少しどきりとして指を引く。

（このひとは、本当に、強いひとだ。ランセが選ぶだけある）

　ロディアは内心舌を巻き、同時にじんわりと嬉しい気分になって深くうなずいた。

　そして彼女は、少し声を大きくして言う。

「さて。では、他ほかの連中もそれでいいかな？」

「へっ？　他の連中って……まさか……!!」

　くるりとカロルの顔色が変わった直後、勢いよく執しつ務む室の扉とびらが開く。

「元からお前のもんだよ。好きにしろ──まあまあまあ、実に劇的な台詞せりふですこと！」

　明らかな苛いら立だちと怒りを含ふくんだ笑みで入ってきたのは、今日も妖よう艶えんなドレス姿のアルデアだ。彼はずかずかとカロルに歩み寄ると、いきなり彼のほっぺたをつかんで引き伸ばす。

「この口が言いましたの、この口が！　カロルのくせに生意気すぎますわ！」

「いてててててっ、てっ、おまっ、最近わかりやすすぎだろ！　爪つめ痛い爪痛い、爪切れ！」

「……爪は多分、毒針しこむために伸ばしてると思う」

　今度はロディアの背後から、ぼそり、とルーナ・ノアの声が飛ぶ。

　ロディアが振ふり返ってみれば、知らぬ間に執務机の後ろに広がる窓が一カ所開いていた。

　ルーナ・ノアは窓の側に立っており、すぐにキニスも窓の向こうから現れて、何食わぬ顔で室内へ入ってくる。

　その窓の外、つかまる場所もろくにないと思うんだが──という台詞は胸にしまっておくことにして、ロディアは小さく苦く笑しようした。

「──さて。それではここに現在のレーン号士官全員が集まってしまったわけだが」

　改めて言い、ぐるりと艦長執務室を見み渡わたす。

　誰だれの目にも、迷いのようなものは見えなかった。

　静かな意志の光を宿した瞳で、しっかりとロディアのほうを見ている。

（みんな、心は一いつ緒しよか）

　ロディアはほっとすると同時に、わずかに目の奥に熱いものを感じた。

　それが零こぼれてこないよう、こっそり歯を食いしばったとき、外から艦長室の扉を叩たたく音が響く。

「艦長！　艦長、ジェレマイヤから知らせです！」

「入れ！」

　ロディアの命令に、下士官が慌あわてて中へ入ってきた。

　手紙の返事か、とも思うが、どうやらその様子はない。

　下士官は、ロディアが落らく胆たんする間も与あたえずに青ざめて言う。

「ジェレマイヤ秘密警察のサクルより、艦長へ伝言です。ただちに陸路でジェレマイヤ首都へ向かうように、と。その──七日後に、首都で、ランセを海かい賊ぞくとして処しよ刑けいするそうです」

　処刑、のひとことに、頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが走った。

　他の士官の面々もまた、恐おそろしく険しい顔になる。

　不意に辺りを覆おおったあまりに重い空気に、知らせを持ってきた下士官はおびえたような顔になってきょろきょろし始めた。

（落ち着け。こうなる確率が高いことは、大方わかっていたことだ。そして、これから何をやるべきかも、わかっている）

　ロディアは一度だけ目を閉じ、ランセのことを思い出した。

　彼の指。彼の腕うで。彼の、言葉。

　ひとつひとつ思い出しているうちに、鎖くさりで首からかけている彼の指輪が、わずかなぬくもりを持ったような気がした。

　今、するべきことはひとつ。

　──あきらめないこと。

　ロディアはゆっくりと目を開けると、声を張る。

「せっかくのお誘さそいだ。ご要望通り出向かせていただこうじゃないか。ただし、何があろうと花の都を彼の血で汚よごさせはしない！　そうだな？」

　ロディアの言葉に、カロルを始め、士官たちはいっせいに海軍式の敬礼をした。
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「いらっしゃい、いらっしゃい！　本日の処刑は特別だよ！　五つの海を荒あらし回った大海賊の首が飛ぶよ！　さあ、香こう草そう入りの葡ぶ萄どう酒はいかが！」

　少年が派手に声をあげながら盆ぼん上の葡萄酒を売っているのを見下ろし、サクルは失しつ笑しようじみた笑いを浮うかべて告げた。

「いやあ、この国はものすごい国ですねえ！　革命以来、庶しよ民みんがすっかり処刑に馴なれきっているんだなあ。アスファルでも皇こう帝てい陛下の一存による処刑は多かったですが、こんな雰ふん囲い気きじゃなかったですねえ。見せしめに飾かざられた首からは、みんなが目をそらしてたもんです」

「──だが、今、君は処刑を前にして笑っているね」

　ロディアは静かに言い、組んだ足の上で指を組み直した。

　ついにやってきたランセの処刑当日。

　ロディアとサクルは、まるでお祭りのど真ん中のようなジェレマイヤ首都にいた。

　北方大陸最大と言われるジェレマイヤ首都の中央広場は、まるで首都中の人間が集まってきたかのようにひとだらけだ。真四角の広場はひとの海。誰もが笑いさざめき、物売りから葡萄酒や肉を買う。

　一方もう少し身分の高い紳しん士し淑しゆく女じよは、広場を囲む建物の露ろ台だいに桟さ敷じき席をもうけて優ゆう雅がにお茶や食事を楽しんでいる。

　ロディアとキニス、そしてサクルは、そのような露台のひとつにいた。

　大理石の露台の隅すみっこから広場を見下ろしていたサクルは、アスファル風の衣装を引きずっていそいそとロディアとキニスのところまで戻もどってくる。

「俺が笑うのは仕方ないですよ。こんな特等席で、あなたと彼の苦しむところを見られるんだから。ごらんなさい、あの処刑台を。まがまがしいですねえ。普ふ通つう海かい賊ぞくといったら絞こう首しゆ刑けいですが、この国では貴族と同じ器械で首を切るらしい！　平等っていうのは実に悪あく趣しゆ味みだ！」

　まるでジェレマイヤ共和国を批判するようなことを言い、サクルはぱりっとした白布をかけた円えん卓たくの向こう側の席へとついた。

　ロディアは背後にたたずむキニスを従えて優雅に足を組み替かえ、周囲の様子をうかがう。円卓ひとつで手て狭ぜまになってしまう露台の隅には、警備のジェレマイヤ兵士が嫌いやそうな顔でこちらを見ていた。

　そして広場へ視線をやると、真ん中にある木製の台がやけに目につく。

　台上で鮮あざやかな夏の青い空を映してきらめくのは、巨きよ大だいな刃やいばを落として罪人の首を切る処刑器械だ。

「…………」

　背後からキニスの案じるような気配を感じ、ロディアは振り返って唇くちびるで『大だい丈じよう夫ぶだ』と告げる。そしてそのまま、グラスの葡萄酒に形だけ口をつけた。

（マディス王国からの手紙の返事は、まだ来ない。もう諦あきらめて強きよう硬こう手段に訴うつたえるしかないだろう。キニス以外の士官にも、作戦は言い含めてある。きっとどうにかなるはずだ）

　あらかた覚かく悟ごはできていたことだ。心にためらいはないが、気になるのは目の前の男、サクルのことである。

　ロディアは、彼は敵ながら頭が切れる男だと思っていた。

　どことなく学者じみた、戦争の現実とは縁えんの薄うすい男だと感じたこともある。

　そんな彼とただの誤解のせいでこんな酷ひどい対立をするはめになったというのは、どうしても気分が悪い。

（サクルは、モーティマー卿きように私のことを聞いたと言っていたな。モーティマー卿はアルデアの父上。……何か、私に対して思うところがあるのか？）

　味方であるマディスの人間を疑うのは気が進まないが、この件に関してはランセも何やら目配せしていた。

　気をつけたほうがいいのだろうか──などと考えているところへ、サクルが冷たい声を出す。

「──おかしな気を起こしてはいないでしょうね。あなたの他のお仲間たちは、階下で監かん視しされているのをお忘れなく。あの奇きっ怪かいな力を使おうとしても無む駄だですよ。あなたが動けば、常に事態はあなたにとって最悪な方向へ傾かたむく。そういうふうにしてるんです」

「……なるほど。君ならそのくらいのことはできるだろう。君は優ゆう秀しゆうだ。個人的にはその力、アスファルのために使ってほしくはあったな。皇帝やマイムーンとは色々あったとしても、ザーヒルは無む邪じや気きな天才だったし、あなたは別の方向の天才だ。多分、天才同士にしかわからないことがあっただろうに」

　あえて少々無神経に本心を告げると、サクルは目を丸くして絶句した。

「あなたは……」

　ぼんやりとつぶやいたかと思うと、サクルはすぐに怒いかりに瞳ひとみを燃やして立ち上がった。

　円卓を拳こぶしで叩いて身を乗り出し、低く押し殺した声で言う。

「──なんですか、同情ですか？　俺に？　ザーヒル様に？　ばかばかしい！　この期ごに及およんで、ランセ以外の誰だれかに同情しているふりをしようっていうんですか？　いいかげんにしてください、気持ち悪い、吐はきそうだ、あなたのそのわざとらしさに他ほかの誰もがだまされたって、この俺だけはだまされません！」

「だまされるも何も、サクル。私はランセには、同情しているんじゃない。ランセのことは、いつだって信じている。それだけなんだ。君は、本当は今、何を信じている？　マディスの司法長官の言ったことか？　彼らは、残念ながら嘘うそも吐つく。君が信じているものは少々怪あやしげだと、そろそろ君も気づいているんじゃないのか？」

「っ、いいかげんにしろ！　お前は……！」

　サクルが叫さけんでロディアに手を伸のばしかけ、すかさずキニスがその手を払はらった。

　サクルの燃える瞳が、キニスのどこまでも冷えた虚うつろな瞳にぶつかる。周囲の露台からは楽しげな笑い声が聞こえてくるが、ロディアたちのいる露台はしん、と静まりかえった。

「おい、お前たち──」

　露台の隅にいた兵士たちが、さすがに体を起こして声をかけてくる。

　これ以上はまずいか、とロディアが口を開きかけたとき、不意に室内へ続く硝子ガラス扉とびらが開いた。顔を出したのは、いまひとつ事情がわかっていない顔の従卒だ。

「すみません。マディスのお客様にお手紙が届いておりますが」

「……！　ありがとう。こっちへ寄こしてくれ」

　この場でマディスの人間と言ったら、自分たちだけだ。

　ロディアはぱっと目の前が明るくなったような心地ここちになって、勢いこんで立ち上がる。

　従卒から奪うばい取るようにして手に取った手紙には、マディス政府の印で封ふうがしてあった。

（間ま違ちがいない。これは、待ちに待った、ランセ救命の嘆たん願がんの返事だ！）

「おや、それは……」

　サクルが声をかけてくるのも無視して、ロディアは懸けん命めいに封ふう蝋ろうを引きはがし、手紙を開く。とにかく彼に阻そ止しされる前に手紙の中身を改めなくてはならない。

　無事に国王に手紙が届いてさえいれば、彼はきっと何かランセ救命のために手を打ってくれたはずだ。あのふたりの友情の揺ゆるぎなさは、ロディアもよく知っている。

　ロディアは必死に手紙を握にぎりしめ、表側に書かれた文面に目を通す。

　一度では内容が頭に入ってこなくて、二度、三度と読んだ。

　読めば読むほど、心臓が冷えていく。頭ががんがんと痛くなり始め、もはや立っているのもつらくなってきて、ロディアはのろりと手紙を持った手を下ろした。

　その向こうで、サクルが陰いん惨さんな笑えみを浮かべている。

　傍かたわらに立ったキニスが、ロディアに問う視線を向けてくるのがわかった。

　何か、返事をしなくてはならない。……何か。

　ロディアはゆっくりと息を吸いこみ、どうにかかすれ声で言う。

「陛下が──マディス国王陛下が。再び、倒たおれられたとのことだ。国務はすべて大臣たちと議会に任せ、療りよう養ようのために離り宮きゆうに向かわれたと。私たちには、政府から帰き還かん命令が出た」

　キニスは淡たん々たんと聞いていたが、どことなく黒い瞳に翳かげりが宿ったような気がする。

　虚ろな沈ちん黙もくをやぶって、突とつ然ぜんサクルがはじけるように笑い出した。

「あははははは！　陛下はご病気ですか！　それはそれは、実に間が悪いですねえ。でも、そんなものですよね？　人生っていうのはいつだって間が悪い。絶望しきったつもりで、もうこれ以上はやめてくれっていうときにこそ、次の絶望が現れるんです！」

　彼の叫びがまだ大気中に残っている間に、派手な管楽器の音が響ひびく。

　わあっ、と群衆が湧わく声に、ロディアはどきりとして振ふり返った。

　中央広場を埋うめたひとの海が、ゆるゆると渦うずを巻いている。その中心にあるのは処しよ刑けい台。それを目指して黒衣の列が進んで行く。

　妙みように厳おごそかな顔をした役人と、代々罪人の処刑を生業なりわいとしている処刑人。

　彼らに挟はさまれて真ん中にいるのは、見慣れたひとだ。

　たったひとり、派手な真しん紅くの海かい賊ぞく装しよう束ぞくに身を包んだ、ランセ。

「…………っ……！」

　群衆の声は地じ響ひびきに似てうねり、興奮した者がランセに向かって石を投げる。

　ランセはそれを無造作に避よけてみせ、そのたびに群衆からは不満の声が上がった。

（もう、時間的な猶ゆう予よはない。──やろう）

　処刑が中止されず、ランセが処刑器械の前にひざまずいたなら、そのときがランセ奪だつ回かい作戦の開始のとき。レーン号の仲間たちには、そう言い渡わたしてある。

　そして、そのときは今や刻々と近づきつつあった。

　ロディアは手の中の手紙を握りしめ、露台の手すりにすがる。

　少しでも近くで、ランセの様子を見たかった。何ひとつ見み逃のがしたくなかった。絶対に助ける、と伝えたかった。

　そのとき、不意に処刑台の階段を上りかけていたランセがこちらを見る。

　ほんの豆まめ粒つぶほどの大きさにしか見えない顔だが、笑っているのだけはよくわかった。

　そこには、少しの憂うれいもない。

（ランセ）

　なんとも言えない感情が一気にあふれて、喉のどの奥まで熱いものでいっぱいになってしまう。

　ランセ。あなたがそんなところにいるのが苦しい。そうして笑っているのが苦しい。……強硬手段に出なくてはならないこの状じよう況きようも、苦しい。

　あなたは、もっと堂々と救われるべきだったのだ。

　胸を張って、その台を降りるべきだった。──なのに。

　そんなふうに考えている間にも、処刑台についた役人がランセに問いかけている。

「言い残したいことはあるか？」

「あるある。いっぱいありすぎてちょっとやそっとじゃ終わらねーから、半日くらい時間もらっていいか？」

　愛あい想そ良くランセが言うと、役人はにこりともせずにそっぽを向いた。

「群衆が暴動を起こす前に、早めにすませろ」

「はー、つまんねえ返事だけど切実だなあ、おい。まあいいや。──さて、では、お集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの方々！」

　ランセはいっそう声を陽気にして言い、ぐるりと広場に集まった群衆を見み渡わたした。

　妙に鮮あざやかに見える空の下、山ほどの顔が自分を見ている。

　ぎらぎらした瞳。熱っぽい空気。

　なんだかずいぶん馴な染じんだ光景のような気がする。昔の戦時、エリアス・オルディアレスとして戦っていたころには、いつだって群衆にこんなふうに見つめられていた。

　──若き英えい雄ゆう、エリアス！　殺せ。もっと殺せ。俺たちのために！

　本音を言えば、ランセはあの声が大だい嫌きらいだった。

　遠い記き憶おくの木霊こだまを振り切るように、ランセはほがらかな笑みを浮うかべ、艦かん上じようで鍛きたえられた声を張り上げる。

「俺は今まで、とことん自由に生きてきた。昔は籠かごに入ってたときもあるし、船の生活だって色々不自由はある。だけど自由だった。それってどういうことかわかるか？　俺はな、ずーっと自分の意志で、自由でいようとし続けてきたんだよ。──自由っていうのは、『何をしたっていい』っていう状況のことじゃねえ。『自由になる努力をやめない』ってことだ！」

　やけに堂々と語る『海賊』の言葉に、群衆のヤジは自然と小さくなっていった。

　それはそうだろう。彼の演説はジェレマイヤの政治家たちよりもよほどわかりやすく、奇き妙みような魅み力りよくに満ちていたから。

　人々の顔が、目が、徐じよ々じよに変わっていくのを小さく笑って眺ながめてから、ランセはロディアのいる露ろ台だいへ視線をやった。

　どんなに遠く離はなれていても、ロディアの姿はすぐわかる。

　彼女は露台の手すりにすがってまっすぐにランセを見ている。そのまま動こうとしない。

（やっぱ、手紙の件は駄だ目めだったか？　陛下も堂々と俺を助けるわけにはいかねーかもしれねえよな。エリアス時代はそれをやりすぎて追い落とされたわけだし）

　ランセは考え、少しも落らく胆たんしていない自分に気がついて少し笑みを深める。

　死なないで、どうにか彼女のもとへ戻もどりたかったのは本当だ。

　でも、いざとなれば自分の命はどうでもいいのだ。

　もうとうにミラに食い尽つくされかけている命だし、生きてロディアをしあわせにできるかどうかもわからない。それより、もしもここで自分の人生が終わるなら、彼女に余計な重荷だけは背負わせたくなかった。

　どうか、彼女に届くといい。

　自分はここで死んでもそれなりにしあわせだし、彼女のことを本当に愛している、と。

　ここで死ぬのもランセの『自由』の結果で、ロディアのせいなどではないのだ、と。

　ランセは祈いのるような気持ちになってロディアを見てから、横に視線を動かした。

　青いアスファル風の衣装を着た男、サクル。

　彼をねめつけ、ランセは切れるような笑みで告げた。




「俺の魂たましいはいつだって自由だ。俺の自由は死なんかで壊こわせやしねえ。だから、やってみろよ。俺を殺した後、お前がどんな気分になるか、賭かけようぜ。──俺は、お前に勝つ自信がある」




　サクルの目が暗く輝かがやくのが見えた気がする。

　彼が長い袖そでをふって合図を出した。それを見た処刑人が、ランセの上着を脱ぬがせる。

　群衆は呪じゆ縛ばくから解かれたかのように、どっと声を取り戻して騒さわぎ出す。

「殺せ！　殺せ！」

「殺せ、海賊の首を取れ！」

　半はん狂きよう乱らんで叫さけぶ群衆。うねる叫び。本当にうるさい。でも、こんなものを聞くのも最後だ。

　死の果ての深しん淵えんは、静かだろうか？

　そんな思考を貫つらぬくように、不意に鋭するどい声が響き渡った。

「その処刑、待て！」

（──ロディア）

　ランセは処刑器械の前にひざまずいた状態で、顔を上げる。

　ロディアはさっきの露台に居た。夏の陽光が、彼女の全身をそれこそ金色に輝かせていた。それはミラがまとう光とはまったく違ちがう、明るく輝かしいものだ。

　驚き戸と惑まどう人々に向けて、臆おくすることなくロディアは叫ぶ。

「そのひとを殺せば、ジェレマイヤはマディス王国を敵に回すことになるぞ！　なぜなら、そのひとの名は、エリアス・オルディアレス！　海賊なんかじゃない。過去の戦争で北方大陸すべてをアスファル帝てい国こくから守った英雄であり、マディス国王陛下の親友である、オルディアレス提てい督とくそのひとだからだ！」

「は……？」

　あまりに意外な台詞せりふに、ランセは呆あつ気けにとられて目を瞠みはる。

（今、ええっと、エリアスって……言われた？）

　まさかロディアからその名が出るとは思えず、何度か大きく瞬またたいてみる。

　聞き間ま違ちがいだと思いたいくらいだったが、周囲は不気味なくらい静まりかえっていた。ちら、と処しよ刑けい人を見やると、彼もまた、幽ゆう霊れいをみたような顔でじっとランセを見ている。

「あんた……今の、ほんとか？　あ、よく見ると、目の色違うけど、それ、片方義眼ってことなのか。伝説のオルディアレス艦かん長ちようも、有名な海戦で片かた眼めを失ったっていう話だが……」

「あー。そうだなあ。そういうこともあったよーな……」

「あったよーな、じゃなくて、ほんとなのかよ!?」

　食いつかんばかりの勢いで訊かれ、ランセは途と方ほうに暮れて周囲を見渡す。

　さっきまで派手に騒いでいた群衆はすっかり石像にでもなったかのように凍こおりついて、ロディアを、そしてランセを見つめている。山ほどの、緊きん張ちようした人々の目。

　……これは確かに、オルディアレス提督を見ていた人々の目だ。

「……ま、こうなったらしょうがねえか。ちょっと派手すぎる復活だけど、俺らしいって言えば俺らしい。それにロディアのご指名だしな」

　ランセはひとつため息を吐つき、思い切って心を決める。

　そうして鮮やかな笑えみを浮かべると、屈くつ託たくなく声を張り上げた。

「おう。史上最年少のマディス王国青色艦かん隊たい提てい督とくにして、対アスファル帝国北方連合艦隊の総司令官って言ったら俺のことだ。俺はエリアス・オルディアレス。運命の女め神がみに愛されすぎて何度か死んだが、今度も神を殺してこの世に帰ってきたぜ！」

　はったり充じゆう分ぶんに語り上げ、親指で自分の心臓の位置を示して見せる。

　間を置かずに爆ばく発はつ的な歓かん声せいが辺りを包み、群衆は熱ねつ狂きよう的に騒ぎ立て始めた。

「おい、お前ら、落ち着け！　圧おすな!!」

　警備兵たちは必死に怒ど鳴なるが、人々はさっきまでよりやみくもに処刑台へと押し寄せようとする。圧あつ倒とう的な混こん沌とんの中、ランセは露台のロディアのほうへと叫んだ。

「ロディア、来い！」

「……！」

　ランセの声は、ロディアのもとへもまっすぐに届く。

　彼の、その言葉なら、たとえどんなときでも聞き分けられる。

　ロディアの表情がぱっと明るくなったのを横目に、サクルが憎にく々にくしげに露台から身を乗り出して叫んだ。

「こんなものはただのはったりです！　エリアス・オルディアレスは死んだ！　あれは海かい賊ぞくの大おお嘘うそだ。速すみやかに、処刑を続行なさい！　それと、アルバラード艦長を拘こう束そく！　彼女は場を混乱させようとしています、海賊の味方です！」

　次々下される命令に、警備兵が我に返ってロディアの腕うでをつかもうとする。

　ところが、一いつ瞬しゆん早くキニスが警備兵のマスケット銃じゆうを奪うばった。

「貴様っ、何をする！」

　警備兵は慌あわてて銃を取り返そうとつかみかかってくる。

　キニスは最低限の動きで彼を避よけ、あっさり銃じゆう把はで殴なぐり倒たおした。

　振り返りざまにもうひとりの腹にも銃把を叩きこむと、キニスは素早く銃を構える。

　狙ねらうのはランセの傍かたわらの処刑台。

　さらにその天てつ辺ぺんにくっついた、悪あく趣しゆ味みな花飾かざりだ。

　有効射程距きよ離りから少々はみ出した位置の小さな的だが、キニスは恐ろしく冷静に引き金を絞しぼった。

　間を置かずに花飾りが吹ふっ飛び、かっ、と辺りをものすごい閃せん光こうがつらぬく。

「うわっ！　なんだ？　なんだ、こりゃあ！」

　処刑人が慌て騒いで目をふさぐ横で、ランセはとっさに身を低くして周囲の気配を探さぐる。

（すげえ光だ。多分、目くらましだな。アルデアの新兵器の類たぐいを、誰だれかに頼たのんであらかじめこいつの上にくっつけといたってことか）

　そう理解した途端、ランセはそばにいた処刑人を思い切り突つき飛ばした。処刑人は情けない悲鳴を上げ、処刑台の下に落ちていく。どうせ誰にやられたかはわからないだろう。

　さっきのあまりに強い光でまだ視界は白く濁にごっていたが、ランセは他ほかの感覚と今までの記憶に頼たよってためらいなく動いた。

　処刑台から飛び降り、そこらでうろたえている警備兵の腰こしから拳けん銃じゆうを引き抜ぬいて、身を低くして群衆の中へまぎれる。

　その間にも、周囲ではぱんぱんと破は裂れつ音が響ひびき渡わたり、祭りのような花火があちこちではじけて、人々はわけもなく悲鳴をあげ続けていた。

「さらにかく乱か？　まったくうちの身内は派手だぜ。一体誰に似たんだか、っと！」

　ひとりごちながら小走りで進んでいると、急に警備兵が目の前に飛び出してきた。

　ランセはためらいなく相手の懐めがけて突っこみ、相手の動きを利用して鮮あざやかに転ばせる。あとはかまわず捨て置き、さらに人々の間をすり抜ける。

「待て、貴様、止まれ！」

　広場の隅すみ辺りまで行くと、数人の警備兵が彼の姿を認めた。

　敵はマスケット銃を構えようとするものの、辺りは人々でごったがえしている。少々うろたえた末に、警備兵は腰のサーベルを抜いた。刃やいばの輝きに、ランセは不敵に微笑ほほえむ。

「へえ、その剣って抜けるやつだったのか。俺はてっきり、飾りかと思ってたぜ」

「ふざけるな！　銃を捨てっ……！」

　最後まで言う前に、拳銃のみを片手にしたランセが飛びこんだ。

　警備兵のひとりが、慌ててサーベルを突き出す。

　ランセは敵の剣けんを、両手で持った拳銃の金属部分で受けた。

　ぎょっとした相手に笑いかけ、ランセはくるりと銃を回して剣を横へ流す。そのまま銃把を握にぎり、ランセはサーベルを握っていた警備兵の手を、至近距離から撃うちぬいた。

「っ……！　ひっ……！」

「貴様……っ……!?」

　あまりになめらか、かつ非常識な立ち回りに、警備兵たちは一体何が起こったのか理解できない。理解できないままに、新たにふたりの警備兵がランセに襲おそいかかろうとした。そのとき。

　鋭い剣風が起こり、ふたりの警備兵は相次いで情けない悲鳴をあげ、剣を取り落とした。

　腕を押さえてしゃがみこむ彼らの後ろに立っていたのは、見間違いようもない。

　ジェレマイヤ兵のサーベルをひっさげ、石榴ざくろの瞳ひとみをきらめかせるロディアだ。

「ランセ！」

　ランセを呼ぶ声は、安あん堵どでかすかに震ふるえている。

　ランセとロディアは同時に駆かけ寄り、互たがいに肩かたを触ふれさせ、辺りを警けい戒かいしながら囁ささやきあった。

「いよう。派手なお迎むかえ、ご苦労さんだったな」

「あなたこそ、実に結構な演説だったじゃないか。うっかり感激の涙なみだが出そうだったぞ」

「せっかくこうして生きて会えたんだ、泣くより笑ってろよ。じゃなきゃ、そうやって視線だけでひとを殺しそうな目で剣を振ふるってるとこも──俺は、嫌きらいじゃねえぜ」

　交かわされる言葉はいつものものだ。

（本当に、ランセだな）

　ロディアはわき上がってくる妙みような実感に、一瞬いてもたってもいられないような気分になる。

　泣きたくてたまらないが、体にあふれているのは喜びだ。

　こんな状じよう況きようで喜ぶなんて異常だとは思う。

　それでも、肩に感じる温かみが、彼といることが心から嬉うれしいのだから、仕方がない。本当に、よかった。彼がこうして自分の手の届くところにいてくれることが嬉しい。

　ふたりでならなんでも出来る気がする。

　どこへでも行ける気がする。

　暗い運命はきっと自分たちを避けていってくれる。

　ロディアは浮うかれた気持ちをどうにか抑おさえつけ、足あし下もとに転がったサーベルを足で引っかけて手に取り、ランセに渡しながら言う。

「ジェレマイヤとマディスは戦争状態にはない。なるべく私のそんな目を見せないですむよう、かく乱が効いているうちにカロルが乗り物を用意する手はずだ。──とにかく逃にげよう。この混乱では、敵もそう強きよう硬こうな手段はとれまい」

「わかった。ここはお前に従うよ、艦長」

　サーベルを受け取ったランセの声が妙に柔やわらかく響くので、ロディアは耳が痺しびれるような感覚を覚えて顔をしかめた。そうでもしていないと、顔が赤くなってしまいそうだったのだ。

　さすがに、そういうのはもう少し後でいい。

　ロディアはじりじりと大通りへ続く路地へと移動しつつ、なるべく冷たい声を出す。

「艦かん長ちよう、か。大した嫌いや味みだな」

「じゃあ、俺のロディア」

「……っ、待て！　いつ、どこで、私があなたのものになった！」

「ずっとそうだったんじゃねえの？　俺は多分、とっくにお前のもんだけど」

　気楽でもの柔らかな返事に、ロディアはついに我を忘れてランセのほうを向き、勢いよくまくしたてた。

「あなたというひとは！　なんなんだ、大変なときにへらへらして！　いつだってあなたは戦場ではそんな調子で、だがそれもきっと部下を元気づけるためなんだろう──なんて思っていた私がばかだった！　どうせ死んでもいいとか思っているから、あなたはそうやって！」

「お前ら、こんなとこでいちゃついてんじゃねえよ！　早く来い、こっちだ！」

　全部言い終える前に飛んできたカロルの真しん剣けんな叫さけびに、ロディアはぐっと言葉につまる。

　視線をやれば、路地には街のあちこちで見かける二頭立ての馬車が停とまっていた。

　御ぎよ者しや席にいるのはカロルだ。

　ランセはロディアの様子に小さく笑い、楽しそうに頭を傾かたむけて彼女を招いた。

「行こうぜ。待たせると後が怖こわい」

「ああ。……そうだな。あなたには、後でゆっくり説教してやる」

　せいぜい威い厳げんをもたせて言おうとしたのに、ランセは無造作にロディアの手を取って足早に歩き出した。すぐには何が起こったのかわからなかったロディアだが、事態を理解した途と端たんに彼につかまれた手が熱くなる。

　ロディアはついにうっすら赤くなって、必死に主張した。

「ランセ！　あなたは、なんだっていちいちそういうことをする！」

「したいからに決まってんだろ。嫌いやなら振り払はらえよ。放してやるけど、俺は傷つくぜ」

　ランセは笑ってロディアを振り返り、子供みたいなことを言う。

　明るい陽光が似合うその笑え顔がおがあんまりにも綺き麗れいなので、ロディアの怒いかりはすぐに薄れて消えてしまいそうになった。

（本当に色々あったのに──このひとは、どうしてこんなふうに笑えるんだろう）

　ほんの少しの不安と、たまらない愛いとしさが湧わいてくるのを抑おさえられなくて、ロディアはひたすらにランセを見つめる。

　どれだけ苦しんでも、何度裏切られても、いつまでも綺麗なままのこのひとが、ロディアには少しだけ怖い。でも、それ以上に好きで好きで、どうしようもない。

（どうにか、守りたいな。私が、守りたい）

　このひとが本当に綺麗なままで居られるように、自分にできることをしたい。

　そのためなら、自分は少しくらい傷ついたっていい。そんな気持ちでいっぱいになる。

「ランセ──」

　何を言うかも決めないままに口を開くと、急にランセの顔が青ざめる。

　彼はロディアを引き寄せると、いきなり広場のほうに背を向けて抱だきすくめた。

「おい、ランセ──!?」

「ロディア、悪い！」

　ロディアの抗こう議ぎをさえぎって余よ裕ゆうのない声で叫び、ランセは腕うでに力をこめる。

　すがるような力だ、とロディアは頭のどこかで思う。

　続いて、何発かの銃じゆう声せいが響いた。

「何……」

　ロディアはランセの腕の中で、唖あ然ぜんとして目を瞠みはる。

　周囲に立っていた群衆が、悲鳴を上げて身を避よけたのが見える。流れ弾だまで怪け我がをした男が、腕を押さえて座りこむ。妙に鈍にぶく聞こえる、悲鳴と怒ど号ごう。

　広場側から、こちらに向けて一いつ斉せい射しや撃げきがあったのだ。

　ロディアたちを逃のがすまいと、群衆に流れ弾が当たるのも厭いとわず行われた強ごう引いんな射撃が。

　そう理解したときには、ロディアの体にランセの重みがのしかかってきた。

「ランセ!!」

　思わず大きな声が出てしまって、ロディアはますます青くなる。

　こんな至近距きよ離りで叫ばれたら、きっとうるさい。いや、違ちがう、そんなことはどうでもいいんだ。そんなことより状況判断をしなくては。冷静に周囲を見み渡わたして──理り屈くつではわかっている。

　わかっているのに、体が動かない。

　ランセが、自分をかばったのだと思うと、膝ひざから下がなくなってしまったみたいに力が抜ぬける。なんで。どうしてこんなことに。問いがぐるぐる回る。でも、そんなものは無意味だ。

　ロディアは必死に、ランセの背に回した腕を動かす。

　傷なんかないといい、と思いながら。

　でも、その指はあっという間にぬるい血で濡ぬれそぼった。

「捕とらえろ！　ジェレマイヤの体面をつぶしたマディス人を、全員逃がすな！」

　上の露ろ台だいのほうから、サクルの叫びが聞こえてきた。

　大して距離はないのに、ちっとも現実感のない叫び声だった。

　ロディアは何度か無理やり深く呼吸して、ランセの体をそうっと石いし畳だたみの上に下ろす。

　ランセはすっかり血の気をなくした顔でロディアを見上げ、困ったように笑った。

「まずかったな。見えちまって──お前の」

　かすれた、小さな声。

　あなたらしくもない、そう思うと勝手にロディアの表情もゆがんでしまう。

　だって、わかっているから。出したくても、今の彼に大きな声なんて出せないのだろう。

「……また、私が死んだところでも見たのか？　そんなことでいちいち命を粗そ末まつにするなと、何度言ったらわかるんだ？　あなたのばかは何度死んでも直らない、筋金入りだな」

　罵ば倒とうの声にも力が入らない。どうしても、震えてしまう。

　彼の横たわったところから、一気に血の溜たまりが広がっていくのが見えるのがいけない。

　白い上うわ衣ぎに空いた穴からも、どんどん赤い染しみは大きくなっていく。

　ランセは特に苦しげではなかった。ただ、どことなく眠ねむそうに瞳ひとみがとろん、となっていく。ランセは物もの憂うげに自分の手についた血を眺ながめ、優やさしく笑った。

　彼はその手を、ロディアのほうへ伸のべようとする。

　力なくさまよう手を、ロディアはすぐに握にぎりしめた。

「でもまあ、こういうのも……悪くねえ、よ。ごめん、な」
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　懸けん命めいにのぞきこむロディアを見上げてランセはつぶやき、安あん堵どしたように目を閉じる。

　ロディアはとにかく彼の手を強く握って、背後を振ふり返った。

「誰だれか……おい、キニス、手を貸せ。彼の血を止めて、馬車へ運ぶ」

　路地に停まった馬車から降りてきたキニスが、ロディアの声に反応してやってくる。

　彼の傍かたわらには、ルーナ・ノアがくっついていた。

　彼女は珍めずらしくおびえた様子で、キニスの袖そでをぐっとつかんでランセを見下ろしている。

　それはそうだろう。この出血だ。とにかく早くどうにかしないと。

　衝しよう撃げきで多少ぼんやりとしていても、ロディアの気持ちはせいている。なのに、キニスはなぜか突つっ立ったままで手を貸してくれない。

　ロディアは眉まゆをひそめ、いらいらと声をあげた。

「どうした、キニス！　早くしてくれ、時間がない！」

「もう、死にましたよ」

　ぽつり、とキニスがつぶやく。

　ロディアは思わず息をつめ、キニスを凝ぎよう視しした。

　キニスもまた、ランセからロディアに視線を移す。真っ黒な瞳がじっとこちらを見ている。ときに雄ゆう弁べんな真っ黒な瞳は、今は暗く、深く沈しずんでいるだけだ。

　ロディアは急激に喉のどが渇かわいてくるのを感じながら、どうにか声を押し出す。

「……誰が？」

「ランセがです」

　なおも続く、淡たん々たんとした声。ロディアの頭の中は真っ白になる。

　思考が消し飛んでしまって、ただ意味もなく、ランセの手をつかんだ指に力をこめる。言われてみれば、握った手からは熱が奪うばわれていくような気がする。でも、そんなのは気のせいだと思っていた。考えないようにしていた。

　──こんなに血を流したら、長くは生きていられない。知っていただろう、ロディア。

　頭の片かた隅すみで、ロディアの理性が囁ささやく。

　それでもまだ、心がぽかんと空白になってしまって、うまく考えがまとまらない。

　呆ぼう然ぜんとするロディアを見かねたのか、ルーナ・ノアが軽く唇くちびるを噛かみ、キニスの袖にすがるようにして彼を見上げる。

「キニス！」

　いつになく厳しく、悲しい彼女の声に、キニスは目を伏せてルーナ・ノアを見下ろした。

「わたしは、間ま違ちがったことを言いましたか」

「間違って……ない、でも……間違ってる！」

　キニスの腕をゆさぶって、ルーナ・ノアは懸命に叫さけぶ。

　キニスはそれに反応することができずに、ただ彼女を見下ろしてたたずむばかりになってしまう。そこへ、険しく青ざめた顔のカロルが駆かけ寄ってきた。

「ロディア、急げ！　言っただろ、あんたが死んだらなんにもなんねえ。未練があるならそいつはつれてけ、だけどな、死んだもんは絶対にかえってこねえぞ。知ってんだろ！」

　カロルはあえて乱暴に言い、ロディアの肩かたを押さえる。ロディアは反射的にカロルの手をはねのけかけて、自分で自分にぎょっとした。

　思わず自分の手を見下ろす。

　指がかすかに震ふるえているのがわかった。そのままのろのろと視線をランセに戻もどした。

　ほんの少し目をそらしていただけなのに、彼の顔からはすっかり生気が消えさっている。

　まるで蝋ろうで作ったかのような白い顔に、息がつまった。

「ランセ……ランセ？　あなた、ばかじゃないのか。違う、本当に……どうして、こんな」

　かすかに声に出して囁くと、今まで麻ま痺ひしていたものがいきなり破は裂れつしてしまう。

　ロディアはランセの手をつかんだまま、彼にすがって叫ぶ。

「どうしてこんなところで死んだりするんだ！　勝手に捕つかまえておいて、勝手に逃にげるな！　私の魂たましいを持ったまま、消えないでくれ……！」

「よせって、ロディア！」

　カロルの必死な叫び声がする。彼が無理やり腕をつかんで引き立たせようとしてくるのを、ロディアは振り払はらいかける。

　そのとき、ぴくりとランセの指が動いた──ような、気がした。

「ランセ？　ランセ、生きてるのか」

　途と端たんにかすかに生きた心地ここちが戻り、ロディアは食い入るように彼を見つめる。

　さっきまで本当に真っ白だった彼の顔色が、ほんの少し明るい色になった気がする。赤みが差したというより、まるで中から淡あわい光がにじみでているかのような雰ふん囲い気きだ。

（これは、どこかで見たような──金色の光だ）

　ロディアが記き憶おくを探さぐっている間に、ランセの手がロディアの手首をつかんだ。

「……！」

　冷たい指が手首に食いこみ、ロディアは目を瞠る。

　ランセが不自然なほどなめらかに上半身を起こし、ロディアのすぐ近くで目を開いた。その瞳には黒目も瞳どう孔こうもない。金属的に冷えた金色をしている。

「貴様、は……！」

　ミラ。

　その名を呼ぶ前に、ランセを乗っ取ったミラは囁く。

「叶かなえてあげる。お前の、望み。お前は今、祈いのったね？　破は壊かいを願ったね。知っているよ。この男を愛したから、この男を殺した者たちが憎にくいんだ。殺したいんだ。そうだろう？」

「違ちがう……そうじゃない。私はお前に何も祈ってなどいない。そのひとを返せ、ミラ！」

　つかまれたところから全身が冷えていく感覚にさいなまれつつも、ロディアは噛みつくように叫んだ。ランセがミラに乗っ取られたことは恐おそろしいが、そうとなればやることはひとつだ。ミラに負けず、石榴ざくろの瞳を向け続けること。

　……そんなロディアの決意を打ち砕くだくように、ミラが非人間的な声で言う。

「返すも何も、もう、これは本当に私のもの。だってさっき、この男は死んだんだもの。ミラはその血が冷えないうちに、この体をもらった。もう、この体にランセの意思はない。あるのは、昔、ずうっと昔から受け継つがれてきた、ネライダの王の器うつわだよ」

「ネライダの、王？　そんなもの──」

　ロディアは、どうにか心を奮い立たせて続けようとする。

　ミラは石榴の瞳も気にせず彼女の様子を楽しげに見つめ、軽かろやかに笑い声をあげた。

　少女がころころと笑うような声。

　同時にふっと辺りが暗くなり、キニスが顔を上げる。

「……雲はない。これは……夜が来た、ようです」

「夜だ!?　んなばかな。今はまだ、真っ昼間のはずじゃ……」

　カロルが血相を変えてきょろつく。

　しかしキニスの言うとおり、辺りはどんどん暗くなり、空には妙みようにぎらぎらと光る星々が現れた。広場に集まったひとたちが異様な出来事に悲鳴をあげ、抱だき合い、呆然とする。

　混乱の気配を音楽のように聴ききながら、ミラは金色の瞳を細めた。

　直後、その背にふわりと羽が蘇よみがえる。まるで大気の中からにじみでたかのように現れたそれがゆるゆると開かれると、鷹たかのような猛もう禽きんの羽に星の光が落ち、極ごく彩さい色しきの艶つやを帯びた。

「お前たち人間は、とうに忘れてしまっただろうね。私たちはその昔、ネライダに作られた。ネライダは私たちの主あるじであった。けれど私は誰かに縛しばられるのなど嫌いや。私は自由でありたい。私はかつて、そして今も、ネライダの王を喰くい殺して自由になった者。──運命神【ミラ】」

　ミラは囁き、ロディアの手を放して立ち上がる。

　そして優しく周囲を見み渡わたした。

　広場に集まった、ひと、ひと、ひと。

　彼らに向かって、そっと両手を開いて言う。




「お前たちを自由にしてあげる。秩ちつ序じよを求め、あんなアルモニアなどという神を作り出してしまう愚おろかなお前たちを、自由にしてあげる。お前たちの住むこの世界を、一度破壊しつくしてあげる。それがミラの恩おん寵ちようだよ」




「──……っ……！」

　ロディアが一歩前に出ようとした、そのとき、ミラが大きく羽をはばたかせた。

　全身が総毛立つような嫌な予感。

　とっさにロディアの体が動いた。近くにいたカロルを引きずり、路地へと飛びこむ。

　キニスもルーナ・ノアを抱かかえて広場の隅すみの石像の陰かげへ隠かくれ、アルデアは馬車から降りて路地へ身をひそめた。

　数秒遅おくれて、ささやかな風がミラから生まれ、広場中に広がっていく。

　その風に触ふれたひとの服や皮ひ膚ふが次々に勢いよく裂さけ、人々は愕がく然ぜんとして叫んだ。

「うわっ！　わ、わ、どう……どうなってんだ……血が、血が出てる！」

　あとは悲鳴が大きくなるばかりだ。大混乱に磨みがきのかかった広場の隅で石の彫ちよう像ぞうの首がぽろりと落下し、地じ響ひびきを立てる。処しよ刑けい台までもが処刑器械ごと真っ二つになって転がるのを路地から見やって、ロディアは叫んだ。

「下がれ、みんな！　こいつは今までよりも力が強い！」

　彼女の指示に、傍かたわらのカロルがいろめきたつ。

「力が強いだあ？　だったら俺たちが頑がん張ばらなきゃどうしようもねーだろうが！」

「そうですわよ。わたくしたちも、遊びで旧神の力を宿しているわけではありませんわ」

　同じくアルデアも言い、かすかに青ざめた顔で立ち上がった。

　少し離はなれた彫像の陰からも、ルーナ・ノアがキニスの袖そでを引っ張って出てくる。

「待て、しかし……」

　ためらいの言葉を口にしようとして、ロディアはふと言葉を失う。

　レーン号の士官たちの目は、自分を見ている。皆みな、瞳ひとみを等しく戦意に燃やしている。

　彼らは戦う気なのだ。自分だけがひるんでいるわけにはいかない。たとえ、ひるむ理由が仲間たちの命を大事に思うから、であっても。

　まだ心がさっきの衝しよう撃げきから立ち直っていないとしても。

（私は、指揮官だ）

　その思いにどうにかすがり、ロディアは乾かわききった唇くちびるを湿しめして、背筋を伸のばし、緩ゆるやかに路地から歩み出た。

　それに、レーン号の士官たちも続く。

「ミラ。こちらを見ろ。『石榴』と、お前の仲間である旧神の力を宿した者たちを。お前の敵は、すべての人間などではない。私たちだ！」

　ロディアが低く抑おさえた声で告げると、ミラはそっと振ふり返った。

　いっそ愛いとしげな表情で目を細め、ミラは言う。

「懐なつかしい力だね。全員揃そろわれると、ミラも少し面めん倒どうだ」

　かちあった視線に、ロディアは懸けん命めいに力をこめる。

　しかしミラは少し不快げに笑うだけで、しなやかに両手で己おのれの体を抱だいた。

「お前たちは、そんなにもこの男を取り戻したいの？」

「当たり前だ！……たとえ、もう死んでいるのだとしても。貴様の好きにはさせない！」

　ロディアが血を吐はくように叫ぶと、ミラは甲かん高だかい声で笑って、大きな翼つばさを閉じる。

　その中に彼の体がすっぽり包まれたかと思うと、まるで紙でも折りたたんだかのようにミラの姿は細くなっていった。目を疑うような光景を繰くり広げながら、ミラは囁ささやく。

「そう。だったら、おいで。ミラの破壊の舞ぶ台たいへ。どこまでも、追っておいで。お前が本当に、人間の力で運命を覆くつがえせたなら。何かが変わるかもしれない。すべてがひっくり返って、ランセもお前のもとに戻もどるかもしれない」

　戯たわむれたような台詞せりふが、ロディアの胸に灼やけるような熱を灯ともした。

　彼女は危険も顧かえりみずに数歩前に出ると、消えゆくミラに向かって叫さけぶ。

「ミラ!!　それはどういうことだ？　ランセは死んだのではないのか！」

「死んだよ。けれど、死の運命すら反転するのが、私の力。……おいで。私は、私をこの器に閉じこめた者たちを、お前たちに戦えと命じた者たちを、最初に殺すよ」

　どこか甘く告げて、ミラの姿は中空に消えた。

　ロディアは広場の石いし畳だたみに立ち尽つくしたまま、ミラが消えた位置を凝ぎよう視しし続けている。鼓こ動どうは速く、呼吸は苦しかった。頭の中にはまだ、ミラの告げた言葉が残っている。

　──死の運命すら反転するのが、私の力。

　ならばまだ、あなたを取り戻すことはできるのだろうか？

　しかし、それが叶わなかったらどうなるだろう。

　ランセを失うだけではすまないかもしれない。

　ミラは、自分をランセに閉じこめた者たち──おそらくは、旧神を戦争に使うと決めたマディスの権力者たちを殺すと告げたのだ。

「……ロディア」

　背後から、自分を案じるカロルの声がする。

　ロディアは素す早ばやく身を翻ひるがえし、仲間たちを見つめた。その瞳は、切実な熱を取り戻している。

　これからどんな戦いが始まるのかは、想像もつかない。しかし、勝利の可能性があるなら戦いをあきらめるなんて論外だった。

　重い決意をこめ、抑えた声で彼女は告げる。

「なんとしてでも、ジェレマイヤを脱だつ出しゆつする。マディスに帰るぞ。そして……今度こそ。あの運命の女め神がみから、ランセをこの手に取り戻す」








３









「夜の第三区分の見張り、異状なし、だ」

「了りよう解かい、艦かん長ちよう。交代いたします」

　狭せまい船の甲かん板ぱんで声を交かわし、ジェレマイヤ海軍の士官が見張りを交代する。

　ここはジェレマイヤ首都から馬で丸一日ほどかかる距きよ離りにある、小さな漁村。

　粗そ末まつな近海用の漁船に混じって、一隻せきだけ小型軍ぐん艦かんが港に揺ゆれている。

　近きん隣りん海域の見張りの途中、いったん港へ寄ったのだろう。

　船室へ下りて行きかけた艦長は、ふと新たに見張りについた若い准じゆん士官を振り返って声をかけた。

「そういえば昨日、首都で妙なことがあったらしいぞ」

「妙なことって言うと、なんです？」

「どうも、中央広場で海かい賊ぞくを処刑しようとしたところでマディスの軍人が暴れたらしくてな。何人か死者が出たようだ。首都では秘密警察が躍やつ起きになって犯人を追ってるんだろう、このへんの秘密警察もぴりぴりしてるって噂うわさだ。何もないとは思うが、気をつけろ」

「ははあ。何か物ぶつ騒そうな話ですね。わかりました。気をつけます」

　若い准士官は言い、艦長は甲板の下に引っこんで落とし戸を閉めた。

「……マディスの軍人ねえ。まじめに訓練訓練ばっかりで、欲よつ求きゆう不満なんじゃないかな」

　准士官がつぶやいて軽くあくびをしていると、不意に桟さん橋ばしのほうから甘い声がかかる。

「ごきげんよう、軍人さん」

「──誰だれだ？　女か」

　警けい戒かい半分、戸と惑まどい半分で准士官が訊きくと、闇やみの中からしなやかな人ひと影かげが歩み出る。

　小さな戦せん艦かんについた角灯の光に照らされたのは、田舎いなかでは滅めつ多たに見ない完かん璧ぺきな曲線美を持つ体と、絶世の美び貌ぼうだ。あまりのことに、准士官はぽかんと口を開けた。

　アルデアはそんな彼をさげすむように優やさしく笑い、そっと手招く。

「こっちにいらしてくださいません？　わたくしからの、差し入れがありますの」

「差し入れって言っても、お前、何も持ってない……ってことは、つまり……ああ……」

　そこまで言って、准士官はわずかに頬ほおを赤らめた。

　彼はせわしなく辺りをきょろつき、船を下りてアルデアのもとへとやってくる。准士官が慌あわただしく彼の細い腰こしを抱くと、アルデアが小さく笑ってその首に白い腕うでを回した。

「せっかちですこと。もうちょっと丁てい寧ねいに扱あつかってくださいません？　わたくし、東方の薄うすい陶とう器きよりも繊せん細さいなんですのよ」

「そううるさいこと言うな。大だい丈じよう夫ぶだ、俺は優しいから。ほら、もっとこっちに来い。こっちだ。茂しげみの陰かげがちょうどいい……ん？……あ……れ……？　なんか、急に……おかしい、な」

　准士官はアルデアを漁港脇わきの茂みへ連れこもうとしたが、闇の中に入りこんだ途と端たんに足はもつれた。しまいにはアルデアにしなだれかかるようにくずおれるが、彼がすかさず身を避よけたせいで、結局地面に転がってしまう。

「まったく。男ってほんと、美しいものに弱い、ばかな生き物ですわ」

　アルデアはさも不ふ愉ゆ快かいそうに言い、両手を払はらう。

　同時に傍かたわらの茂みがわずかに動き、ロディアが姿を現した。

「いつもの毒針か。いつ刺さしたのかすらわからなかった。さすがだな」

「君のためじゃなきゃやらないよ、こんなこと」

　アルデアはむすっとした声でロディアに答え、茂みの中からみんなの荷を引っ張り出す。

　その脇の茂みからルーナ・ノアが顔を出し、辺りに人影がないのを確かく認にんすると、手で合図した。すかさず茂みの中からカロルが飛び出し、倒たおれた准士官から持ち物と軍服を奪うばう。

　慌ただしくそれらを身に着けると、彼はロディアと共に船に駆かけ寄った。

「しっかし、ジェレマイヤから脱出するにしたって、軍ぐん艦かん奪おうってのがお前らしいぜ」

「レーン号はジェレマイヤ側の監かん視しがきつくて近づけない。ならば他ほかの船を調達するしかないだろう。漁船を使うしかないと思っていたが、こんなところに軍艦があったのは幸運だった。小さいが、なかなか整備の行き届いていそうな船だ。砲ほうも積んである──片側五門か」

　小声で言葉をかわしつつ、ロディアは近づいてくる小型軍艦を改めて観察する。

　三角帆ほの小型艦かんは、ロディアたちのレーン号よりさらに一回り以上小さい。近海で船遊びをするような船が発達したもので、軍艦としては最下級だ。

　それでもちゃんと甲板の下に船室を持っていて、二十人近くの人間が暮らし、外洋へ出て行けるだけの性能はある。

（脱出に使うには充じゆう分ぶんだ。何しろこちらは今、五人しかいないしな）

　敵が船の定員の二十人いるとしたら、それだけでこちらの四倍である。

　油断大敵、とばかりにまずはロディアが音もなく敵てき艦かんへ乗りこみ、カロルが後に続いた。

　甲板から船室へ降りる落とし戸にはりつき、ロディアとカロルは互たがいに視線を交わす。

　と、そのとき、不意に落とし戸が下から開いた。

（しまった、敵だ！）

　ロディアはぎょっとしてマストの陰へ身を隠かくし、カロルは急いで立ち上がって落とし戸にジェレマイヤ軍服の背を向ける。

「……言い忘れた。その、首都で騒さわぎを起こしたマディス軍人だが、海軍人だそうだ。何ができるってわけでもないだろうが、船の警備には力を入れとけって話で──」

　落とし戸から甲板へ上がってきたのは艦長だ。彼はジェレマイヤの准士官を装っているカロルに声をかけながら近づいてくる。そして、急に険しい顔になった。

「おい、お前。いつのまに、金きん髪ぱつになった？」

　気づかれた、と思った瞬しゆん間かんにロディアが動く。

　マストの陰からとびだすと、背後から相手の顎あごを押さえ、喉のど元にナイフを当てる。

「静かにしろ。私はできることなら紳しん士しでいたい」

「貴様……！」

　低く響ひびいたロディアの声に、艦長はとっさに抵てい抗こうしようと身じろいだ。

　そこへカロルが近寄り、艦長の腰から銃じゆうを取って彼自身の顎につきつける。

「ほら、落ち着けよ。一いつ緒しよに中へ行こう。俺たちはほんとに紳士だからさ、お前が他の乗組員を説得して俺たちに船を引き渡わたしてもらえれば、危ないことはなんにもしねーよ」

「船が目的か！　貴様等、マディス人だな？　首都の騒ぎを起こした張本人か……！」

「鋭するどいご推察だが、今は答え合わせをしている暇ひまはない」

　ロディアは切れるような冷静さで言い、艦長をカロルに引き渡す。

　カロルは艦長の二の腕をつかみ、銃を構えたまま落とし戸の下へと降りていった。ロディアもすぐに後へ続き、船の構造を把は握あくしようとざっと周囲を観察する。

（狭いは狭いが、基本的に構造はレーン号と似ているな）

　急な階段を下りると、隔かく壁へきの向こうに何段にもハンモックを吊つった空間があるのがわかる。布を垂らして多少仕切りを作るくらいで、准士官も水兵も一緒くたに寝ねているようだ。

　カロルはロディアに視線で了解をとってから、訛なまりのあるジェレマイヤ語で叫さけんだ。

「悪いが、みんな起きてくれ！　全員起き床しようだ、起床！」

　途端にハンモックで眠ねむっていた十五人ほどの乗組員たちが反応し、それぞれ慌ただしく身み支じ度たくしながら床ゆかへと下りる。

「港だってのに、敵かよ！」

「いや……待て、おい、あれ……！」

　ひとりの水兵がロディアとカロル、そして自分たちの艦長の様子に気づくと、びりり、と周囲に緊きん張ちようが走った。すかさず、ロディアが堂々と声をあげる。

「諸君。起き抜ぬけに悪い知らせですまないが、この船は我々がいただいた。そのままひとりずつ船倉へ入るんだ。……あなたからも、命令してくださいますね？」

　うながされた艦長は、歯がみしそうな形相で沈ちん黙もくした後、しぶしぶと口を開けた。

「……みんな、従え」

　上官にこう言われてしまっては、逆らうわけにもいかない。

　辺りに満ちた敵意がすっと薄まり、水兵たちはのろのろと一列になって隔壁の外へと出始めた。ロディアはサーベルの柄つかに手をかけたまま彼らを導き、階段下にある船倉へ続く落とし戸を開ける。

　あともう少しだ。このままいけばうまくいく、そう思ったとき。

「ロディア！」

　カロルが叫ぶのと同時に、殺気が背後から吹ふきつけるのを感じる。

　ロディアは迷わず殺気に向かって、鞘さやに入ったサーベルを突つき出した。

　ぐっ、と苦鳴があがったのを聞き、身を翻ひるがえす。

　間かん一いつ髪ぱつで、さっきまでロディアが居た位置を水兵の太い腕が薙ないだ。

　ロディアは軽かろやかに床を踏ふみしめ、体をひねると同時に腰のサーベルを抜く。

　薄うす暗ぐらい下層甲かん板ぱんに、ちかり、と銀色の光が走った。

　次の瞬間、木製の隔壁にぱっと鮮せん血けつが散る。

「う……うわ……！」

　鋭い刃やいばで腕を切り裂さかれた水兵はよろめき、傷を押さえて座りこんだ。

　あまりの鮮あざやかさに、他の水兵たちはぎょっとして凍こおりつく。すかさず、カロルが叫んだ。

「見たか！　うちの艦かん長ちようはな、後ろにも目があるんだよ。その気になりゃ、お前たちなんざ皆みな殺ごろしだ。あのひとに慈じ悲ひの心が残ってるうちに、せいぜい船倉でおとなしくしてな！」

　何やら酷ひどい言われようだが、水兵たちには効果抜ばつ群ぐんだったらしい。

　意い気き消しよう沈ちんした様子の水兵たちはすっかり素す直なおになってしまい、後はおとなしく船倉へと下りていった。

　ロディアが最後に艦長を船倉へ入れて、彼から奪った鍵かぎで落とし戸に鍵をかけると、とりあえずは目的達成だ。ロディアとカロルは顔を見合わせてほっと安あん堵どの息を吐つき、上層甲板へと上がっていった。

　ふたりの姿を見ると、闇に沈しずんだ上層甲板の前と後ろから、それぞれ見慣れた人影が歩み寄ってくる。

「どうやら、うまくいったようですわね」

「……こっちも、異状なし」

「アルデア、キニス、それに、ルーナ・ノア。全員無事だな？　こちらも問題なしだ。この船は我々が制圧した。早く沖おきへ向かおう」

　ロディアは言い、もう一度ざっと船の造りを確認しながら艦長室へと移動する。

　狭せま苦くるしい艦長室の棚たなから海図を、机の引き出しから羅ら針しん盤ばんを取り出すと、両方を懸けん命めいに見比べた。新しい船に、予備知識もない異国の港。

　いきなり出しゆつ帆ぱんするには、本当ならよほどの経験がいる。

（こんなとき、ランセなら。どんな船でも、すっかり自分のものにして見せるんだろうな）

　心がランセのほうへ傾かたむいていくと、わけのわからない激情もわきあがってきてしまいそうで、ロディアは海図をひっつかんで再び甲板に出た。

「カロル。ここはおそらく、ジェレマイヤ首都から西北西に三万クルースほどの位置だ。沖に出れば、マディスの警備艦かん隊たいと合流できる可能性はある」

　ロディアが告げると、ようやくマディスの軍服に着き替がえ直したカロルが、上着に袖そでを通しながら訊きいてくる。

「了りよう解かい。どうする、艦長。操船のために捕ほ虜りよから何人か連れてくるか。航海士とか」

「いや、逃にげ場のなくなった沖ならともかく、今ここで捕虜を利用するのは危険すぎる。出帆は私たちだけでやろう。この規模の船なら、この人数でもぎりぎり動く」

　ロディアはきっぱりと言い、集中して手て際ぎわよく指示を出し始めた。

「キニス、君は舵だ輪りんだ。ルーナ・ノア、舳へ先さきのほうへ行って、海底までの距きよ離りと、湾わんを出るまでのあらゆる障害物と、この船との距離を報告してくれ。カロル、君は舳先の三角帆を担当しろ。アルデアは二番目の帆を。私はここの帆を担当しながら、命令を出す」

「はあ!?　まさか……！　まさか、このわたくしが今さら帆を巻いたり下ろしたり、綱つなを引いたりすると思っていらっしゃいますの？　この、わたくしが！」

　夜中だというのにアルデアが声をひっくり返す勢いで叫ぶので、ロディアは慌あわてて彼に歩み寄った。アルデアの美しく色づいた唇くちびるに人差し指をよせ、声をひそめる。

「頼たのむ、アルデア。まだ近くに誰だれかいるかもしれない。それに、この人数では全員動いてもらってぎりぎりなんだ。協力してくれ。後でお礼はするから」

「あら？　わたくし、甘い台詞せりふと引き替かえに命を投げ出すほど安くありませんわよ。愛するひとからもらって嬉うれしいのは、命だけ。覚かく悟ごもないのに、気軽にそんなことおっしゃらないで」

「気軽に言ってるわけじゃないさ。知ってるだろう？」

　ロディアが真しん剣けんな面おも持もちで言うと、アルデアは形良い眉まゆをひそめて唇を震ふるわせた。

　少しためらった後、彼が指示した帆のところへ歩いて行くのを見送り、ロディアはほっと胸をなで下ろす。

（これできっとどうにかなる。しかし、私も自分で帆を張るなんて久しぶりだな）

　帆を束ねた綱に触ふれると水兵になったようでちょっと不思議だが、この感覚も悪くない。

　ロディアは小型艦かんの一番後ろの帆に手をかけたまま、全神経を集中して空を仰あおいだ。
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　金髪がかすかに揺ゆれる。肌はだがわずかな風を感じる。

　柔やわらかな夏の風がマストの上の就航旗を少しだけ揺らしたのを見て、ロディアは告げた。

「風は、ぎりぎりある。出帆するぞ。帆を張れ」

「了解、艦長」

　周囲に配はい慮りよした抑おさえた声で皆みなが言い、帆を縛しばっていた結び目を解いていく。

　あっという間に白い帆が解放され、わずかに風をはらんだ。

（……しかし、風が弱いな。帆はん走そう開始には、少し足りない）

　もう少し、あと少しだけ風が強まってくれないものか。

　ロディアがじりじりとしているところへ、ルーナ・ノアの淡たん々たんとした声が飛んだ。

「ロディア、後ろ」

　とっさにロディアが身を低くして振ふり返ると、港の向こうに広がる漁師町の斜しや面めんのほうにぽつぽつと明かりが見える。

　それはまっすぐにこちらへ向かってくるうえ、蹄ひづめの音も徐じよ々じよにはっきりと聞こえてきた。

「秘密警察の集団。武装してる。誰か気づいて通報したのかも。まっすぐこっちにくる」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみでじっと明かりのほうを見つめるルーナ・ノアに、ロディアは小さくうなずいた。

「わかった。警けい戒かいしているという話だったものな。彼らがここへ着くまで、どれだけかかる？」

「三十秒ちょっと。私たちが彼らのマスケット銃の有効射程距離に入るまで、あと二十秒弱」

　淡々と告げられるからこそ、焦あせりを生む報告だ。

　果たして、二十秒のうちにいい風が吹いてくれるものだろうか？

　じりじりと緊張がロディアの全身を支配しようとする。焦りがせり上がってきて息が詰つまる。

（早く決断をしなくては。ただ突っ立っているのが一番まずい。しかし、どうする？）

　迷うロディアの後方から、舵輪についていたキニスの深みのある美声があがった。

「撃うってもかまいませんか？」

　ロディアが振り向くと、キニスの手にはジェレマイヤ兵士から奪うばった拳けん銃じゆうがある。

　キニスは射しや撃げきの名手のうえ、異常なまでに冷静な男だ。射程の長いマスケット銃相手でも撃ち負けない。

　すぐにでも『やってくれ』と言いたくなる気持ちをぐっと堪こらえて、ロディアはもう一度空を仰いだ。胸にいっぱいつまった焦りを、どうにか片かた隅すみまで押しやって、代わりに今までの経験をひっくり返す。

　大だい丈じよう夫ぶだ。わかるはずだ。自分はランセの横にいて、彼が風を読むのを見ていた。

　──わかる。きっと、わかる。

　自分を信じよう。思い出そう。

　ランセがふと空を見て、風が変わるな、と言うときの感覚。あの感覚を覚えている。

　そして──ある。今も、あの感覚が、確かにある。

「いや、君は舵輪から離はなれるな。もうすぐ、風が変わる気がする」

　緊張のあまり淡々とした声で言い、ロディアは低くしていた姿勢を正した。

　撃たれるだのなんだの、そんなことは関係ない。命令を出すときの艦長は、堂々と立っているべきだ。

　キニスはそんな彼女を見つめ、銃をしまって舵輪を握にぎった。

　間を置かず、ある程度の距離を置いてジェレマイヤ語が投げつけられる。

「おい、そこの船に乗っているお前ら。何者だ！」

「マディス人か？　答えろ！」

　乱暴な言葉を、一応聞いてはいた。しかし、答える気はさらさらない。

　ロディアが黙だまって風を読んでいると、不意に頬ほおを熱い風がかすめた。この音。この匂におい。銃じゆう撃げきされたんだな、と妙みように冷静に思ったとき、ふわりと就航旗が風に舞まい上がった。

　──風だ。

「今だ！　舵輪、回せ！　カロル、一呼吸置いて帆を張れ！」

　ロディアが叫さけぶと、キニスがすかさず舵輪を回す。

　さらに何度か銃じゆう声せいが響ひびき、ぱすっ、とロディアの頭上で白い帆に小さな穴が空いた。

　どれくらい弾だん道どうがずれていたら、自分の頭に穴が空いたのだろう？

　そんなものは知らない。ロディアの恐きよう怖ふ心はすでに麻ま痺ひしていた。そんなことよりひたすらに指示を出すのに集中する。

「カロル、三角帆の一枚目を、右へ十度……そうだ！」

　ロディアの命令に従い、カロルが一番操作が面めん倒どうな三角帆を確実に動かす。

　ぎ、ぎぎぎ……と木製の船体がきしみをあげ、小型艦は急に息を吹ふき返したかのように動き出した。帆が次々に確実な風をとらえてふくらむ。

　帆走開始の瞬しゆん間かんはほとんどわからなかったほどに、船はなめらかに港を出た。

「よっし、さすがだぜ、艦かん長ちよう！」

　カロルは飛び上がらんばかりに叫んで振り向いたが、ロディアが堂々とたたずんでいるのを見て真っ青になる。

「ばっか、ロディア、伏ふせてろよ！　まだ撃たれてんじゃねーか、危ねえよ！」

「君たちが立っているのに、私が伏せているのはばかばかしいだろう。大体、伏せていては帆の操作ができないんだ。君も、気にせず前を見ていろ」

「それにしたってっ……うわっ、危ねっ！」

　言い合う間にも、陸からは怒ど号ごうと乾かわいた銃声が止まらない。

　ほとんどの銃じゆう弾だんは海や桟さん橋ばしに当たったが、何発かはロディアたちの脇わきをかすめ、マストや帆に食いこんだ。しかし、誰も持ち場から離れようという者はいない。

　そうこうしているうちに小型艦は確実に港の外へと向かい、さらにしっかりとした風をとらえていた。やがてぐんぐんと敵との距離が離れ始めると、銃声も静かになる。

「はー……しつこかったですわあ。本当に、こんな経験は一生に一度だけで充じゆう分ぶん」

　アルデアがげっそりとしてマストにもたれかかったので、ロディアは少しぎこちなく微笑ほほえんで彼に言葉を返そうとする。

　そこへ、ルーナ・ノアの険しい声が飛んだ。

「ロディア、船せん影えい！」

「どこの船だ！」

　ほどけかけた緊きん張ちようが一気に戻ってくる。

　ロディアは自分の担当する帆を掴つかまえたまま、真っ暗な海に視線を向けた。

　言われて見れば、確かに暗い海にぽつんと明かりが見える。どっと冷や汗あせが浮うき上がるのを感じながら、ロディアは懸けん命めいに祈いのった。

（頼む……できることなら、ただの漁船であってくれ！）

　緊きん迫ぱくした甲かん板ぱんの空気の中で、ルーナ・ノアは真剣に告げる。

「国旗は、ジェレマイヤ。四十八門、フリゲート！」

「……なるほど。敵のうえに、まともにやりあうふりすらできない強大な相手、ということだ。せいぜい、こちらが見つかっていないことを祈るばかりだが……」

　ロディアがついつい自分でも信じていない希望的な意見を口に出すと、それをたたきつぶすように辺りの闇やみがすうっと薄うすくなっていく。

　視線を上げると、水平線が黄色く染まっているのがわかった。

「ちっ、こんなときに夜明けかよ」

　カロルが吐はき捨てるように告げる。

　そう、夜明けだ。どんな夜でもいずれは明ける、そんな当たり前のことが今は酷ひどくうらめしい。そうこうしているうちにも空は徐々に濃のう紺こんから青へと変わっていき、ロディアの目にも、数百クルース向こうに浮かぶジェレマイヤ艦が映りこんだ。

　今は手のひらに載のる模型程度の大きさに見えるが、実際はこの小型艦かんとは親子──いや、人間と子こ猫ねこほどにも大きさが違ちがう。

　ルーナ・ノアはじっと敵てき艦かんを見つめると、ロディアを振り返った。

「ロディア、信号旗、出てる。でも、マディスのと全然違って、読めない」

「ジェレマイヤは最近、信号旗の信号を全部作り直したという話だ。私も読めないが、どうせ『一時停船せよ』といったところだろう。……見つかっていないわけは、なかったか」

　ロディアが苦く言うと、アルデアが少し引きつった笑えみを浮かべて答える。

「それで、どうしますの？　言われた通り止まってみます？」

「止まって、相手が乗りこんでくるのを待つのか？　それもぞっとしないな」

　ロディアの苦い台詞せりふに誰だれかが答える前に、どおん、と鈍にぶい音が大気を震ふるわせた。

　次いで、ロディアたちの小型艦の前方数クルースのところで水柱が立つ。

　砲ほう撃げきだ。敵はずいぶんせっかちと見える。

　わずかな水しぶきに顔をしかめ、ロディアは懸命に考えを巡めぐらせた。

（この艦にも大たい砲ほうはあるが、あのジェレマイヤ艦に対たい抗こうできるほどじゃない。とにかく逃にげるしかないだろうな。逃げて、艦かん尾び砲ほうを撃つくらいなら、この人数でもどうにか──）

「あと、こっちに、もう一隻せき。百四門艦、一級戦せん艦かん」

　ロディアの計算など打ち砕くだくような勢いで、ルーナ・ノアの声が追い打ちをかけてくる。

　絶望でふわっと膝ひざから力が抜ぬけそうになるのにどうにか耐たえて、ロディアは歯を食いしばった。どんなに見たくない現実でも、逃げ場などどこにもない。

　覚かく悟ごを決めて勢いよく振ふり返ると、こんもりと木々が茂しげった小島の陰かげから、すさまじく堂々とした戦艦が姿を現したところだ。

　その大きさはジェレマイヤ艦のフリゲート艦どころではない。

　腹の砲ほう門もんは上下三列にもおよび、偉容を誇る船体は動く大聖堂とでも言いたくなるほどだ。

　ロディアと同じく新たな戦艦を振り返ったカロルが、派手な悲鳴をあげる。

「うええ、百四門とか！　冗じよう談だんみてえな化け物艦だぜ！　ジェレマイヤ海軍って、そんなでけー船持ってたっけか……？」

（……そうか。そうだった）

　カロルの言葉であることに気づいて、ロディアははっと我に返った。

　彼女が何か言おうと口を開く前に、今度は百四門艦のほうからすさまじい大砲の音が響く。

　いっせいにはき出された弾たまはロディアたちの頭上を軽々と飛び越こえ、なんと、ジェレマイヤのフリゲート艦の前に着ちやく弾だんした。

　まだ命中したわけでもないのに、砲ほう弾だんが起こした波だけでジェレマイヤ艦が大きく揺ゆれる。

「──わたくしたちを、あからさまに、避さけた？　これってどういうこと、ですの？」

　アルデアはまだ事情がわかっていない様子で、マストにすがったままぼんやりとたたずんでいる。ルーナ・ノアはきょろきょろとふたつの戦艦を見比べ、ロディアに告げた。

「新しく出てきたほうの艦が、信号旗を出してる。白に王おう冠かん。次に、赤白、青に黄色丸──」

　ルーナ・ノアの読み上げた旗の模様が、ロディアの脳内ですぐに文章に変へん換かんされる。

　この信号なら、ロディアはよく知っている。

　その意味は──

「『おかえり、我が艦は、海上の小さなマディス王国である』……そして、白に王冠は……」

　そこまで言って、自分でもやっとその意味をはっきり吞のみこんだ。

　全身をじわりと安あん堵どが満たしてくるのを感じながら、ロディアはどうにか凜り々りしく告げる。

「白に王冠は、マディス王国海軍白色艦かん隊たい、カザルス提てい督とくの旗き艦かんの印。現在、百門以上の大砲を備えた艦を所有しているのは、我がマディス王国の他ほかにはない！」

　彼女の言葉を聞いた士官たちはしばらくきょとんとしていたが、すぐに華はなやかで気楽な歓かん声せいをあげ、カザルス提督の優美な艦に向かって手を振った。
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「──以上のとおり、事態は切せつ迫ぱくしております」

　ひととおりロディアが語り終えると、カザルスは彼女に品のいい皿つきの茶器を渡わたした。

「なるほど。半分は予測できたことだが、半分は予測よりも悪い事態だ。ジェレマイヤだけでなく、ついに最強の旧神たるミラが人間の……特にマディスの敵に回ってしまった、と？」

「……そういう言い方もあるかもしれません」

　慎しん重ちように言うロディアを、カザルスは鼻で笑って踵きびすを返す。

「他に言いようがない、の間ま違ちがいだろう？　君まで、海軍本部のばかどもの言い方を真似まねるのはやめたまえ。わたしの白髪しらがが増える」

　カザルスは自分のぶんの茶器を手に重じゆう厚こうな執しつ務む机につき、ほおづえをついてにっこり笑った。ここは真しん紅くと濃紺、そして金色でまとめられた豪ごう奢しやな客間──にしか見えないが、実際はカザルスの旗艦の執務室である。

　レーン号とは比べものにならない広さと美しさを誇ほこる場所で、カザルスはさも嫌いやそうに片眉まゆを上げて最高級の茶をすすった。

「まあ、ジェレマイヤのことはかまわんよ。この間のアスファル帝てい国こくのマディス王国侵しん攻こう作戦に際してもアスファル帝国の陸軍に手を貸したり貸さなかったり、裏でごちゃごちゃやっていたのはつかんでいたからね。元から一いつ触しよく即そく発はつではあったのだ。こうしてわたしがジェレマイヤ近くでわざわざ見張りのようなまねをしていたのも、けん制のためではあった」

「そこまで、事態は切迫していたのですか」

　ロディアが顔をしかめて訊きくと、カザルスはうっすらと笑って茶器を置き、軽く両手を開いた。

「そうだとも！　少しでも弱みを見せればつけこまれるのが国同士のつきあいだ。それよりうんざりするのは旧神がらみの我らがマディスの態度だよ。旧神が人間の手に負えない存在であるとは、誰もがはっきりと知っていた。知っていたが、きっとどうにかなる、戦後にはどうにかしよう、そう言い合って、誰もがあれの危険性から目をつむった。その結果がこれだ」

　カザルスの吐き捨てるような言葉に、ふとミラに乗っ取られたランセの姿が思い出されて、ロディアはほとんど無意識に唇くちびるを噛かんだ。

　あの圧あつ倒とう的な、ひとならぬ力。

　あれをずっと、たったひとりで抑おさえこんできたランセ。

　そして──撃うたれて真っ青になっていた彼の顔。

「……覚かく醒せいした【ミラ】には、私のこの石榴ざくろの瞳ひとみですら、効きませんでした」

　黙だまっていることができなくて、ロディアはしぼりだすように囁ささやく。

　カザルスはそんな彼女を見つめ、神経質そうに自分のこめかみをおさえる。

「本来なら、君の力ももっと研究されるべきだったのだろう。しかし、その辺りも色々とうるさい奴やつがいてね。まあ、詳くわしくは君のところのアルデアか、彼のお姉さんか親父おやじさんに訊きたまえ。あの家は、過去の神話を封ふう印いんする役目をおっている」

「神話を封印……ですか？」

　少々とっぴに思える話に気を取られて、ロディアはわずかに顔を上げてカザルスを見た。

　アルデアの家は、そもそもが代々司法長官を務める大貴族だ。

　しかし、確かに裏で旧神の研究所を仕切っていたのはロディアも知っている。かつてアルデアたちを助けに乗りこんだ研究所には、ネライダやフィズィを描えがいた古い織物もあった。

（ひょっとすると、あれもそういった古い神話を示しているのか？）

　深く考えこもうとするものの、少し考えるたびにランセの記き憶おくが思考を邪じや魔ました。

　戦っている間はいい。そうでないときは、いくら他のことを考えようとしても、思考は彼のもとへ帰っていってしまう。

　ロディアが思わず強く目をつむったところへ、カザルスの淡たん々たんとした声がかかった。

「面めん倒どうくさいね、過去のことは。過去は変えようがない。昔は色々とみんな立場が違った。ただそれだけの話なのに、それを認められない者たちがいる。神やらネライダやフィズィやら、君ら石榴やらの台頭を許せば、自分たちの権力が脅おびやかされるように思う者がいるのだ。裏で汚れ仕事をさせるぶんにはいい。それ以上は困る、と。──その昔、オルディアレス艦かん長ちようを殺したのも、そんな輩やからたちだったかもしれんな」

「──今、なんと？」

　はっとして目を見開き、ロディアは身を乗り出した。

　今、カザルスはとんでもないことを言わなかっただろうか？

　十年と少し前、かつて大提督だったランセを後ろから斬きった者たちの正体について、このひとは何か知っているのだろうか。

　食い入るように見つめてくるロディアに目を細め、カザルスは急ににっこり笑った。

「ときに、君はランセとはどのへんまで行っていたのかね？」

「……？　どのへんまで、とおっしゃいますと。海の果て辺りまでは行きましたが」

　今までの航海の概がい要ようは、すでに全部報告したはずである。

　ロディアが怪け訝げんに思っていると、カザルスはきょとんとして黙りこみ、しばらく天てん井じようを見上げて考えこむ様子を見せた。

「ふむ。ふむ……ふむ。なるほどな。よろしい、健全な関係だということはよくわかった」

「…………閣下、どういう意味です」

　何やら怪あやしげな雰ふん囲い気きにロディアが眉まゆ根ねを寄せる。

　すると、カザルスはふと表情から笑えみを消して冷れい淡たんに告げた。

「意味などどうでもいいことだよ。ともかくこれ以降、君は下手へたにランセを取り戻もどそうなどと考えるのはよしたまえ」

「……なぜですか？　ミラは、まだ彼を取り戻す可能性はあると言っていた。私はそれを信じています。いや、たとえ可能性が限りなく無に近いとしても、絶無でなければ、私はけしてあきらめません」

　答えるロディアの声は、思わずこわばる。

　カザルスは少なくとも、ランセの奪だつ還かんに協力してくれるものと思っていた。彼はオルディアレス艦長の親友だったはずだ。いくら普ふ段だんは仲が悪そうにしていても、ランセを大事に思う気持ちは同じだと思っていた。

　ところが、カザルスは皮肉混じりの笑みで容よう赦しやなく言う。

「それで具体的にどうするつもりかね。今回は君の目も役には立たなかったのだろう？　ならば速すみやかにあきらめろ。ミラはすべての人間を滅ほろぼすと言い放ったと聞くし、今回の騒さわぎでジェレマイヤとマディスの仲はこじれる。下手をすれば戦争だ。なのに陛下が倒たおれたことで、マディス国内も要いらん権力争いの嵐あらしが吹ふき荒あれている。上の決定を待っていてはあっというまにジェレマイヤに攻せめこまれてしまうかもしれん。そのことがあって、わたしはあえてあの海域でにらみを利きかせていたのだ」

　一息でそこまで告げて、カザルスは不意に瞳に鋭するどい光を宿してロディアを見た。

「事態は切迫している。もはや、ひとりの人間にこだわるときは過ぎたのだ。ランセはもう死んだと思え。そして、戦え。君まで犬死にするな」

「閣下。ランセにこだわらない私は、もはや私ではありません。そしてこのロディア・アルバラード、死の覚かく悟ごはいつでもできています」

　言葉をかみしめるように頑かたくなに言い放つと、すかさずカザルスの冷えた声が飛ぶ。

「アルバラード艦長」

「はい」

　大だい提てい督とくの威い圧あつ感かんに、ロディアは反射的に椅子いすに座ったまま背を正す。

　カザルスは茶器を置いて立ち上がると、靴くつ音おとを立てて数歩の距きよ離りまで近寄った。

　彼は椅子の背もたれに手をかけてロディアの瞳をのぞきこみ、端たん整せいな顔に切れそうな笑みを浮うかべて囁く。

「……わたしは、軽々しく死の覚悟をする人間が大だい嫌きらいだ。君は人間が死ぬ確率を知っているか？　十割だ。誰だれもがいずれ死ぬ。死ぬのに有能、無能は関係ない。人間の価値は死によってではなく、死ぬまでに何をするかで決まる。死に急ぐのは、愚ぐの骨こつ頂ちようと知れ。……マディス海軍も使えない人間が多い。君には生きて頑がん張ばってもらいたいと思うのだよ。これでもね」

　あまりにもあけすけな言葉に、ロディアは思わず顔を上げて真っ向からカザルスを見つめてしまう。近くで見る彼の瞳は、片眼鏡の奥で静かに光っていた。

（これは、本心からの言葉だ）

　不意にそんな直感が降ってきて、ロディアはどきりとする。

　いつも皮肉げで、軍務よりもお洒落しやれにばかり気を遣つかっているように見えるカザルス提督。しかしまぎれもない名将のひとりである彼が、自分を見つめて、自分を必要だと言ってくれる。

　少し前なら感動に震ふるえただろう。彼に心しん酔すいして、忠誠を誓ちかったかもしれない。

　だが──不思議だ。今、自分の心はゆらいでいない。

　多分、ランセに出会ってしまったせいだ。

　ロディアの心はランセが持っているから、カザルスの言葉を嬉うれしくは思うが、彼の思うような駒こまにはなれない。

（もしも、私がランセにこだわり続けることで、このひとにさげすまれようとも。軍人として失格と言われようとも、そこは譲ゆずれない。それが、私だ）

　ロディアは心を決め、カザルスに真しん剣けんに訴うつたえた。

「光栄です、閣下。ですが、必ずいつか死ぬ身なら、私は後こう悔かいだけはしたくない。だからこそ、何ひとつ捨てたくないのです。ランセも、マディスも。この世界の、未来も。すべて、捨てる気はありません」

「なるほど、素す晴ばらしい！　それで？　そのために、君に何ができるという」

「私はただ、ミラと戦うのみです。奴は絶対にマディスへやってくる。どんな手を使うかはわかりません、ですが必ずマディスの権力者たちを狙ねらい、ひょっとしたら国全体を狙う。私は命を賭として戦う、そしてランセを取り戻すと誓います。閣下、どうか、マディス海軍にもこの危機をお伝えください！」

　懸けん命めいに言い、国王にするように頭を下げた。

　カザルスはそんなロディアを見下ろし、薄うすら笑わらって答える。

「ミラが来るから、警けい戒かいしろ、と？　そんなことを言って通じるような柔じゆう軟なんな組織ではないよ、うちの海軍は。大体そんな主張をすれば、あちこちとぶつかる。さっきもちらっと言ったろう。ミラや旧神については、うるさく口を出されたくない輩が国内にいる」

「それでも閣下なら、軍全体を、マディス全体を、変えられると思っています」

　いきなりのロディアの台詞せりふに、カザルスはあからさまに顔をしかめた。

　いかにもな不快感を漂ただよわされているのはわかったが、ロディアはあえてそのまま続ける。ここで黙っていては負けだ。

　ランセを取り戻すために、ロディアにも手段を選んでいる余よ裕ゆうがない。

　ロディアはほとんどけんか腰ごしに、噛みつくように告げる。

「私は軍人です、閣下。負け戦いくさは嫌いやだ。やるからにはランセを取り戻し、国を守り、本当の意味でミラに勝ちたいのです」

　勝利。その言葉に何を感じたのか、カザルスはしばし黙りこむ。

　そして、妙みように淡々とした声で訊きいた。

「それで？　勝つためには、わたしが必要とでもいいたいのかね」

「そうです。あなたが必要です。マディス海軍には、あなたでなくては駄だ目めです。本気になったあなたの下でなら、相手がどんなことをしかけて来ても勝てるかもしれないと思う。勝手を言っているのは知っています。私にできることはなんでもします。けれど、どうか、マディスの、世界の未来のために。お願いします。──立ってください」

　力をこめて言い切り、カザルスをにらみつける。

　カザルスは怖こわいほどの無表情でロディアを見下ろしていた。

　いつもの飄ひよう々ひようとした態度すらもなかった。ただ、もののようにロディアを見ている。

　ひょっとしたら、彼が今見ているのはロディアではないのかもしれない、そんなふうにすら思える、奇き妙みような視線。

（通じなかったか？）

　ロディアの胸の奥には焦あせりが生まれるが、それはほんのかすかなものだ。

　拒きよ否ひされても仕方ない。どちらにせよ、自分が直接会った中で一番的確に動ける海軍人は、ランセをのぞけば彼しかいないのだ。彼が動かないなら、それはそれ。

　ロディアはロディアにできることをするしかない。

　そう思うとわずかな焦りすら溶とけて消えてしまい、ロディアは神しん妙みように沈ちん黙もくを守る。

　やがて沈黙をやぶったのは、妙に穏おだやかなカザルスの声だった。

「懐なつかしいね」

「何が、でしょうか」

　用心深く訊いてみるものの、カザルスは彼女に背を見せて片手をふる。

「行きたまえ。聞くべきことはすべて聞いた。あとはゆっくり休むのが君の任務だ。いいね」

　はっきりした『話はこれで終わり』という態度に、ロディアはかすかに息を吐つく。

（……これ以上は無理、か）

　勢いだけで押し流せる相手ならともかく、カザルスはそこまで単純な人間ではない。

　彼が駄目というのなら、駄目なのだろう。

　それでも、最初からぶつからないよりは、よほどすがすがしい気持ちだった。

「はい。ありがとうございます、閣下。それでは」

　ロディアは緩ゆるやかに立ち上がって言い、完かん璧ぺきな敬礼をして艦かん長ちよう執しつ務む室から出て行く。

　カザルスは背後で扉とびらが閉まった音を聞くと、執務室後部の窓に歩み寄って海と空を眺ながめた。

　もうすっかり日は昇のぼりきり、夏の海は輝かがやくような緑色だ。

（まるで、奴やつの目の色だ）

　目を細めて思い出すのは、ランセの──いや、カザルスにとってはエリアスのこと。

　エリアスは昔から綺き麗れいな少年だった。

　同時に、綺麗という印象のまま終わらない少年でもあった。

　生命力そのもののような瞳ひとみを輝かせて屈くつ託たくなく笑い、まっすぐに突つっこんできて、すさまじい才能と努力ですべてを持っていく男。

　カザルスとエリアスは、昔、士官候補生として同じ船に乗っていたことがあるが、そのときの衝しよう撃げきをカザルスは今でもはっきりと覚えている。

　出会ってすぐのころ、カザルスはエリアスを水兵出身の学のない男だと思って侮あなどった。優等生の余裕で色々と教えてやりもした。

　すると、エリアスはあっという間にすべての分野でカザルスを追い抜ぬいて見せたのだ。

　高等数学も、天文学も、航海術も、剣けん術じゆつも、音楽や医術ですら、彼はあっという間に身につけた。

　それだけでも呆れた天才ぶりなのに、さらに彼には人気があった。

　エリアスが笑うと、みんなが笑った。彼が手を伸のべれば誰しもそれを取らずにはいられなかったし、彼の命令にはどんな古参水兵も魔ま法ほうにかかったようにふらふらと従った。

　エリアスは上官の半分には嫌きらわれたが、残りの半分は我が子を愛するように彼を愛した。

　──そんなのはずるい。そんなのは、公平じゃない。

　カザルスは歯ぎしりして悔くやしがり、さんざん嫌がらせもしてみたが、それらすべてをエリアスは真っ向から看破し、カザルスに大おお喧げん嘩かをしかけたあげく、最終的には自ら喧嘩の責任をとって罰ばつせられた。何から何まで、カザルスの完敗だった。

　どうあっても、こいつには勝てない。

　生まれて初めての絶望に沈しずんでいたカザルスに、ある日、エリアスは言った。

　──お前さ、いつかマディス海軍の実権を握にぎれよ。

「あれは、お前の言葉だったな」

　ぼそり、と小さくつぶやき、カザルスは目を細める。

　覚えている。ひとときも忘れたことなどない。あの言葉。彼は笑っていた。恨うらみ辛つらみなど何もない顔だった。

　──俺は上に立つのとか、似合わねー。そういうのは、絶対お前のほうが向いてるよ。だからさ、お前が上に行け。そんで、いつかこの古くさい海軍を変えるんだ。

　──大だい丈じよう夫ぶ、お前は頭いいし、この俺がついてるじゃねえか！

　──俺はさ、勝ちたいんだよ。そのために、お前が必要だ。お前じゃなきゃ、駄目だ。

　無む邪じや気きに、真剣に投げかけられた言葉。

　それを聞いたカザルスは、猛もう烈れつにエリアスに嫉しつ妬とした。

　その場で首を絞しめて殺してやりたいと思った。本当はカザルスは悲鳴をあげたかったのだ。どうしたらそんなことを言える。どれだけの自信があったらそんなふうに自由でいられる？　やめろ。わたしを許すな。わたしを友だと思うな。わたしは惨みじめで、愚おろかで、自尊心だけが肥大した化け物で、お前は本物の英えい雄ゆうの器うつわなのに、わたしはそれを認めたいのに、どうしてお前はわたしなんかを友だと思い続けられるんだ。やめろ、やめろ、やめろ！

　……カザルスの悲鳴は、結局発せられることはなかった。

　けれど、まだエリアスの言葉はカザルスの胸に突き刺ささっている。

　──お前が、上に行け。

　憎にくらしい。死んでしまえ。そう、心の中で囁ささやいてみる。

（わたしには時間が必要だったんだ。安全に、死なずに上に行くには時間がかかる。そしてお前は、わたしがお前を助けることができるようになる前に、死人同然になった）

　……もはや、死ね、という罵ば倒とうも、彼のもとへは届かない。

　手を伸べても、この手で殺すことすらできないだろう。

　それができる可能性がある人間は、おそらく──ロディアだけだ。

「……今が、あの約束を果たす、最後の好機なのかもしれんな」

　カザルスはゆるやかにつぶやいた。

　そしてそのまま、空がかげって海が深い青に色を変えるまで、ずっとその場にたたずんでいた。
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「ジェレマイヤを出て五日目、か。そろそろマディスが見えてもいいころだよな」

　カザルス提てい督とくの旗き艦かんの船首楼ろう甲かん板ぱんで、カロルが頭の後ろで両手を組んでぼやく。

　ロディアはその傍かたわらで、望遠鏡をのぞいていた。

「ああ。最初のフリゲート艦かん以外は小こ競ぜり合いくらいしかなかったが──この五日で、どれだけ世界の情勢が動いたかが怖いな」

「まーな。うっかりもう、ジェレマイヤと戦争中だったりして」

　カロルは冗じよう談だんめかして言うが、けして笑い事ではない。そういう可能性は充じゆう分ぶんにあるのだ。

（それ以上に怖いのは、すでにミラがどこかに攻こう撃げきを仕し掛かけている可能性だが──）

　ロディアが表情を曇くもらせて望遠鏡を下ろしたとき、マストの上から水兵の声が降ってきた。

「船せん影えい！　左さ舷げん前方、船が見えまーす！」

　水兵の報告に最上層甲板がざわめき、仕事から手を離はなせる者たちがばらばらと左舷側へと寄る。ロディアは望遠鏡を下ろし、マストの根本で海を見ていたルーナ・ノアへ視線をやった。

　彼女はロディアの視線を感じると、すぐにこちらを向いてぼそりと言う。

「大丈夫。マディス近海を警備している、マディスの艦かん隊たいの船。旗は、青」

「なるほど、青色艦隊か」

　ロディアがうなずくと、ルーナ・ノアはさらに続けた。

「旗艦に、正式なマディス王国海軍旗が揚あがってる。海軍総司令官が、乗ってるみたい」

　海軍総司令官。

　その肩かた書がきを聞いた途と端たん、ロディアは反射的に複雑な気分になる。

　現在その役職についているのは、ジョン・ウォルター卿きよう。

　マディス王国の代表的な貴族でもあり、一度ロディアが戦場で命を救った相手でもある、マディス海軍一の『お飾かざり軍人』だ。

（あのひとが、一体どうしてこんなときに海に出ている……？）

　ロディアの疑問に答えるように、ルーナ・ノアが別の方向を向いた。

　しばらく目をこらしたかと思うと、彼女ははっきりと告げる。

「西に、もう一隻せき。こっちはジェレマイヤ艦。ただし、就航旗は揚がってない。代わりに、信号機が全部掲かかげてある」

「就航旗が揚がっていないなら、戦争状態にある船ではないということだ。信号旗を全部揚げるのは、式典などの意味──」

　ロディアがつぶやくと、甲板の手すりに腰こし掛かけて周りの視線をくぎ付けにしていたアルデアが、優美な歩調で歩み寄ってきた。

「どちらも戦せん闘とう準備なしの軍ぐん艦かんがこんな海域で鉢はち合あわせ、ときたら、待ち合わせでもしていたんじゃありませんの？」

　なるほど、彼の言うことには一理ある。しかし、とロディアは考えこんでつぶやいた。

「待ち合わせ、ということは、何かの話し合いがもたれるということか……？」

「そのとおり、と言わざるを得まいね」

　背後から涼すずやかな声がして振ふり返ると、そこにはカザルス提督がたたずんでいる。

　彼は軍服の上にはおった真っ白な袖そで無なし外がい套とうを海風に揺ゆらし、徐じよ々じよに近づいてくるジェレマイヤ艦の方向を見つめて目を細めた。

「君たちを拾ったときにも一応言ったはずだが、まあ、我々としても最近ジェレマイヤの動きが怪あやしいことは察知していたのだ。ウォルター卿はもろもろのつてで向こうの政府とは懇こん意いということで、交こう渉しようの場を持つことになっている。彼はそういうところでは便利と言えば便利だな。何しろ、一番の外交力を持った陛下はお留守であるし」

　自分の上官を『便利』と言い切ったカザルスに、周囲はぎょっとして凍こおりつく。

　ロディアもまた、軽く目を見開いてカザルスを見た。

（このひとは──元から毒どく舌ぜつではあるが、こんなひとの耳があるところで上官をこけにするようなひとだったか？）

　いつも計算高いカザルスにしては、どこか違い和わ感かんのあるいいようだ。

　ひょっとしてひょっとすると、数日前ロディアと話したことで、何か思うところでもあったのだろうか。

　そんなカザルスに違和感を持ったのはカロルも一いつ緒しよだったようで、少し離れたところからロディアににじりよってきてこっそり囁いてくる。

「なー、どーしたの？　カザルス提督。なんかおかしくねえ？　怒おこってたりする？」

「さて、どうかな。マディス海軍に対して少し怒っているのかもしれない。ちょっとけしかけはしたからね」

「ちょ、え、カザルス提督をけしかけるとか、本気かお前！　あのひと、ある意味ランセ艦かん長ちようより怖こわいと思うんだけど……！」

　カロルの言い分には同意するが、ロディアとしてはカザルスには多少怒ってもらったほうが嬉しい。彼は普ふ通つうにしているとあまりにも計算高すぎて、無む茶ちやをしてくれないからだ。

（もっとも無茶ばかりがいいというわけではないんだがな。とにかくこの交渉が、うまくいって戦争が避さけられるといい。今は、人間同士で争っている場合じゃないんだ）

　祈いのるように考えている間に、ロディアの視界にもジェレマイヤ艦の姿が明らかになり始めた。と、そのとき、ジェレマイヤ艦が暗くなる。

（──？　暗く、というのはどういうことだ）

　一いつ瞬しゆん自分がめまいでも起こしたのかと思ったが、そうではなかった。

　雨あま傘がさでも広げたかのように、ジェレマイヤ艦の上を覆おおう形の雲が浮うかんでいるのだ。

「──嵐あらしか？」

　とっさにそう言ったものの、すぐにカロルが険しい顔で否定する。

「いや、季節嵐の時季はもう終わったはずだぜ」

　言われてみればその通りだ。奇き妙みような雲を見つけた水兵たちの間にも、不安げなざわめきが広がり始める。

　今までカロルの向こうで黙だまりこくっていたキニスが、不意にぼそりとつぶやいた。

「……この雲は、おかしいです」

　天候を操あやつる旧神の能力者である彼が、『おかしい』というからには、この雲は自然にできたものではない。

「まさか──」

　ロディアは軽く目をみはり、手すりから体を押し離す。

　急いで数歩向こうにいたカザルスに駆かけ寄り、鋭するどい声を飛ばした。

「閣下、下へ！　いや……私のそばから離れないでください！」

「どうした、いきなり袖そでなどつかんで。愛の告白ならば間に合っているのだが」

「私も振りまくほどに愛を余らせてはいません！　でも、おそらく、あれが来ます！」

「あれ？」

　カザルスは怪け訝げんそうに片眼鏡の奥の目を細める。

　一方、レーン号の士官たちはその言葉ですべてを理解したようだった。

　誰だれもが表情を険しくし、カロルとアルデアが自分の心臓の位置に指をあてる。ルーナ・ノアが眼帯を押さえて海面に目を凝こらす。キニスは空の雲を監かん視しし続ける。ざわめき続ける水兵たちの中、レーン号の士官たちだけが完かん璧ぺきな沈ちん黙もくを守っている。

　直後、辺り中の空気がぴん、と張りつめた。

　常に微び弱じやくに動き続けている世界の万ばん物ぶつが、ぴしりと静止したかのような感覚。

「アルバラード卿。これは、なんだね……？」

　わずかに顔をゆがめて訊きいたカザルスには答えず、ロディアは空中へ視線を投げる。

　ちょうどそのとき、ジェレマイヤ艦の頭上にかかった雲の中心がまっすぐに裂さけた。

　灰色の雲の真ん中に一筋走った、金色の筋。

　薄うすい、薄い雲の隙すき間まから、細く金色の光が降り注ぐ。

　その光はちょうどジェレマイヤ艦の真ん中に落ち、磨みがかれた甲板の上でひとかたまりとなったようだった。やはり金色の、人ひと形がたをした固まり。

　その光景はあまりにも美しく、神こう々ごうしい。

「ありゃあ……神様か？」

　周囲の水兵から、自然にそんな言葉が漏もれる。

「やはり貴様か……ミラ！」

　ロディアが思わず叫さけんだときには、その人ひと影かげが一息に黒くなった。

　真っ黒な人影から、どっと黒い霧きりが拡散する。

　霧はあっという間にジェレマイヤ艦かんを覆ったかと思うと、船の舳へ先さきがゆっくりと揺らぎ始めた。直後、パイにナイフでも入れたかのように、ジェレマイヤ艦は前後に真っ二つに切れ、へし折れた！

　傾いたジェレマイヤ艦の甲かん板ぱんからありとあらゆるものが海へ落ちていくのが見え、さっきまでうっとりとしていた水兵たちが今度は口々に悲鳴をあげて、怪しげな魔ま除よけのお守りを握にぎりしめる。

　カザルスはさすがに悲鳴をあげはしなかったが、呆ぼう然ぜんと目を瞠みはって信じがたい光景を凝ぎよう視ししていた。

「ばかな……あれが、あの、素すっ頓とん狂きような技わざがミラの力だというのか……？」

「実際にごらんになるのは初めてですか？　奴やつは両手を開くだけで船を腐くさらせ、触ふれなくても万物を切り刻みます」

　ロディアは苦く囁ささやき、なおもジェレマイヤ艦をにらみつける。

　ずっとジェレマイヤ艦の甲板で光っていた金色の光は、やがてすうっと消えていった。同時に灰色の雲を割っていた光の筋も消え去る。

　世界からは異様な緊きん張ちよう感かんが消え、残ったのはあまりに鮮あざやかな断面をさらして沈しずみゆくジェレマイヤ艦と、騒そう然ぜんとしたマディス側の船が二隻せきだけだ。

「どうやら、今回はこれだけで退いたようですわね。あの性しよう悪わる」

　少し青ざめたアルデアが言い、ロディアは小さくうなずく。

　あそこにランセがいた──たとえ意思はなくともランセの体はそこにあったのだと思うと、いてもたってもいられないような気分になる。どうして自分は彼の側に駆けつけられなかったのか、そんなことを思って胸がかきむしられるような痛みを感じる。

　でも、全部、まだ吞のみこんでいなくてはならない。

　泣いたり叫んだりするのは、もっとずっと後でいい。

「今回のミラの目的は、脅おどしと──おそらくは、もうひとつ」

　ロディアは押し殺した声で囁き、海軍総司令官ウォルター卿きようが乗っているはずの船を見やった。そちらの船の甲板も水兵たちが鈴すずなりで、右往左往している士官の姿も見える。

「おそらく、これでジェレマイヤとの交渉は決けつ裂れつだろう。『死者は旧神に殺された』なんて言っても、実際に見た人間以外は信じない。それに、マディスは元から旧神でアスファルに勝った国だ。全部マディスの陰いん謀ぼうと取られても、無理はない。……ミラは、単に我々を殺しまくるだけですます気はない」

　自分でも確かく認にんするように言い、ロディアはカザルスに向き直った。

「閣下、もう一刻の猶ゆう予よもありません。早く、船をマディスへ。ミラのマディスへの復ふく讐しゆうは始まっている。ジェレマイヤとの戦争が始まります。奴が次の手を打つまでに、我々はできるだけのことをしなくては！　今度こそ、あの神を殺さなくては、我々には明日も自由もありません！」
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「ジェレマイヤ共和国が、ついにマディスに宣戦布告だ！　マディス海軍は水兵を募ぼ集しゆうしている。水兵になれば日に三食の食事と、週末に酒。さらに、拿だ捕ほ賞金が与あたえられる！　国王陛下のために、マディス海軍へ急げ！」

　戦時にはおきまりの台詞せりふが、マディス王国首都に響ひびき渡わたる。

　ありとあらゆる広場に兵士を集める役人や軍人が立ち、人々は不安げに顔を見合わせ、少年を子供に持つ親は自分の子供が軍ぐん艦かんの火薬運びにさらわれないよう、彼らを家に閉じこめる。

　ロディアたちが帰国して数日後。

　海軍省の一室では、ロディアが地を這はうような声を出していた。

「……それで？　もう一度、言っていただいてもかまいませんか？」

「だから、君に父が出した謹きん慎しん命令は、まだ生きている、っていうこと。あの海かい賊ぞくを捕とらえられなかったら、君は僕と結けつ婚こん。元からそういう約束だったんだろう？　あとね、他ほかのレーン号士官たちと同様、君はこれから自宅謹慎だって」

　まあ、さんざんジェレマイヤを引っかき回して戦争の火種を作ってきたんだし、これくらい軽いよね？　と言外に言ってにこにこ笑うのは、海軍総司令官ウォルター卿の息子むすこであるハロルドだ。

　ロディアは呆あきれるのを通り越こして、逆に段々冷静になってきた。

（海軍人でもないハロルドを海軍省に招き入れて私の相手をさせるあたり、もう本当にウォルター卿に期待はできないな）

　戦時だというのに私し怨えんで自分の戦力を減らすようなまねをする相手では、もう何を言っても無む駄だだろう。

　ロディアは逃にげる機会をうかがい、扉とびらのほうをちらちら見やりながら言う。

「突とつ然ぜん部外者に謹慎と言われても、上官の命令がなくては動くわけにはいきません。カザルス提てい督とくとお話しさせていただきたいのですが……」

「ん？　君たちに謹慎命令を実際出したのはカザルス提督だよ？　あのひとは道理がわかってるひとだよね。ちなみに、命令書はここ」

　にっこり笑って懐ふところから命令書を出すと、ハロルドは扉のほうへふわふわした頭を傾けた。

　家まで送るよ、ということなのだろう。

（これは……。もう、拒きよ否ひするほうが面めん倒どうだな。こいつは妙みように押しが強いし、謹慎命令に抗こう議ぎするにせよ、いったん家には帰りたい）

　カザルス提督が出した命令、というのは腑ふに落ちないが、それならば逆に安心なところもあるだろう。

　──いや、どうだろう？　やはり彼は、ロディアが命を粗そ末まつにしないよう、温存することに決めてしまったのだろうか。

　胸の内では不安が渦うずを巻いたが、ロディアは軍人だ。

　これ以上逆らうこともはばかられ、仕方なく彼女は無言でウォルター家の馬車に乗りこんだ。

「それにしても、君が無事でよかったよ！　傷のある花はな嫁よめもそれはそれで趣おもむき深いものだとは思うけど、君はそうじゃなくても美人だものね」

　きゃっきゃとはしゃぐハロルドにうんざりしながら、ロディアは頭痛を覚え始めた自分のこめかみを押さえて低く答える。

「……あまり、趣しゆ味みのいい発言とは思えませんね」

「そう？　僕の趣味にはいずれ馴なれるよ。強要しようっていうのじゃない、きっと自然にそうなっていくだろう、ってこと。きっと結婚生活は軍隊生活よりあなたの気に入ると思うんだ。僕は法務省で出世する予定だし──」

　妄もう想そうにしか聞こえない甘い結婚生活を語るハロルドを、ロディアは全力で無視する努力を始めていたが、ふと法務省という単語が意識の端はしに引っかかった。

　ロディアは横目で隣りん席せきのハロルドを見やって言う。

「あなたは、そういえば法務省勤務でしたか。研究所の部署ではなくて？」

「違ちがうよ。普ふ通つうの、出世できるほうの部署さ」

（こいつ、さらっと『普通の』と言ったな。研究所に法務省の息がかかっていること自体ははっきり知っているのか）

　カザルスもちらと言っていたが、国内の敵はどうやらその辺りにいるようだ。

（法務省を仕切っているのは、アルデアの実家のモーティマー家。どうにかして、モーティマー卿には話を聞いたほうがいいかもしれないな。彼らがきちんと協力さえしてくれれば、旧神に対たい抗こうする手段も多少はわかるかもしれない）

　考えこみながらにぎやかなハロルドの話を適当に流し続けて、一体どれだけの時間が経たっただろう。多少の休きゆう憩けいを挟はさんで、ハロルドの馬車はロディアにとって見覚えのある街へと入りこんでいった。

　この先を曲がればロディアの家が見える、というところで、急にふたりの乗った馬車は速度を落とし、ついにはぴたりと止まってしまう。

「どうした？　まだついてないじゃないか。どうして家の前にとめない？」

　ハロルドが御ぎよ者しや席のほうを杖つえで叩たたいて言うと、御者は野太い声で返した。

「ちょうど、アルバラード卿のお屋や敷しきの前にすごい馬車がとまってるんですよ！　お付きの馬車までいる。誰だれか、高貴なご訪問客のご予定でもあったんですかね？」

「さあ。そんなご大層な来客予定はないはずだが──」

　あり得るとすれば、カザルス提督だろうか？

　ロディアは自分も窓から自分の館やかたのほうをうかがい、場ば違ちがいな光景に瞬またたいた。

（なるほど、これはすごい）

　そもそも大して広くもない、庭も申し訳程度にしかついていないロディアの館の前に、ほとんど王族専用のような豪ごう奢しやな馬車が停とまっている。

　黒く塗ぬられた車体は小型ながらも芸術品のように優美な曲線を描えがいているし、車体を縁ふち取どる金はすべて本物。本来紋もん章しようが刻まれているはずの扉には、『知性』を示す炎ほのおと、ひとの手と、杖が図案化されたものが、金と貴石で作られてくっついていた。

「ばかばかしい、なんだ、あのこけおどしの馬車は！」

　ハロルドはロディアの横から身を乗り出して相手の馬車をにらみつけると、自分から街路へ飛び出していく。

「おい、そこの馬車！　一体どこのものだ！」

　ずかずかときらびやかな馬車に近づいていくハロルドを見送り、ロディアもこっそり馬車から降りる。

（とりあえず、家に帰って様子を見よう。父上やメアリに迷めい惑わくがかかっていたら大変だ）

　ハロルドの目を盗んでロディアは扉の取っ手に手をかけた。すると、ほとんど同時に内側から扉が開く。

「……!?」

　ロディアが驚おどろいて一歩引くと、そこには見慣れた使用人のメアリ──ではなく、白髪しらがの老人が慇いん懃ぎんに微笑ほほえんでいた。

「驚かせてしまいましたか。大変申し訳ございません。わたくし、従僕のエイムズでございます、ロディア・アルバラード卿きよう。主人が奥でお待ちしております」

　目の前に現れた老人は宮きゆう廷ていの侍じ従じゆうと言ってもおかしくないほどの立ち居い振ふる舞まいだが、顔にもお仕着せにも見覚えはない。

　ロディアは自然と警けい戒かい態勢に入り、険しい顔になって訊きく。

「私はこの訪問について連れん絡らくを受けていません。……あなたの主人は誰だ？　父上やメアリにもしものことがあれば、私はあなたのご主人に品よく挨あい拶さつはできない」

　すると、エイムズはやけに深くうなずいた。

「それが正しい対応かと存じます。我が主人はわがままで悪あく趣しゆ味み。よいのは顔だけという、言ってみれば人間のクズですので、容よう赦しやはなさらないほうが」

「……何……？　人間の、クズ？」

　いきなりのとんでもない答えにロディアがきょとんとしていると、慌あわただしい足音と共にメアリが玄げん関かん広間に飛びこんできた。

「お嬢じよう様さま！　お嬢様、帰っていらしてたんですか！　早くこっちへいらしてください！」

「メアリ、無事だったか……っ？　おい、そんなに引っ張るな！」

　やってくるなりメアリに腕うでを思い切り引っ張られ、ロディアは無理やり居間へと引きずられていく。ロディアが抗議してみても、メアリは青ざめた顔で必死に主張した。

「無事も何もありませんよ、このままじゃ心臓がもちません！　だから、早く！」

「一体なんだっていうんだ……待て、一体相手はどんな客だ？　私にも、心の準備というものが──！」

　あまりの強ごう引いんさに戸と惑まどっているうちに居間へと押しこまれてしまい、ロディアは軽く嘆たん息そくして軍礼服の襟えりを整えた。

　壁かべ一面が書しよ棚だなになった部屋は、父の趣味を映して質素で落ち着いた場所だ。絨じゆう毯たんも、中に造花をかざった暖だん炉ろも、無骨でどっしりとした机や寝ね椅子いすも、とにかく古くて手入れがいい。

　そんな居間の窓辺に、恐ろしく華はなやかな一角があった。

（なんだ、これは）

　あまりに見慣れない光景に、ロディアは思わず何度か瞬く。

　緑柱石みたいな明るい緑の衣装を身にまとい、しだれた花の蔓つるが床ゆかまで届きそうな大きな花束を持った男性が、こちらに背を向けて立っている。

　身に着けたすべてのものが上質な光を帯びているうえ、背に零こぼれる髪かみも金糸みたいにきらきらと陽光を跳はね返すので、全身派手きわまりない。

　色しき彩さいの花束みたいな人物は、ロディアとメアリのやりとりにかすかに笑ったようだった。

「戦場ではいつも、心の準備は万ばん端たんなのにね。こんなときだけ戸惑うのが、君らしいよ」

（え？）

　その声があまりに聞き覚えのあるものだったので、ロディアは安あん堵どと困こん惑わくをいっぺんに感じる。ためらいがちに数歩部屋へ入りこみ、問いを投げた。

「君は──」

「ああ。僕だ」

　笑い含ぶくみで言い、青年は振ふり返る。

　繊せん細さいで完かん璧ぺきな美び貌ぼうに光が当たる。真っ白な肌はだに、高貴で物もの憂うい灰色の瞳ひとみ。

　見慣れているようでやけに新しん鮮せんでもある、男装のアルデア。

「……君だったか。見み違ちがえたよ。みんな謹きん慎しんを食くらっているというから、てっきりまた研究所に押しこまれたかと思っていたけれど──ほっとした」

　ロディアが心底嬉うれしく思って笑いかけると、背後で言い争う声が響ひびき、やがてどたばたとハロルドが現れた。

　彼は居間に入ってくるなり、アルデアの完璧すぎる美貌にぐっ、と一いつ瞬しゆんつまる。

「き……貴様、一体何者だ！　わたしの未来の妻に、一体なんのまねだ？」

　それでもどうにか必死に虚きよ勢せいを張るハロルドに、アルデアは切れるような笑えみを向けた。

「やあ、ウォルター卿のところのばか息子むすこ。久しぶりだな、元気だったか？　卑ひ劣れつな手でしか女性をものにできない臆おく病びようは治った？　そのくせ、僕の遊びからは怖こわいって言って逃にげ出した。本当に軍人の家に生まれたとは思えない男だったねえ、君は」

　なめらかに繰くり出される台詞せりふに、ハロルドは見る間に青ざめていく。

　記き憶おくを探さぐるように視線がさまよい、やがて彼はアルデアを指さして悲鳴に近い声をあげる。

「貴様、モーティマー家の、アラステア！　ばかな……お前は、死んだはずだ！」

「死んだよ。僕は死人だ。彼女が、それを一番よく知っている」

　アルデアはしれっとして言い、ロディアに優やさしい目を向けた。

　なんだか彼の目にいつもの毒が足りないように思えて、どこか落ち着かない気分になりながらも、ロディアは淡あわく微笑み返す。

「そうだな。私の部下は死人ばかりだから。もっとも、今日の君はあまりに美しくて、とてもではないけれど死体には見えないね」

「今回はね、カザルス提てい督とくがうまくはからってくれたのさ。謹慎って言いつつちゃんと自分の手の者をつけて、研究所から守ってくれた。だから僕もこうしてちょっと考えて、単独行動が取れたんだよ。……僕は今、こうするべきだと思ってね」

「なるほど。それはいい知らせだな。私も、君には訊きたいことがあったんだ」

　徐じよ々じよに希望の光が差してくるのを感じながら、ロディアは力強くうなずく。

　アルデアは今、自分の意志で動いている。

　そのことが何より嬉しく、心強く思えた。彼は元からとんでもなく優ゆう秀しゆうな人間だ。

　ただ、誇ほこりとやる気を見失って、本人も途と方ほうに暮れていたように見えていた。

　でも、今なら大だい丈じよう夫ぶな気がする。

　今の彼となら、本当に共きよう闘とうできそうだと思う。

　彼の目をのぞきこんで問いを重ねようとしたロディアを、アルデアは軽く手をあげていったんさえぎった。

「ごめん。君の質問の前に、僕の話をひとつ、聞いてくれる？」

「ああ、構わない。なんでも聞くよ」

「待てよ、アラステア。こっちの話も聞けって！」

　わめくハロルドのことは完全に無視し、アルデアはロディアを見つめて告げる。




「ロディア。僕と、結けつ婚こんしてくれないか」




　このうえなく大事に告げられ、ロディアはその場で凍こおりついた。

（今、このひとは、何を……）

　すぐに反応することはできなくて、目の前の綺き麗れいな顔を見つめる。

　アルデアの瞳はまっすぐにロディアのほうを見ていた。瞳の奥ではまだ不安げな色を揺ゆらめかせながらも、彼はその場にしっかりと立ち、視線をそらさずにいた。

「っ、貴様……！　何を血迷っているんだ！　いきなり出てきて、結婚だと!?」

　背後で傍ぼう観かん者となりかけていたハロルドが、やっと逆上した声をあげる。

　アルデアは自然にロディアの前へと歩み出ると、近づいてきたハロルドを見下すように見つめて囁ささやいた。

「そのとおり。何か文句があるのかい？」

「文句はある。彼女はわたしと結婚するんだ。父がそう決めた」

　アルデアの至近距きよ離りで立ち止まったハロルドは、おどすような口調になる。

　一方のアルデアは優美な所作で胸ポケットから飾かざり編みの布を抜ぬくと、ハロルドの手の上に落とし、その上から彼の手をそっと押しのけて答えた。

「そう。だけど、選ぶのは彼女だよね。とにかく僕の求きゆう婚こんを無理に止めたいというのならそれでもいいけど、そのときは正規の手順を踏ふめよ。貴族の誇りを傷つけない方法を選ぶんだ」

「となると、決けつ闘とうでございますか？　ぼっちゃまの剣けんの腕、久しぶりに見てみたいものですな。銃じゆうには劣おとりますが、実に鮮あざやかなものであったと記憶しております」

　エイムズが口を挟はさむと、ますますハロルドの顔色は悪くなる。

　アルデアがほぼ同じ高さのハロルドの目をのぞきこみ、完璧に美しい唇くちびるの笑みを深くした。

「死人だった間も、艦かん上じようでもたくさんひとは切り刻んでいたからね。腕は落ちてはいないはずだよ。どうする、いじめられっ子のハロルド。今なら僕に勝てると思う？」

　あからさまな侮ぶ辱じよくにハロルドは歯を食いしばって震ふるえ、今度はひかえめに叫さけんだ。

「ばかなっ、決闘なんて法律違い反はんだ！　この僕がそんなことをするものか！　いいか、アラステア。貴様の悪事はみんなが知ってる。貴様が貴族に返り咲ざくなんて、絶対にありえない！　いざとなったらありとあらゆる手を使って邪じや魔ましてやるからな。見ていろよ！」

　子供っぽい罵ば倒とうの後、ハロルドは大急ぎで居間から出て行ってしまった。

　すかさずメアリが駆かけていき、ハロルドを追い出してから玄関の鍵かぎをかけた音がする。

「まったく……本当に変な奴やつだな、あいつは。いつも行動が意味不明だ」

　ロディアはため息混じりに言い、少し緊きん張ちようしてアルデアのほうを見つめた。

　彼はエイムズに花束を渡わたすと、美しいまつげを伏ふせて言う。

「君に地上でちょっかいを出す男って、どうしてああなんだろうね。まあ、恋こい敵がたきが強力じゃないのは、僕にとっては幸運だけど」

　恋敵、という台詞が妙みように生々しくて、いきなりロディアの胸に刺ささった。

　恋敵。アルデアが、ハロルドの？　なんだかあまりにも現実感がないような気がする。

　ロディアは意味もなく自分の口元を押さえてつぶやいた。

「……ああ。まあ、あいつがおかしな奴なのは同意するが──」

「ロディア。僕は君が知っているとおり、人間のクズだよ。色んなものに負けてきた。モーティマー家のゆがんだ正義にうんざりして、それでも真っ向から逆らうことができなくて。結局、この世界の規則から外れることでしか、生きることができなかった弱い人間だ」

　アルデアの声は大まじめで、少し苦しげではあったが、しっかりしたものだった。

「……苦しかったんだな。でも、今、そう言える君が、素す敵てきだと思う」

　ロディアが本心から言うと、アルデアは素す直なおに微笑ほほえんだ。

　その顔がちょっとびっくりするほど綺麗で、ロディアはわずかに息を吞のむ。

　今まで、彼のこんな笑みを見たことがあっただろうか？

　なかった、ような気がする。

　アルデアはいつでも苦しそうで、いつも無理をして、作った毒々しさの裏に隠かくれていた。たまに素すを見せてくれるときの彼は、幼げで、苦しげで、今にもくずおれてしまいそうで。

　でも、今の彼は違ちがう。

　アルデアは悲しみを含ふくみつつも落ち着いた調子で言う。

「君がいたからだ、ロディア。君のおかげだよ」

「私の？　ばかを言うな。私は、あなたに何もできなかった」

　反射的にむきになって言い返すと、その手をアルデアの手が軽く包みこむ。

　細くて冷たい指の感かん触しよくに、なぜか背筋がぞくりとした。

　アルデアはロディアの手に視線を落とし、静かに言う。

「できていたよ。君はずっと、僕のためにかけがえのないことをしてくれた。君にとっては些さ細さいな、当たり前な、誰だれにでもすることでも、僕にとってはかけがえのないことだった。……君はいつだって、僕を許してくれただろう？　僕が、生きることを」

「そんなことは当たり前だ、アルデア。私は、君のことを──」

　愛している。

　口に出しかけた言葉が、妙に重くなって喉のどの奥につまる。

　ロディアはわずかにあえいだ。

　いけない。これを口に出しては、いけない。

　愛しているのは本当だけれど、でも、今これを口に出したら、彼を傷つけることになる。

　はっきりとした予感にさいなまれるロディアに、アルデアはゆっくりと視線を戻もどして、強い調子で告げた。

「ロディア。どうか、僕と結婚してくれ。君が一生僕の隣となりに居てくれるなら、僕はもう少し、ましな人間になれると思う。いや、どんなことがあっても、ましになるって誓ちかうよ。こんなふうに思ったのは、生まれて初めてだ。僕にはまともな人間だった時期がろくにない。きっとこれからも大変だと思う。でもね。君がいてくれれば、無理じゃない。きっと」

　命がけの誓いのような、力ある言葉だった。

　言葉の意味が沁しみてくると、ロディアの心臓は痺しびれたようになる。

　……嬉うれしい。

　あの、アルデアが。

　自分から、こうして強い瞳ひとみで、まともになると言っている。

　こんな日が来るなんて、正直思ってはいなかった。

　自分がどれだけ真しん剣けんに接しても、結局彼は苦しみと失望の中で死ぬのではないかと、心の底では恐おそれていた。そんな彼が、想像できるかぎりでは最高の状態でここにいる。本当によかった。どうかしあわせになってほしい、心からそう思う。

　──なのに。

（なんで、こんなに怖こわいんだ）

　殺されそうになったときだって、アルデアのことをこんなふうに怖いとは思わなかった。

　今はただ優やさしく手に触ふれられているだけなのに……怖い。

　震えるほどに怖い。

（ランセ）

　心の中でほとんど本能的にランセの名を呼んでしまい、ロディアは自分でぎょっとする。

　こんなときに、誰か他ほかの男性の名を呼ぶなんて。理性は淡あわく後こう悔かいしているのに、心には堰せきを切ったかのように熱い感情がほとばしり始めてしまう。

　ランセ。今、このときにあなたの声が聞きたい。あなたの指に触れられたい。抱だきしめたい。抱きしめられたい。どうしよう。どうしようもない。どうか、私を呼んでくれ。

　──来いよ。俺と一いつ緒しよに。

　──十年後も、一緒にいるだろ？

　──お前が欲しいんだ。全部。

　あなたに言われるなら怖くなかった。怖いどころじゃなかった。嬉しかった。目の前が鮮やかになって心が熱く震えた。

　けれど、実際に言われたときにはそんな自分に戸と惑まどって、必死に抵てい抗こうしてしまっていた。

　だって、あなたは本当に遠い、あこがれのひとで。

　ずっと夢にみていたひとで。

　あなたの背を見つめているのならともかく、横に立つなんて。その腕うでに抱かれるなんて、恐ろしい罪のような気がしていた。あなたを自分のところまで引きずり下ろしてしまうような気がして、だから、違うんだと思っていた。

　でも、本当はわかっていた。

「アルデア。アルデア──私は、私、は……」

　まともに話そうと思うのに、勝手に声が震えてしまう。

　格好良く、軍人として、レーン号の艦かん長ちようとして話したかったのに、とてもではないけれど無理だった。ロディアは歯を食いしばり、うつむく。

　目の奥が熱くなるのを感じて強く目を閉じ、そのまま一息に本音を吐はき出した。

「困っている。生まれて初めてくらいに、困っている。アルデア……あなたが、好きなんだ。本当に好きだ。あなたにしあわせでいてほしい。あなたがまともに生きる気になったと聞けば、心から嬉しい。それでも」

　一度だけ、言葉を切る。

　相手を傷つける覚かく悟ごをして、痛みの予感に震える。それでも、どうにか言う。

「私の心は、ランセのものになってしまったようなんだ。軍人としての心も……他のところも。すべて」

　かすれた声で言い切ると、ついに閉じたまぶたから熱いものが零こぼれた。

　ぽとり、と、ひとつぶの涙なみだが、ロディアの手を覆おおうアルデアの手の甲こうへと落ちる。

「……相変わらず、嘘うそのつけないひとだね」

　アルデアは小さく笑って、やけにゆっくりと言った。

　彼が涙の跡あとをなぞるように頬ほおに触れてきたので、ロディアはどうにか顔を上げた。

　みっともないとは思ったが、とにかく目を開けてアルデアを見つめる。

　ぼやけた視界の中で、アルデアは悲しそうに笑っていた。

「泣き顔も、綺き麗れいだ」

　柔やわらかに言って、アルデアは手を放してくれる。心のどこかがほっとするのを感じながら、ロディアはなるべくはっきりと言う。

「アルデア、すまない。……あなたと結けつ婚こんすることはできない」

　残ざん酷こくだとは思う。思うが、はっきり言わなくてはいけないところだとも思った。

　アルデアの名めい誉よのためにも、彼の心のためにも。

　もちろん、自分の心のためにも。

　結婚の申し込みを断られたアルデアのほうは、苦しそうに顔をゆがめて、かすかに囁ささやく。

「真ま面じ目め。そういうところが、好きだった、よ」

「アルデア──」

　名を呼んではみたものの、他に何を言っていいのかはわからない。

　アルデアは小さく笑い、金色の巻き毛を肩かたへ押しやりながら告げた。

「やれやれ。死にそうに心が痛いけど、すごくすっきりした。まるで生き返ったみたいな気分、ってやつ？　憎にくらしいけど、ランセの気持ちがちょっとだけわかった気もするよ。死にかけて生き返るたびにこんな気分を味わってるんなら、そりゃ軽かろやかにもなるよねえ」

　思ったよりもずいぶん平静なアルデアの様子に、ロディアはまた妙にじん、と来てしまう。

　ロディアがいなければ駄だ目め、と言ったアルデアの気持ちは本物なのだろうが、そうはっきりと言った時点で、彼はもう昔の彼ではないのだろう。
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　まだ胸には罪悪感と悲しみがあふれていたが、ロディアはあえて涙もふかず、アルデアに告げる。

「アルデア。勝手なことを言う。私はあなたに、まだ軍に居て欲しい」

　アルデアは苦く笑しようして、自分のつま先を見つめて答えた。

「確かに勝手だ。……僕はもう、僕の好きにする」

「そうか」

　残念なような、嬉しいような、複雑な気分でロディアはうなずく。

　その後は、しばらく沈ちん黙もくが続いた。

　不思議に気まずいものではなく、穏おだやかな沈黙だった。

　アルデアはほっとため息を吐き、エイムズを指で招く。エイムズは音もなく彼に近づくと、内ポケットから防水布に包まれた小さな包みを取り出して、ロディアに差し出した。

　ロディアは受け取り、その意外な重みに瞬またたく。

「──これは？」

「中に鍵かぎが入っている。『七本の林りん檎ご』通りの、王宮側から数えて三本目の路地の果てにある下水。中に入ると、その鍵で開く倉庫がある。旧神憑つきになる前から僕が使っていた、秘密の倉庫さ。そこに、今までの経験を元に作った武器が隠かくしてあるんだ。簡単な説明も添そえてあるから、君なら有効に使えるんじゃないかな」

「武器、か」

　そういえば、アルデアはとんでもない威い力りよくの爆ばく弾だんを作ったことが何度もある。

　彼の毒薬や兵器は大たい抵ていものすごい新技術を含んでいるのだが、こちらから頼たのんでも『材料がない』『気が向かない』といった理由でごまかされて二度とは作ってもらえなかった。

「組み立ては危ないからそっちでやってくれる？　僕は僕で、やることがある」

　アルデアは素っ気なく言い、じゃあね、とロディアにひらひらと手を振ふった。

　その横顔に何かを感じ、ロディアはついつい問いを投げる。

「アルデア。危険なところへ行くのか？」

　アルデアはちょうど歩き出そうとしていたところだったが、ふと足を止めて、そっぽを向いたまま苦笑した。

「ほんと、勘かんがいいんだから。……ま、簡単に殺されはしないと思うよ。僕のね、父さんのとこに行くんだ」

「それは──」

　思わずそのひとの名を呼びかけたロディアをさえぎるようにして、アルデアが告げる。

「僕の家は、旧神に関する秘密を抱かかえこんでる。もう、使えるものはなんだって使って旧神に対たい抗こうしなきゃならないときだってのに、とにかく秘密を死守しろっていう、過去からの制約に縛しばられてる。この戦争にミラがからんでるって国民に隠してるのも、どうせうちの父親の圧力だよ。あいつは神々のことは、あくまで世界の裏になくちゃいけないっていうんだ」

　まあ、ある意味もっともかもしれないけどね。

　アルデアはふと暗い瞳になってつぶやいてから、あらためてロディアを見やった。

　彼は少し目を細めて、まぶしそうに笑って言う。

「あの家の呪のろいは、この僕が、ぶち破ってみせるよ。君へのせめての贈おくり物だ。見返りは要いらない。もう、充じゆう分ぶんもらったからね」

（……なんて、優やさしい言葉なんだろう）

　優しい言葉。強い言葉。自分がもらうにはもったいないような言葉に、ロディアは震える。

　このひとは、本当にすごいひとだ。

「では、まいりましょうか、ぼっちゃま」

　エイムズが声をかけ、アルデアが小さくうなずいて身を翻ひるがえす。

　彼の後ろ姿を見ると反射的に追いたくなった。

　その衝しよう動どうを懸けん命めいに殺して、ロディアは彼の名を呼ぶ。

「アルデア！」

　無視されても仕方がないかと思ったが、アルデアは立ち止まって振り返ってくれた。

　だからロディアも、なるべく穏やかに笑おうとしてみせる。そして、力強く言う。

「生きて帰れよ。私はいつでも、君を待っているから。レーン号の仲間も、みんな同じだ」

　アルデアはロディアの言葉を聞くと、さも嬉うれしそうに華はなやかに笑った。

「──知ってるさ、そんなの」

　子供みたいにほんの少しだけ頬を上気させ、楽しげに言った彼は、ロディアが今まで見た中で一番綺麗に見えた。
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　そして、ロディアたちに謹きん慎しん命令が出た数日後。

　ロディアはポートマーの自宅でおとなしく──しているわけがなかった。

「やべー、無理だって！　俺、こういうのほんと無理だって！　どかーんつったらどうすんだよ！」

「あまり叫さけぶと、手先が狂くるって本当にどかんといくと思うぞ」

　淡たん々たんとロディアに言われ、カロルが真っ青になって黙だまりこむ。

　その横では、キニスとルーナ・ノアが、黙もく々もくと細いガラス管になにやら液体を詰つめる作業をしていた。

　ここはポートマーの運河沿い、使われなくなった造船所の片かた隅すみだ。天てん井じようは高く、場所だけは山ほどあるが天井も壁かべも穴だらけ。砂を敷しき詰めた床ゆかにはありとあらゆるがらくたが転がっている。

　そんな場所に古い作業台をいくつも持ちこんで、ロディアたちと水兵たち、さらに近所の住民たちがアルデアの『新兵器』を組み立てている。

　あっちでは大工仕事、こっちでは縫ぬい物が繰くり広げられる造船所の中、ロディアたちがやっているのは一番繊せん細さいな内部構造を作る作業だ。

「この戦いはミラを倒すまで終わらないが、旧神への対抗手段については、私はアルデアを信じて待とうと決めた。私たちがやるべきことは、彼が帰ってくるまで生き延びることと、ジェレマイヤから祖国を守ることだ。誤解から始まった戦争とはいえ、相手は強国。こちらは策なしではどうしようもない。新兵器でもなんでも、使えそうなものならどんどん使うべきだ」

　ロディアが言うと、カロルも小さくため息を吐ついて同意する。

「まーなー。アルデアの新兵器、しかもとびっきりっつったら外れはないに決まってる。しっかしまあ、よくもお前の一声でこんだけひとが集まるよなあ。給料でねえのに」

　カロルが背後に集まった百人近くの人間を見てぼやくと、ルーナ・ノアが作業台から顔をあげて言った。

「ロディア、もてるから」

「そのひとことで全部すんじゃうのが、なんとも言えないよねー、反論できないしねー……」

「それはそうと、よく、アルデアがこんなものを渡わたしてきましたね」

　キニスがごく普ふ通つうに話しかけてきたので、ロディアは驚おどろいて小型の樽たるから彼のほうへと視線を向けた。

　よほどの緊きん急きゆう時でもないのに彼が自分の喉のどを使って会話を試みるなど、奇き跡せきに近い出来事である。

（彼は彼なりに、緊きん張ちようでもしているんだろうか）

　不思議に思いながら、ロディアは答える。

「彼なりの、精せい一いつ杯ぱいの誠意だったんだろう。愛、と言ってもいいかもしれないけれど」

「愛なあ。愛でこんなもん作れちゃうならいいよなあ！　設計図見たって、俺にはちっとも仕組みがわかんないし」

「あーら、軍人さんはうちのお嬢じよう様さまと同じ、士官学校出なんでしょう？　こういうのも勉強なさるんじゃないんですか？」

　急に割りこんできたネライダのメアリが明るく言い、作業台に温かいお茶の入った茶器を置いていく。頬ほおをふわっとした白い羽でかすめられ、カロルはわずかに赤くなって身を避よけた。

「いや、しますけど！　しますけど、アルデアの知識は教科書に載のってるようなことの、三十年くらい先を行ってんですよ！　時限装置とかなんとかねえ。俺だったら面めん倒どうくさいから、こんなもの考えるより拳こぶしで敵を殴なぐっちゃえばいいと思うし」

「殴っちゃうの？　可愛かわいい顔して意外と乱暴なんですね。ちょっと頼もしいけど」

　メアリはくすくすと笑い、ロディアの前にも茶器を置いて去っていく。

　カロルはというと、茶器を両手で持って妙みように縮こまっていた。

　ロディアは彼を横目で眺ながめ、いささか複雑な思いでつぶやく。

「しかしカロル。君はどうして上官たる私にはしばしば友達口調なのに、うちのメアリと話すときはやたらと丁てい寧ねいなんだ？」

「は？　丁寧とか、べっつにー！　他意はねえよ！　俺は普通だよなあ、な、キニス？」

「……カロルにとっては普通だろう、って、キニスが」

　完かん璧ぺきにいつも通りになった士官たちのやりとりを聞きつつ、ロディアはかすかに微笑ほほえんでアルデアの残した設計図へ視線を落とした。

　そうしていくらもしないうちに、造船所の入り口のほうで騒さわがしい気配がし始める。

「アルバラード卿きよう！　ロディア・アルバラード卿はこちらか!?」

（誰だれだ。軍人か？）

　怪け訝げんに思いながらも、ロディアは立ち上がって声のほうへと歩いて行った。

「はい。私はここですが、何か問題でも？」

「自宅謹慎しているはずの君がこんなところにいるのは、問題は問題だが──これは？」

　入り口にたたずんでいたのは、階級的にはロディアのひとつ上になる海軍士官だ。

　ロディアの謹慎を見届けるためなら憲兵あたりが来そうなところだが、これは一体どういった事態なのだろう。いくらか警けい戒かいしながら、ロディアは背後を見やった。

　造船所中に転がっているのは、金属でしっかりと補強され、念入りに防水用のペンキを塗ぬられた小型の樽が数十個ほど。中には何やら、砂と複雑な細工が押しこめられている。

　そして、山ほど集まった一いつ般ぱん人たち。

（不ふ審しんは不審だろうが、説明して問題ないものかどうかは、まだわからないな）

　何しろこれはロディアの独断で作っている秘密兵器だ。へたな口出しをされるよりは、ぎりぎりまで黙っているほうが得策かもしれなかった。
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　ロディアは少し考えこんだ後、あえて平然と告げる。

「趣しゆ味みの工作です」

「……何……？」

　海軍士官は呆あつ気けにとられて瞬またたく。彼が何か言葉をつぐ前に、ロディアの背後で樽にペンキを塗っていた女たちが華やかな笑い声を立てた。

「あと、お茶会よ！」

「この街なら、ロディアと一いつ緒しよのお茶にはこれくらい集まるのが普通さ」

　女たちは言い、それぞれに無骨な茶器を持ち上げて見せる。

　ロディアは愛いとしい彼女たちに笑いかけ、軽く手を振ふった。

「ありがとう。私も、君たちとこうして同じ時間を過ごせて、本当に嬉しいよ。みんな、かけがえなく愛している」

　軽かろやかでありながらも真しん摯しな愛の言葉に、造船所はきゃあきゃあいう女の声で満ちあふれる。

　海軍士官はしばらく呆ぼう然ぜんと目を見開いていたが、やがて一度だけ頭を振った。どうにか気を取り直したらしい彼は、懐ふところから綺き麗れいに折りたたまれた書類を取り出す。

「君が変わり者だという話は聞いていたが、やはり実際目にすると違ちがうものだな。……まあいい。命令書だ」

「はっ」

　封蝋に押された印が海軍省本部のものであることを見てとり、ロディアは一転して真しん剣けんな顔で背を正す。

　海軍士官はそんな彼女に浅くうなずき、命令書を開いて読み上げた。

「本日付で、ロディア・アルバラード海軍少しよう佐さの自宅謹慎を解除。ポートマー軍港と、市街地の防衛を任せる。王国陸軍第九百師団と協力してことにあたること。国王陛下の名のもとに、奮ふん闘とうすることを祈いのる。海軍総司令官代理、セシリオ・カザルス。──以上だ」

「カザルス……司令官代理、ですか」

　驚きよう愕がくに目を見開いたロディアに、士官は小さく咳せき払ばらいして答える。

「そうだ。ウォルター卿は体調が優すぐれないとのことで、先日療りよう養よう所じよに入られた。その後、本部の投票でカザルス提てい督とくが大だい抜ばつ擢てきを受けたのだ。……歴代で最年少の司令ではあるが──あのひとは、すごいぞ」

　士官は含ふくみのある言いようで告げ、ロディアににやりと笑いかけた。

　その様子からして、カザルス提督がかなり無む茶ちやをしたことがよくわかる。

　それと同時に、本気の手しゆ腕わんを見せて皆みなを圧あつ倒とうしていることも。

（カザルス提督……ついに、やってくれたのか。この調子だと、ウォルター卿も本当に病気なのかどうかだが）

　あまりに早い対応は空そら恐おそろしくもあるが、それもカザルス提督が海軍の指揮権を握にぎった、という夢のような出来事には敵かなわない。

　これなら、どうにかなるかもしれない。

　カザルス提督は頭がよく、無む駄だなことはしない主義だ。ジェレマイヤがミラにだまされてマディスに宣戦布告したことも知っている。

　彼なら、最低限の被ひ害がいで戦争を終わらせる算段をしてくれるのではないだろうか。

　考えこむロディアに、士官はさらに続けた。

「カザルス提督は、ジェレマイヤ軍がやってくるであろう地点をふたつあげている。ひとつが北のエンダー・ネポス。もうひとつがこのポートマーだ。だが、我らに残された軍ぐん艦かんは充じゆう分ぶんな数がない。提督は北に賭かけた。ゆえに、このポートマーは念のための備えをするということになる」

「えっ、賭けたって、カザルス提督、そんなあっさり片方にしぼっちまったの？」

　背後でカロルが呆あきれ声を出したので、ロディアは少したしなめる視線を彼へと投げる。

「半はん端ぱに艦かん隊たいをふたつに分けるよりは有効だ。それに、我々には少数でも事態をひっくり返すだけの力がある。……そうだな？」

「まあ、そりゃそーですけどね」

　ロディアの言葉を受けて、カロルは決まり悪そうに頭を掻かいた。

　もっとも、ロディアとしても内心そこまで冷静なわけではなかった。

　ポートマーは大きな街だし、侵略者が首都へ向かおうという場合には要かなめともなる港だ。

　そこを、自分が指揮官として守る？

（ここでやっていることについての追及が案外浅かったのも、私が責任者になると知っていたせいかもしれないな）

　そんな些さ細さいなところでは納なつ得とくするが、ロディアの肩かたには今まで同様、もしくはもっと恐おそろしい重圧がのしかかってくることになる。

　レーン号という小さな世界を守ること、まではやってきた。

　しかし今度は、まさしく故郷を守る、という任務だ。

　自分にできるのだろうか、と、心のどこかが弱気になって囁ささやく。

　けれどロディアはすぐにぐっと拳をかため、そんな弱気を心から追い払はらった。何しろ、今までだってさんざん恐ろしい局面に立たされてきたのだ。

　自分たちが負ければマディスが負ける。なのに味方の援えん護ごは少しも望めない。

　今までのレーン号の任務はそうだった。

（今回はそれよりはマシだ。正規の命令で、幽ゆう霊れいとしてではなく、正しく軍人として他ほかの部隊との協力行動がとれる）

　それに、自分はもう決めたはずだった。

　アルデアを待つ間、できるかぎりのことをすると。

　そしてランセの故郷を守り、どうにか彼を取り返す、と。

　ロディアは緊きん張ちようを吞のみこみ、それを腹の底でゆるゆると熱い情熱に変えながら、きっちり敬礼した。

「謹つつしんで、拝命いたします！」

　彼女の完璧な敬礼に、海軍士官は少し安心したらしい。

　満足げにうなずき、再び懐に手を入れながら訊きいてくる。

「うむ。それで、君は、馬には乗れるか？」

「私はかつて、近衛隊におりました」

「ならば乗馬は完かん璧ぺきだな。海軍人には馬が苦手な者もいるが、今回は陸軍との共同作戦だ。馬に乗れないとつらいぞ。これが、カザルス提督がこちらへ回した物資の目録になる」

　そう言って士官が渡わたしてきた目録を、ロディアはざっと確かく認にんする。

　背後でこほん、とわかりやすい咳払いの音がしたので、ロディアは特に何も言わず、副長のカロルに目録を渡す。

　彼は素す早ばやく紙面に視線を落とすと、大きく目を瞠みはって声をあげた。

「なっ……！　ちょっと、かなりすげえじゃねーか！　野や砲ほうと主しゆ砲ほうが十二ずつ来てる。元からある砦とりでの砲ほう台だいも使えるし、こりゃ相当の戦争ができるぜ！」

「君は本当に大たい砲ほうが好きだな。物資に関しては、カザルス提督が陸軍に無理を言ってくれたのだろう。しかし、あのひとは無駄なことをするひとではないぞ」

　ロディアの声がかなりの重みを持っていることに気づいたのか、カロルは我に返った様子で彼女を見やる。

「えーっと、つまりそれって……」

　ロディアが答えを返す前に、カロルの後ろにいたルーナ・ノアがぽつりと言った。

「カザルス提督は、結構な確率で、ここも戦場になると思ってる、っていうこと」

「あー……」

　すべてを納得したカロルが、複雑な表情で黙だまりこむ。

　辺りに暗い雰ふん囲い気きが漂ただよいそうになるのを感じて、ロディアはあえて微笑ほほえんだ。

　長い金きん髪ぱつを翻ひるがえして振り返り、造船所の人々に向かって語りかける。

「大だい丈じよう夫ぶ。この街は、私が守りきってみせる。ここは私の故郷だ。ここ以外にはひとつもない。そうだろう、みんな」

　ひとりひとりに愛を語るような気持ちで言うと、自分の心も少しだけ強くなるような気がした。同時に、周囲の雰囲気もふわりと持ち上がる。

　人々の顔によぎった暗い気配が消え、明るい声が飛ぶ。

「ロディア、信じてるよ！」

「相変わらず男より男前だぜ！　もうちょっと、俺たちにも頼たよってくれよ！」

　懐なつかしいひとたちの懐かしい声が本当に嬉うれしくて、ロディアが最初に浮うかべた少し無理のある微笑みも、すぐに本当の笑えみになる。

　最後に傍かたわらを見ると、使用人のメアリがじっとロディアを見つめていた。

　目と目があった瞬間、彼女は花がほころぶように笑って言う。

「信じてますわ、お嬢じよう様さま」

　お嬢様、という懐かしい呼び方が、ふと昔の記き憶おくを蘇よみがえらせた。

　少女だった自分の親でもあり、姉でもあったメアリ。

　ロディアが最初に守ろうとして、守れなかったひと。

　ロディアは彼女の、どこか強くて悲しげな瞳ひとみを見つめながら、心の中で強く誓ちかう。

（信じていてくれ。私は絶対に、ここを踏ふみ荒あらさせはしない）

　ここが、自分の故郷。

　そして──できれば、ランセの故郷も、ここであるといい。あなたも無事にひととして、ここに戻もどってこられるといい。……いや、違ちがう。必ず、取り戻してみせる。

　ロディアは眉まゆ根ねを寄せて、しばし祈るように頭こうべを垂れた。

　──昔は、ランセがロディアを守ってくれた。

　顔も知らない幼い少女を守るため、必死に戦ってくれていた。

　十数年経たった今は、ロディアが戦う。

　ランセを信じて、どうにか、できるだけのことをして彼のほうへと手を伸のばす。

　だからどうか、できることなら、私の名を呼んで欲しい、とロディアは願う。

　あなたが今、どんな苦しみの中にいるのか、果たして苦しみの中で意思を保てているのかはわからない。でも、できることなら名を呼んでくれ。

　あなたが求めてくれている限り、自分はどんなところにでも行ける。

　そんな気がしているから。
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　──綺き麗れいな、羽根ですね。

　誰だれかが耳元で囁く。穏おだやかで落ち着いた女の声だった。

　懐かしい声。聞いているだけで、心が優やさしくなっていくような声。

　──お前、誰だ？

　ランセが訊くと、声の主は少し笑う。

　──覚えてくれなくていいのです。私はただの人間だから。

　──いや、ただの人間ってこたねえだろ。お前はお前だよ。俺と何が違う？　羽根がないってとこか？　魔ま法ほうが使えないってとこか。ただそれだけじゃねえか。お前は綺麗だし、ネライダ同然に誇ほこり高い。うちのご先祖がまき散らしたあほな巨きよ人じんを倒たおすために、はせ参じてくれた。お前たちは、俺の友だよ。

　──人間が友、ですか。陛下、あなたは変わっていますね。

　──変わってねえよ。単に、俺は俺なんだ。俺はここにいるひとりだけ。ただそれだけの話だ。こっちへ来い。お前に、印をつけてやる。もう一度会ったときにはわかるように。これは、お前が戦う者だって印だ。ほら、来いよ。こっちへ来い。俺の、石榴ざくろ。

「──……！」

　石榴、という言葉に襟えり首くびをつかまれたかのように、ランセの意識は急激に覚かく醒せいした。

（なんだ、今の。俺の声？　いや、違うだろ。俺は、あんなこと知らない）

　変に長く寝ねてしまった後のように、頭の芯しんがぼうっとしている。

　ここはどこだ？　自分は何をしている。何ひとつわからない。

　わからないままに目を開けると、強い風を感じた。

　泣くような音を立てて吹ふく風が、自分の黒くろ髪かみを、奇き妙みような衣装を、大きな羽をばたつかせている。羽──そう。羽だ。今の自分には、羽がある。

「どうなっちまってるんだ、一体──」

　顔をしかめて辺りを見み渡わたすと、周囲にはどことなく見覚えのある海が広がっていた。

　ぱっと見る限り、自分がいるのはマディス近海の巨人の塔とう諸島のひとつのようだ。ぽつぽつと海にばらまかれた諸島にはそれぞれ塔のような岩山がそびえ立っており、ランセは今、そのひとつの岩いわ棚だなに腰こし掛かけている。

『気がついたの、ランセ。思い出したの？　自分のこと』

　不意に胸の奥から甲かん高だかい声が響ひびいてきて、ランセは軽く顔をゆがめる。

「ミラ、てめえ。ずいぶん親密な距きよ離りまで近づいてきたじゃねーか。いつ、俺がてめえに心臓をやるって言った？」

『言われなかった。でも、ミラが勝手にもらったよ。だって、ランセは死んでしまったんだもの。ミラが蘇らせたんだもの。よかったね。あそこで死ななくても、お前の寿じゆ命みようはもうほとんど残ってなんかなかった。ミラが蘇らせたこの体なら、もっと生きられるよ』

　一度死んだ、と言われると、心臓の上に銃じゆうで撃うたれたときの衝しよう撃げきの記憶が蘇った。

　撃たれた途と端たんにすべてが遠くなり、必死にロディアに手を伸ばしたこと。

　いくら喋しやべっても、耳を澄すませても、彼女の声が遠くなっていって。耐たえ難がたい眠ねむ気けと安あん堵ど感かんと同時に、酷ひどい悲しみを覚えたこと。

「ロディア」

　思い出すと勝手に胸が熱くなり、唇くちびるは彼女の名を刻んでいた。

　途端に心臓がきゅっと縮まるような感覚があって、ミラの憤ふん慨がいしたような声が響く。

『また！　お前はまだ、あんな人間の名を呼ぶの。あんなの、ただの石榴なのに！』

「ただのじゃねえよ。俺にとっちゃ、たったひとりの女だ」

『……酷い。ミラは!?』

「お前は神さんなんだろ!?　張り合うなよ、そんなとこで！」

　思わず本気で呆あきれかけて叫さけぶと、ミラは何やら苛いら立だちを含ふくんで沈ちん黙もくした。

（なんなんだこいつ。ほんとに子供だな）

　今さらながらランセが呆れていると、ミラは憮ぶ然ぜんとした調子で言う。

『私は、ひとには神と呼ばれる存在になったけれど、元は違った。元は、ネライダが私たちを生んだ』

「……ほんとか？」

　一度も聞いたことのなかった話に、ランセはびっくりして聞き返す。

　ミラはまだ不ふ機き嫌げんそうではあったが、聞かれるままに答えてきた。

『本当。ミラだけじゃない。ケロスも、フテラも、みんな、元はネライダが生んだ魔法の生き物だ。ミラは、他ほかのものを生むついでに出来た、おまけ。昔のネライダの王の邪じや悪あくな心から偶ぐう然ぜん生まれた。愛するものを殺して喰くってしまいたいような、平和を退たい屈くつと思い、殺し合いのさなかに生き甲が斐いを感じるような。そんな心から生まれた。私は混こん沌とんの中の混沌。そして疎うとまれ、数代後のネライダの王、【鷹たかの翼つばさ】と、石榴の瞳の人間たちに体を奪うばわれた』

「お前──それで石榴が嫌きらいなのか」

　まるきり神話の話だが、ランセもネライダの魔法については多少聞いたことがある。

　その昔、ネライダやフィズィ、一部の人間は魔法を使ったという。しかしその魔法は、ネライダの国と共に失われ、ネライダとフィズィは人間の奴ど隷れいとなったのだ。

　けして体が強いほうとはいえないネライダを、世界の支配者としたほどの魔法。

　それこそが、この世に旧神を生んだのか。

　世界の根幹に関かかわる途と方ほうもない話を、ミラは無む邪じや気きな様子で続ける。

『そう。だけど、ミラは創造主たるネライダのことは好き。お前は私から体を奪った【鷹の翼】の魔法と血を色いろ濃こく受け継ついでいるから、お前を感じると恐きよう怖ふと憎ぞう悪おが入り交じって心が震ふるえて、愛みたいなものになる。……愛している、ランセ。愛しているから、私はお前を殺して喰ってしまうよ』

「そりゃまた。熱ねつ烈れつだなあ、おい」

　唇に失しつ笑しようを浮うかべながら言いつつも、ランセはミラの言葉に思いをはせていた。

（魔法を受け継ぐってのはよくわかんねーけど、時代が時代なら、俺はネライダの王族だったかもしれないってことか）

　ひとを統すべ、魔法を使ってこの世界に君臨する。

　正直言って、想像もつかないほどの栄光だ。

　実際にランセに与あたえられたのは、まったく逆の人生。物心つく前に両親とは引き離はなされ、奴隷として売られて、籠かごの中に捕とらわれて。

　その後も、ひたすらに人間たちに翻ほん弄ろうされた。

『ねえ、【鷹の翼】。そろそろ思い出したのなら、お前も人間が憎にくくなってきただろう？　ミラがお前を喰ってしまう前に、私たち、一いつ緒しよに人間たちに復ふく讐しゆうしよう。今のお前の体は、前よりずっと強いよ。色々、ミラが助けてあげるよ。──ほら、こんなふうに』

　心臓の位置でミラが囁ささやき、ランセは彼女の声に導かれるように視線を海面へ落とした。

　青く澄み切った海の向こうには、マディス王国がある。

　そして、マディスの海軍人にはおなじみの街、ポートマーが。

（あそこはロディアの、故郷だな）

　ランセはふと、懐なつかしい軍港と、牡か蠣きを焼く匂においと一緒に、雪の道ばたにたたずんでいた彼女のことを思い出した。

　しんしんと冷えた街路に立っていたロディア。

　必死で、真しん摯しな、すがるような目でランセを見上げていた彼女。

　あのときランセは、ほんのわずかな間、十数年前のロディアの幻げん影えいを見たような気がする。

　よそ行きのドレスを着て、ネライダの使用人を連れた、小さな少女。

　英えい雄ゆうであるエリアスを褒ほめ称たたえ、殺せ、戦え、と腕うでを振ふり上げる群衆の中に交じって、彼女は懸けん命めいに彼の乗った馬車を見ていたのだろう。

　群衆はやがてエリアスに絶望したが、ロディアはきっと、エリアス・オルディアレスの死を、本当に悼いたんでくれたのだと思う。

　そうでなくて、どうして女が自分で戦おうなんて思うだろう。

　本当は戦いを男に任せて家にこもっていられる身に生まれたのに、ロディアはまっすぐに軍人を目指した。

　そして本当に、ランセの傍かたわらに立った。

　──あなたを守る。

　──黙だまって私についてこい！

　天地がひっくり返るかと思った、あの言葉。

　驚いた。でも、嬉うれしかった。

　びっくりするほど、嬉しかった。

　生意気だとか、冗じよう談だんだろうとか、そういうことを考えさせてくれる余地のない、勢いのある言葉だった。

　あんな人間も、世の中にはいる。

　それに、王になることを約束された高貴な身でありながら、病に冒おかされ、奴隷出身のランセを唯ゆい一いつ無二の友として心底愛してくれている国王も。

　ランセのことを憎みながらも、なんだかんだで手を伸のべてくれるカザルスも。

　それぞれに事情を背負っているのに、自分たちの寿命を支し払はらいながら飄ひよう々ひようと付いてきてくれるレーン号の仲間たちも。

「……悪くねえよな」

『何？　何が、悪くないの？』

　ミラの声が再び不機嫌そうになるのを聞きながら、ランセは少し笑った。

　下を見ればめまいがしそうな岩棚に立ち上がり、マディスとは逆方面に視線を投げる。水平線まで綺き麗れいに晴れた午前だ。

　しかし、よくよく見ると、水平線の一部に不自然な黒い霧きりがかかっているようにも見えた。

（あれは……こないだの、ミラが変形させたアルモニアによく似てやがる）

　記き憶おくをひっくり返しながら、ランセはミラに向かって告げる。

「悪くないってーのは、俺の人生だよ。確かに王じゃなかったかもしれねえが、それがなんだ？　俺は何ひとつ後こう悔かいなんざしてねえ。大変なことは山ほどあったけど、いつだってものすごく面おも白しろかった。人生なんつーのは、結局面白いかつまんないかのどっちかだろ」

『……そう。だったら、もっと面白くしてあげる』

「うん？　させねえよ」

　ランセは軽く答え、いきなりミラの声がする心臓の上をつかむ。

　指に集中すると、以前とはくらべものにならないほどの力が出た。ミラが言ったことは本当なのだ。この身体はすっかり作り変えられている。

　多分、このまま力をこめれば骨の間から心臓だって貫つらぬけるのではないだろうか？

『嫌いや！　駄だ目め、やめて！』

　ランセの考えでも読んだのか、ミラが悲鳴のような甲かん高だかい声をあげる。

　同時に脳天を強く殴なぐられたような衝撃が走り、一いつ瞬しゆん全身が痺しびれて動けなくなった。

「……っ……！」

　息がつまる。目の前がすっと暗くなる。

　──でも、だからどうした。

　ランセはかすかに痙けい攣れんする唇で微笑ほほえみ、無理やり呼吸を取り戻もどして囁く。

「調子に乗ってんじゃねえ。こんな体、お前に使われるくらいならとっとと廃はい棄き処分にしてやるぜ」

『ばかな……！　そんなことをしたら、お前も死ぬ！』

「だから、今さらそんなことでひるむかっつーの！」

　呆れたようなランセの言いように、ミラは癇かん性しよう気味に叫んだ。

『どうして？　大体、どうして今さら目を覚ましたの？　そんなに投げやりなら、ずっと眠ねむっていればいい！　ミラに任せていればいいのに！　どうしてそうしないの？』

「そんなもん決まってる。俺は、自分の魂たましい、半分ひとに預けちまってるんだよ。お前なんかに全部任せるなんて、やりたくてもやれねえよ」

　ランセは言い、軽かろやかに笑う。ここにある体は、すでにミラのものなのかもしれない。しかし、魂はけして彼女のものになんかならない、そんな勝手な自信があった。

　自分の魂のかけらは、今もロディアが持っている。

　そう思うだけで、まだ充じゆう分ぶんに戦えそうな気がする。

　ランセは心の中で、強くその名を囁いた。

　──ロディア。

　もうちょっとだ。何か、もう少し。

　少しのきっかけがあれば、ひっくり返せる。

　そのきっかけが現れるまで、あとちょっとだけ。あきらめないで、待っていろ。
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「──嫌な霧が出てる」

　ルーナ・ノアがぽつりとつぶやき、晴れた海の向こうを見やる。

　ポートマーの軍港へ続く狭せまい海かい峡きように浮かんだ小型艦かん、そのマストの上にしつらえられた狭い見張り台に、ルーナ・ノアはいる。

　彼女は常にゆっくりと揺ゆれている狭い見張り台に危なげなくたたずんでいたが、すぐに手すりを乗り越こえてするするとマストを下りていった。

「ロディア。水平線に、黒い霧。この間ミラがジェレマイヤの船を壊こわしたときに出てたのと、同じ霧だと思う」

　艦かん尾び甲かん板ぱんに駆かけ上がって言うと、ロディアが少しばかり憂うれい含ぶくみの顔で振り返る。

「そうか。距きよ離りは？」

「四千四百クルース」

「近いな。わかった。ありがとう」

　ロディアはくしゃりとルーナ・ノアの銀ぎん髪ぱつを撫なで、再び水兵たちへ向き直った。

「静かに──静かに。そうだ、そこへ下ろせ」

　ロディアの指示で水兵たちが綱つなにとりつき、滑かつ車しやを使って船から防水加工をほどこされた樽たるを海面へと降ろしていく。樽の中身は、ロディアたちが総出で作ったアルデアの新兵器だ。

　現在、それを海面に設置する作業中である。

「しかしこれ、ひやひやもんだな」

　いつもはひたすら陽気なカロルも、今は彼女の傍らで冷や汗あせを浮かべながら作業の様子を監かん督とくしていた。ロディアは樽から視線を離さずにうなずく。

「時限装置はついているからこの船は安全なはずだが、しばらくしてから船でこいつにぶつかったら、その場でどかん！　だ」

「冗談じゃねえぜ、まったく」

「……それにしても、実用に耐たえるのかね、これは」

　最後にいかにも疑わしそうに訊きいてきたのは、陸軍の黒い士官服を身にまとった男であった。

　彼は今回、ロディアたちと共同作戦を行う陸上部隊の指揮をする大たい尉いである。

　ロディアはなるべく落ち着いた様子で大尉に向き直り、腕でぐるりと周囲を示して見せた。

「私たちの仲間が残してくれた発明です。使い方は難しいが、この地形なら効果はあると信じている。敵はポートマーの軍港を手に入れるためには、この海峡を通らなくてはならない。まずは両岸の大たい砲ほうで彼らの上陸を阻そ止しして、この一番狭い場所へと追いこむ。そこで船がこの浮うかんだ樽の突とつ起きにぶつかると、樽は砲ほう艦かんが使う榴りゆう弾だんの百倍の威い力りよくで爆ばく発はつします」

「百倍、か」

　大尉の言葉が今ひとつ実感を伴ともなっていないのは、まあ仕方のないことだろう。

　ロディアとて堂々と言ってはみたものの、この新兵器がどれほど役に立ってくれるのかに不安はある。何しろ新兵器なのだ。まだ実験も充分ではない。

　とはいえ、味方の主力は北のエンダー・ネポスに集中的に配備されていて、ここにはろくに軍ぐん艦かんもいない。

（とにかく、策を使うしかここを守る方法はないんだ。新兵器の配備、そしてあとは、なるべく敵味方の被ひ害がいを抑おさえるために──そうだな）

　ロディアは形良いあごに指を添そえて樽を眺ながめ、少し離はなれて立つキニスに声をかけた。

「キニス。何か、こいつに名前をつけてくれないか？」

「名前？　そんなもんつけてどーすんだ。しかもキニスにつけさせたら、『愛を終しゆう了りようさせるための挽ばん歌か』とか、ろくでもねーのがつくぜ。賭かけてもいい」

　カロルは顔をしかめて口を挟はさむが、キニスはぼんやりと樽を見ながらしばし考えこむ。

　そしてポケットから取り出した紙束に鉛えん筆ぴつで何やら書き、ロディアのほうへと差し出した。

　どんなとんでもないものが来ただろう、と、どきどきしながら受け取ってみると、書かれていたのは意外にすっきりとした名前だ。

　ロディアはすぐにそれが気に入り、淡あわく微笑んで顔を上げた。

「大尉。私はこれの名前を、『水すい雷らい』と決めました。なかなかいい響ひびきだと思いませんか」

「『挽歌』よりはだいぶマシだとは思うが、それがどうしたのかね」

　レーン号士官たちの調子に少々呆あきれ気味になってきた様子の大尉に、ロディアは言う。

「大げさな名をつけて、噂うわさを流すのです。こっちには何やら怪あやしげな新兵器があるぞ、と。そんな噂やはったりも、ときには結構な武器になる。……私の上官が、教えてくれました」

「ふむ。一理あるのか、そうでもないのか。海軍は変わり者が多いな」

　大尉は難しい顔で言って水雷を見つめていたが、やがてうなずいて踵きびすを返した。

「まあ、いいだろう。とにかく爆発に我々を巻きこんではくれるなよ。打ち合わせ通り、陸上部隊は主戦力をこの奥の高地に配置し、敵の上陸を警けい戒かいする。健けん闘とうを祈いのる」

　カロルは一応敬礼して小こ舟ぶねで去っていく大尉を見送り、ちらとロディアを見やる。

「あの大尉の言ってることって、自分たちは奥で待ち伏ぶせしてるから、港の防衛はよろしくね、ってこったよな？」

「そういうことだ。そのほうが彼らにとって効率的なんだろう、わからないでもないよ。それよりも──そろそろ、水雷の設置を急がないといけない頃ころ合あいだろうな」

「……やっぱ、来ちゃう？」

「ルーナ・ノアの報告が正しければ」

　ロディアの答えに、カロルは軽くうめき声をあげた。

「ああ、じゃあ駄目じゃねーか。来ちゃうわ、そりゃ」

　ロディアとしても同じ意見だ。ルーナ・ノアは、水平線の黒い霧きりは、以前ミラが作り出したものと同じではないかという。

　と、いうことは。水平線の向こうには、ほぼ確実にミラがいるのだろう。

（しかし、ミラだけならばこんなにゆっくり近づいてくる必要もないはずだ）

　嫌な予感にさいなまれ、ロディアは望遠鏡をのぞきこんだ。そのまましばらく水平線の霧に集中した後、ロディアは鋭するどい声を飛ばす。

「カロル、見ろ」

「え、何？　どうした？」

　ロディアのただならぬ言いように、カロルもぱっと表情を改めて望遠鏡をのぞいた。

　舵だ輪りんについたキニスと、舷げん側そく近くにいるルーナ・ノアもまた、同じ方向を見つめ続ける。

　そうしているうちにも水平線の霧は徐じよ々じよに大きくなり、やけに見慣れた姿になった。

「あー……？　こりゃあ、霧っていうか……船の形の、雲……か？」

　つぶやくカロルの声が、呆あつ気けにとられたものになっている。

　それはそうだろう。ロディアの喉のども、さっきからからからに渇かわいている。

　水平線に現れたのは、あまりに異い様ような黒い戦列だった。

　ずらりと並んだ戦せん艦かんは、ざっと二十以上はあるだろう。

　それらのすべて、威容を誇ほこる高いマストも、白いはずの帆ほも、金にきらめいているであろう船首像も、すべてが黒い霧に覆おおわれている。

　まるで──以前見た、アルモニアを乗せた廃はい船せんのように。

　そのとき、不意にルーナ・ノアが口を開いた。

「ロディア。あの霧、多分、旧神なんだと思う」

「旧神？　あの霧自体がか。ひょっとして……」

　ロディアが聞き返そうとした言葉を、ルーナ・ノアは珍めずらしくさえぎって言う。

「そう。ランセが海かい賊ぞくの格好で追っていた、アルモニアの残ざん骸がいを乗のせた廃船。あれを覆っていた霧と、同じように見える。あの霧は、本当に細かな、文字の集まり」

　酷ひどく真しん剣けんに響く彼女の声に、ロディアも表情を険しくした。

　手にした望遠鏡を縮めながら、ロディアは囁ささやく。

「これでわかった。──ミラは、ジェレマイヤの艦かん隊たいに旧神を憑けたんだ」

　彼女の言葉に、レーン号の士官たちには今まで以上の緊きん張ちようが走る。

「それって……ジェレマイヤの奴やつらは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　いささか心配そうにカロルが言い、ロディアは首を横に振ふる。

「それはわからない。とにかく、ミラはジェレマイヤを誤解させて戦争を引き起こすだけでは満足しなかった。あそこにいる艦隊はおそらく……」

「艦かん長ちよう！　アルバラード艦長！　首都から報告です！」

　不意に飛んできた兵士の怒ど鳴なる声に、ロディアは我に返って陸を見た。

　早足で舷側に歩み寄ると、十数クルースほどしか離れていない海峡の縁へり、野や砲ほう陣じん地ちとなっている陸地で兵士が手を振っている。

「なんだ、そこから言え！」

「はい！　北のエンダー・ネポスで、マディス艦隊主力とジェレマイヤ艦隊が接せつ触しよく！　ただし、ジェレマイヤは二十隻せき少々の規模で、主力は他ほかにあると思われます！」

（やはりか）

　ロディアは軽く唇くちびるを噛かんでから、兵士に怒鳴り返す。

「ご苦労だった、今は市役所が防衛本部だ。本部に戻もどってから、こちらの隊に合流しろ！」

「……カザルス提てい督とく、予測外しやがったな。そもそも敵の狙ねらいはこっちだったか」

　珍しく真ま面じ目めな声で言うカロルに、ロディアは陸を見つめたまま浅くうなずいた。

「ああ。そのうえ、さらにミラまでくっついてきた。と、いうことは──」

　絶望的状じよう況きよう、だろうか。

　普ふ通つうならそう言うだろう。

　しかし、ランセならそんなことは言わない。

　ロディアは一度しっかりと目を閉じてから、決意を固めて振り返った。

「全部まとめて来てくれるなら、我々がすべての決着をつけられる、ということだ。歓かん迎げいしてやろうじゃないか！」

　彼女の思いきった台詞せりふに、馴なれない水兵たちは皆みな、ぽかんとしてしまう。

　一方レーン号の士官たちは皆、かすかに笑えみを含ふくんだ。

「ま、あんたらしいぜ」

　カロルが頭の後ろで手を組んでにっこり笑う。

「ロディアが命令するなら、なんでもする」

　ルーナ・ノアが紫むらさきの瞳ひとみを細めて告げる。

　キニスは黙だまったまま、緩ゆるやかに一度だけ瞬またたいた。

　ロディアはすべてを視界に入れて、レーン号のみんなを、そして誰だれより、自分を奮い立たせるために声をあげる。

「いいか？　敵は旧神、【ミラ】。私たちの力で、マディスを、そしてジェレマイヤを、ミラの支配から救ってみせる。この戦争は人間同士のものであってはならない。──これは、神殺しのための戦いだ！」
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　絶え間ない砲撃の間をぬって、カロルが叫んだ。

「──ロディア、やっぱこりゃおかしいぜ。あの霧って、煙えん幕まくみてーな効果だけじゃねえよな、これは」

「……私も、それを考えていたところだ」

　ロディアは苦く答える。

　水平線に船せん影えいが見えてから、実際の戦せん闘とうが始まるまでにそう間はなかった。

　水雷の設置をぎりぎり間に合わせた後、海かい峡きようにさしかかった敵てき艦かんを陸にあげまいと、絶え間ない砲ほう撃げきが始まってしばらく経たつ。

　ロディアたちがいるのは、戦場となっている海峡の奥。

　巨きよ大だいな主しゆ砲ほうをそろえた陣じん地ちの塹ざん壕ごうの中だ。

（大たい砲ほうの配置は問題なかったはずだ。実際、弾たまは集中して敵艦に当たっている。なのにここまで敵の損害が軽けい微びだというのなら、相手がおかしい。あの旧神の霧が作用している）

　厳密にどんな効果があるものなのかがわからないのが痛いが、旧神が邪じや魔まをするならその処理をするのは自分たち以外にいない。

　ロディアはひっそりと決意を固め、冷たくなっていく手のひらを握にぎって、抑えた声で言う。

「このままでは水雷も効かないだろう。敵の上陸を許せば泥どろ沼ぬまだ。こうなったら、ひとつひとつ、船からあの霧を引きはがしていくしかない」

　自分で言いながら、少し滑こつ稽けいなほどに無理のある話だと思った。

　引きはがすといっても、細かいやり方など少しもわからない。

　それでも、やるしかないのだ。

「カロル──」

　ここの指揮を引き継ついでくれ、と続けようとしたロディアを、カロルが妙みように明るくさえぎる。

「だったらそりゃ、俺の役目だな」

「いや、違ちがう。やるなら私が──」

　戸と惑まどってロディアが言うと、不意にカロルの瞳が殺気を帯びた。

　反論する暇ひまも与あたえずに、カロルが囁く。

「ばっかじゃねーの、それ、本気で言ってるのか？　お前は指揮官だろ？　部下を使えよ」

　お前はもう、覚かく悟ごしたんだろ、と。

　彼の声にならない声が聞こえたような気がして、ロディアは何も言えなくなった。

　そうだ。そのとおりだ。ロディアはカロルに言ったはずだ。

　──その命、私にくれ、と。

　その言葉に応じた彼の心を、無む駄だにすることはできない。踏ふみにじることはできない。

　ロディアは一度だけ強く歯を食いしばり、カロルの瞳をのぞきこんだ。にじみでる彼の殺気に負けないように、あくまで冷れい徹てつに言う。

「──カロル。旧神能力の使用を許可する。敵艦隊の、旧神を滅ほろぼして来い」

「了りよう解かい、艦長！　任せとけ。こんなもん、俺ひとりで充じゆう分ぶんだぜ！」

　軽かろやかに言って、カロルは身を翻ひるがえした。

　右往左往する砲ほう兵へいたちをかき分けて、彼は石いし壁かべの上へと躍おどり上がる。

　主しゆ砲ほう陣じん地ちは海よりもだいぶ高い場所にあった。右手側の奥にはポートマーの港。

　その前に水すい雷らい源。

　水雷をうまく働かせるためにも、旧神をどうにかしなくてはならない。

（あのアルデアが、せっかく残してった発明品だもんな。華はな々ばなしく活かつ躍やくさせてやらねーと）

　カロルは思い、左手から迫せまり来る巨大な艦かん船せんに向き直った。

　狭せまい海峡を一列になってやってくる船。

　まだ砲撃を続ける味方の砲ほう煙えんで灰色に煙けむり、そのうえ旧神の霧きりで黒々としたものを渦うず巻まかせた、まるで雲の固まりみたいな巨大なものが迫ってくる。

　まったく、船ってやつは大きい──カロルはそう思う。

　彼は大きいものが好きだ。大きくて、強いものを見るとわくわくする。

（で、俺にはそいつを指一本で無力化する力がある、ってこった）

　自分の体の中に取り憑つき、命を食い物にしている得体の知れない敵、旧神。その力を使うたびに寿じゆ命みようが縮むと思えば、怖こわくないというのは嘘うそになる。

　でも、まったく楽しくないかというと、それも嘘だ。

　力があるのは、嬉うれしい。

　力さえあれば、むやみやたらに屈くつ服ぷくせずにすむ。自分の命の賭かけどころを決められる。

「これがあんたの言う自由ってやつですかね、ランセ艦長！」

　景気づけに明るく声に出し、カロルは意識を心臓の上に集中した。

　自分の心臓の上に刻まれた、旧神の名前。心から憎にくらしくて、どこか信しん頼らいもしているそいつの名を高らかに呼ぶ。

「さあ来いよ、俺の旧神、氷を炎ほのおに、溶よう岩がんを貴婦人の心に変えちまう熱の神、【セルモクラスィア】！　俺の命を対価に、俺に力を寄こせ！」

　普ふ段だんの呪じゆ文もんは無視で、好き勝手に叫さけんだ。それでもどっと耳の奥で旧神の囁ささやきは大きくなり、目の前が灰色に塗ぬりつぶされる。今まで見えていた光景が、すべて灰色になる。

　灰色の巨大な戦せん艦かんの腹からのぞく、何十門もの灰色の大砲。

　それを操あやつる灰色の人々。すべてが味気なく、しかしいつもよりはっきり見えた。

「みんな戦闘ご苦労さん。だけどな、今はちょっと、黙っとけ！」

　叫ぶと同時に、視界に目を凝こらす。見えている温かいものすべてを視線でなぞると、次々に温度が反転していく。人々は凍こごえてその場に棒立ちになり、あるいは我が身を抱かかえてしゃがみこみ、大砲に火をつけるはずだった炎は冷気の固まりになって消える。

　得体の知れない事態に、ジェレマイヤ艦かんの上は一気に大おお騒そう動どうとなった。

　わめく声。震ふるえる声。何があった、と士官が叫ぶ。

　カロルは地を蹴けり、そのまま十数クルースの距きよ離りを軽々と飛んで、敵艦の甲かん板ぱんに降り立つ。

　旧神を召しよう喚かんしている間、彼は自分が『できる』と信じる限り、普段と同じような感覚で、普段よりかなりとんでもないことができる。

　その代わり、心が弱って『自分』を見失ったら、その力を信じられなくなったら、あっという間に旧神に吞のみこまれてしまう。それが旧神憑き。

（ランセ艦かん長ちよう。あんたは旧神召喚してなくても、ずーっとそうだったんでしょうね。寿命とかも、俺たちよりよっぽど削けずれてたのかもな。それで生き急ぎすぎてんのかなー、とは思ってましたよ。だけどねえ。今さらあんただけ格好良く退場とか、ゆるせないんで）

　今はここにいないランセに心で話しかけながら、カロルは甲板の上をぐるりと見み渡わたす。

　ここから見ると、黒い霧はよく見えない。

　ただ、視界が少し暗くなっている、くらいのものだ。

「これじゃ、ジェレマイヤの水兵どもは気づいちゃいねーのかもなあ。さーて、あとはこの旧神を片づけるだけなんだけど、こいつはどうなってんのかな？　核かくみたいのとかあるの？　なー、俺のセルモクラスィアさん。たまにはもうちょっと、積極的に俺に協力してくんねーか」

　ふざけた調子で訊きくと、頭の奥でけたたましくも野太い笑い声が響ひびき渡わたった。

　笑い声は嵐あらしのように頭の中を吹ふき荒あれ、カロルの思考をひっつかんでばらばらにしてしまおうとする。何を考えているのか、今自分がどこにいるのか、そもそも自分は誰だれだったのか、一気にわからなくなりかける。

（うわっ、まず……！）

　──旧神に話しかけるのは、禁きん忌きです。

　──彼らは本来ひとの言葉を持たない。むちゃくちゃな感情で返答します。

　──その返答に動どう揺ようしているうちに心を乗っ取られたら、すべてが終わりますよ。

　旧神研究所で聞いた話が今さら蘇よみがえる。頭ががんがんと痛かった。どうして今さら禁忌を破ってしまったのか、よくわからない。

　……いや、本当はわかっている。

　どこかで思っていたのだ。自分も、ランセと同じくらいの無理をしたいと。

　今まではどうしても怖くてできなかったが、今なら。ランセ不在で、仲間たちが危険な目に遭あっている今なら、できるかもしれない。

「いや──できるかも、じゃねえ。ここでやらなきゃ、男じゃねえってこった!!」

　すさまじい頭痛に震えながらも、カロルは目の前の戦場をねめつける。

　ざらついた視界と、絶え間ない旧神の笑い声。

　何がどうなっているのかわからない。ならば、いっそ考えるのなどやめてしまおう。

　旧神が感情だけをたたきつけてくるなら、自分はそれ以上の激情で返事をしよう。

　今、この心に宿るもの。

　それだけは、偽いつわりなくわかる。

　怒いかりと、もどかしさと、かすかな悲しみと、興奮のかけら。誰かを、故郷を、仲間を愛する気持ち。抑おさえない。振ふり絞しぼる。

「──来いよ、旧神ども。俺を食えると思うならやってみろ！　人間ってのはなあ。てめーらが思うより、しつこくて！　強きよう烈れつで！　わけがわかんなくて！　なんだかすげーもん持った、生き汚ぎたない生きもんなんだよ!!」

　感じるままに怒ど鳴なって、カロルは必死に手を伸のべた。

　灰色に染まった視界の、薄うす暗ぐらいほうへ。より、薄暗いほうへ。どことなく、怖いほうへ。

　頭痛はますます酷ひどくなり、脳内で響く笑い声は、もはや巨きよ大だいな鐘かねを近くで絶えず打ち鳴らされているかのよう。

　それでもひるまない。一歩も退かない。マディスのために。ロディアのために。

　ランセのために。

　そうして伸べた手が、重く冷たい空気に触ふれる。

　同時に襲おそい来るすさまじい不快感を、思い切り声をあげて笑い飛ばした。

　そして一転、全身に殺気をまとう。




「人間、なめんな!!」




　声を限りに叫び、重い空気の中央をつかむ。

　次の瞬しゆん間かん、視界が少しだけ明るくなった。

　うっすらと拡散していた霧が、カロルの手の中にきゅっと収まったかと思うと、親指の先ほどの固まりになっておとなしくなる。

「おー……！　俺、やった……？」

　カロルは手の中のそれを見てつぶやき、すぐに我に返って船の甲板を蹴った。

　大きく飛び上がって次の船のマストにとまったとき、背後で白い光が走る。

　すさまじい爆ばく音おんと爆ばく風ふうが生まれ、カロルは大きくよろめきながらもどうにか甲板に飛び降りた。背後を振り返ると、さっきの船は船首から三分の一ほどを吹っ飛ばされて炎えん上じようしている。

　水雷が、誰の予想よりも強大な威い力りよくを発揮した瞬間だった。




　　　　[image: くぎり]




「いやあ、あの水雷とやら、すさまじい威力でしたねえ！　あれじゃ敵も逃にげ帰かえるはずですよ。すごいですなあ、指揮官殿どのは」

　上じよう機き嫌げんで先に立つ水兵の言いように、ロディアは疲つかれ顔で反射的に微笑ほほえんだ。

　カロルがジェレマイヤの艦かん隊たいから旧神を引きはがした後、あっという間に戦せん闘とうは終わった。

　水雷のとんでもない力にひるんだ敵は、速やかに水平線まで退たい避ひ。

　ミラ自身も、姿を現しはしなかった。

「私は、私のやるべきことをやったまでだ。実際に作戦が成功したのは君たちのおかげだよ」

「ご謙けん遜そんですなあ。うちのかみさんも、指揮官殿みたいだったらいいんですが。──さ、ここです」

　そう言って水兵が示したのは、町外れの民家の物置だ。

　戦闘が終わった後、やっと少し休めるかと思ったところへ、何やら気になる捕ほ虜りよがいるということで呼び出されたのである。

　普段は備び蓄ちく用の樽たるなどを保管している物置に、今はものものしい見張りがついている。

　鍵かぎを開けて中に入ると、藁わらを敷しいた片かた隅すみに見知った顔があった。

「サクル？　生きているか？」

　ロディアが訊たずねて彼の前へ立つと、サクルは天てん井じようへ向けていた視線をのろのろと彼女へ向けて、気味の悪い顔で笑った。

　しばらく見ないうちに、ずいぶんやつれて人相が悪くなったものだ。かつてののんびりとした文官の印象をほとんどなくした彼は、藁の上に座りこんだまま言う。

「まあ、生き物の基準としては生きているうちに入るんじゃないですか？　呼吸はしてる。こうしてものも考えてる。ただやっぱり、軍人としては俺は役立たずだなあ。頭では考えられるんですけどね。体が動きません。怖こわがってるんですかねえ、今さらですけど」

「怖いのは正常な証しよう拠こだよ。……君はもっと、安全なところで策を練っているほうだと思った。ひょっとして、私やランセを逃のがしてしまったせいなのか？」

　ロディアが言うと、サクルは皮肉っぽく顔をゆがめた。

「それを知ってどうしようっていうんです？　そうやっていい子ぶったって、なんの得にもなりませんよ」

「得になろうがなるまいが、これが私だ。君の望む私を演じることはできないよ。そんなことをしたら、君を含ふくめたみんなを裏切ることになる」

　軽く肩かたをすくめて言い、ロディアは少し思案してから続けた。

「──ジェレマイヤ兵は、大だい丈じよう夫ぶそうか？」

「は？」

　さも嫌いやそうな問い返しに、ロディアは苦く笑しようして言葉を重ねる。

「あの黒い霧きり。あれはミラがアルモニアから作り出した旧神らしい。なにか、人間に悪い影えい響きようを与あたえていなければいいんだが」

「はっ、ばかばかしい！　今度はジェレマイヤ兵に同情したふりですか！　尋じん問もんならもっと尋問らしくやったらどうですか。俺はあなたにだけは懐かい柔じゆうされやしませんよ。俺は人間なんか何度だって裏切るし、誰にだってつく。あなた以外なら、誰にでもね」

　サクルの低い声がいまだに怨えん嗟さの響きを持っているのを聞き、ロディアは心が重く、冷たくなるのを感じた。

（サクルはおそらく、司法長官のモーティマー卿きようから間ま違ちがった情報を得ている。考えたくはないが、モーティマー卿は……私を排はい除じよしたかったのかもしれない）

　──父さんは、旧神がらみの秘密を守るのにばかりご執しゆう心しんなのさ。

　アルデアの言葉が耳の奥で響く。

　すべてを説明したいのは山々だったが、言葉を重ねれば重ねるほど、真意が伝わらなくなるときもある。

　ロディアは藁の散らばる土間に膝ひざをつき、サクルと真っ正面から向き合った。

「サクル。私は君に何かを訊きたいわけじゃない。君は、少し休んだらここを出ろ」

「おやおや、しまいには釈しやく放ほうしてくださるっていうんですか？　あなたはどこまでばかなのかなあ。あなたは善良っていうよりばかなんだ。だから、自分の善良さを守るために嘘うそを重ねる。嘘を吐ついた時点で、あなたの善良さは失われているのにね。酷ひどい矛む盾じゆんですよ」

「ならば私はこれから、もっと矛盾したことを言う。いいか？　私は君を釈放するが、ジェレマイヤ軍に帰るのは許さない。君はアスファル帝てい国こくへ帰るんだ」

　真しん剣けんそのもののロディアの声に、サクルは本気で怪け訝げんな顔になる。

　ロディアは彼をじっと見つめて告げた。

「旧神がひとの意に添そわないことはアルモニア以上だ。ミラはマディスだけではない、全世界の人間を滅ほろぼそうとしている。旧神研究に秀ひいでたマディスが滅びれば、世界が危あやうい。我々はその事態を避さけるために全力で戦う。しかし、もしものこともある」

　自分で言っていても恐おそろしい台詞せりふだ。

　声が震ふるえないようにいったん言葉を切ってから、ロディアは言う。

「サクル。君は本当に、優ゆう秀しゆうな男だ。いざというときには──他ほかはいい。どうか、アスファルを救ってくれ。アスファルもまた、私の愛する場所だ」

　アスファル。口に出すたびに、ロディアはあの美しい宮きゆう殿でんを思い出す。

　宮殿を吹ふき抜ぬけていった風を。風がふくんでいた、花と香こう辛しん料りようの香かおりを。笑いさざめいていた女性たちと、街で響ひびいていた歌を。

　滅びてしまえば、自分たちにはけっして造り出せないであろう、あの世界。

　ロディアは自分の胸に手を当てて痛みに耐たえ、サクルから視線をそらして扉とびらの向こうに声をかける。

「誰だれか！　彼に陸軍装備を！　まずは陸上部隊のところまで送ってやれ。そこから、陸軍が確保している経路でアスファルへ！」

　彼女の声に反応して、了りよう解かい、の返事が聞こえてくる。勢いよく扉が開いて、水兵のひとりがサクルを部屋の外へと導き出す。

　サクルはそれ以上喋しやべろうとはせず、黙だまって扉から出て行った。

　去り際ぎわにちらと視線が交わった、ような気がする。その瞳ひとみに何か今までとは違う、異様なものを見るような気配を感じて、ロディアはあえて目をそらした。

　どう思われようと、ロディアは自分の気持ちを偽いつわることはできない。

　ぱたん、と扉が閉じる音を背後に聞きながら、ロディアはぽつりと言う。

「ルクサーナ」

　今、その名を口に出してみてもわかる。自分は彼女を愛していたし、愛している。

　……愛というのはどうしてこんなにも、形で見せることが難しいものなのだろう。

　そう思ったとき、不意に胸の中心が熱くなった。

　一いつ瞬しゆん怪訝に思ってから、そこにランセの指輪があることを思い出して、なんだか決まり悪いような気分になる。

「それは……まあ。形になっていれば、見えるような気はする、が……」

　ぼそぼそとつぶやき、手のひらで服の上から指輪を押さえた。

　しばらくそうして黙っていると、扉のほうから軽い足音が響いてくる。

「ロディア！」

　ノックもなしに飛びこんできたのは、ルーナ・ノアだ。

　まだ大たい砲ほうの煤すすで少し汚よごれた少女は、いつになく焦あせった様子でロディアにすがる。

「どうした、ルーナ・ノア」

　すぐに甘やかな心を投げ捨てて訊きくと、ルーナ・ノアは表情の薄うすい顔で、それでも勢いこんで告げた。

「船せん影えい！　また、艦隊が来てる。増ぞう援えん」

　またか、と思うと、口の中が苦くなる。あれだけ壊こわしても、まだ敵は諦あきらめてはいないのだ。さすが北方大陸の大国と言おうか、物量が半はん端ぱではない。

「今度は、規模は」

「前とほぼ一いつ緒しよ。さっきの生き残りと一緒に、沖おきで止まってる」

　ロディアの問いに、ルーナ・ノアは的確に答えた。敵の動きとしては予測の範はん囲い内だ。とはいえ、それがありがたいわけではない。

　ロディアはこっそりと呼吸を整えて言う。

「相手もばかじゃない。今回は、水すい雷らいに引っかかってはくれないだろうな」

　これから後は、陸軍を巻きこんだ戦せん闘とうになるだろう。つまりは地上戦だ。

　──それで負けたら、敵はこのポートマーの街になだれこんでくる。

　ロディアが慣れ親しんだ港近くの路地に。週末に市の立つ広場に。元はアルモニアのものであった聖堂に。オルディアレス艦かん長ちように手を振ふった、あの道に。父親とメアリのいる、家に。

　兵士たちの手が伸のびる。

（嫌だ）

　とっさに心が好こう悪おに傾かたむいた。

　すぐにそんなのは軍人らしくない、と思い直すが、いったん傾いた心は直らない。

　心のどこかは、故郷が踏ふみ荒あらされる幻げん影えいにおののいている。

　ロディアはそれでもどうにか表面上の平静を保ち、扉のほうを見た。

　少し前からそこにあった淡あわい気配は、キニスのものだ。何を言うでもなく命令を待ってたたずむ彼に、ロディアはゆっくりと告げる。

「キニス。おそらく、敵はあの水路を放置して、別のところから上陸してくる。陸戦だ」

　キニスは黙りこくってロディアの言葉を聞き、緩かん慢まんに一度だけ瞬またたいた。

　それは彼なりの、肯こう定ていの合図。

　その静かな返事が逆に背を押してくれて、ロディアの心は決まった。

「ポートマーの住民を、逃にがそう」

「ロディア……」

　ルーナ・ノアが心配そうにロディアの顔を見上げてくる。

　ロディアはあえて彼女を見つめることをせずに、キニスに命令した。

「街中に告知しろ！　非戦闘員は、首都に退たい避ひ！　この街は戦場になる！」

　キニスは再び一度だけ瞬くと、素す早ばやく踵きびすを返して物置を出て行く。

　ルーナ・ノアはそんな彼をしばらく視線で追いかけていたが、やがてぼそりと告げた。

「私、持ち場に戻もどる」

「そうだな。私も一緒に行こう。新たに来た艦かん隊たいの様子と、こちらの砲ほう台だいの再点検をしたい」

　ロディアは言い、ルーナ・ノアの一歩前に立って歩き出した。

　と、背後で軽い音がする。

　なんだろう、と振り向くと、ルーナ・ノアが埃ほこりっぽい土間に倒たおれていた。

　心臓が震え上がるような恐きよう怖ふに見み舞まわれ、ロディアは彼女の傍かたわらに膝をつく。

「ルーナ・ノア！　どうした」

　ルーナ・ノアはすぐに機械的に紫むらさき色いろの目を開けると、ロディアを見上げて言う。

「どうもしない。機能が少し、低下した。でもまだ動ける。……ごめんなさい」

　もがくように立ち上がろうとする彼女を支えて、ロディアはその体の細さにあらためて息を吞のむ。直後、喉のどの奥が焼けつくように痛くなった。

　そうだった。彼女は、ただの少女だったのだ。

　なのにその力があまりにも頼たよりになって、揺ゆるぎなかったせいで、彼女が不平も言わずについてきてくれるのが当たり前になっていた。もちろんロディアはルーナ・ノアをいたわろうとはしていたけれど、彼女はどうしても指揮官だ。

　いざとなれば、ひとひとりのことよりも戦闘全体のことを見つめてしまう。

　そんなロディアは軍人としては正しいけれど、ルーナ・ノアは自分からは何かを食べたいとも、眠ねむりたいとも言わない、生きるのが任務だと思うから生きているような少女だ。

　戦え、と命じれば寝しん食しよくも放ほうり投げてしまうのだと、誰かが覚えていなくてはならなかった。

　ルーナ・ノアは命令さえあれば、文字通り死んでしまうまで戦うだろう。

「ロディア、苦しいの？」

　ロディアの腕うでにすがりながら、ルーナ・ノアが囁ささやく。

　彼女の声にかつてはなかった優やさしさの気配があるからこそ、なおさらロディアの心は痛む。

　ロディアは何度か浅く呼吸をした。どうにか胸の激情をおさめてやらないと、後こう悔かいで駄だ目めになって、この場で泣き出しそうだった。

（そんなことをしたら、ますます彼女に心配されるだけだ）

　ルーナ・ノアに安心してもらうには、どうするのが一番いいのか。

　考えた末、ロディアはぐっと涙なみだをこらえて、両りよう腕うででルーナ・ノアの軽い体を抱だき上げた。

　首にすがってくるルーナ・ノアの顔を見ないようにして、なるべく淡たん々たんと言う。

「ルナ、命令だ。私と一緒に、来い」

「はい」

　ルーナ・ノアはすぐに答えて、ロディアの首に回した腕に力をこめた。
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　ロディアの出した命令で、ポートマーの街は騒そう然ぜんとしていた。

　いち早く旅装を整え、鞄かばんひとつで旅立つ人々がいる。

　一方では、荷車に山ほど家具を積んでいる人々も。

「……ここも空か」

　ロディアはルーナ・ノアを抱きかかえたまま、思いつくかぎりの知り合いの家を回っていた。とはいえ、大方の家はすでに扉を打ち付けて立ち去ってしまった後だ。

　昼間に大規模な砲ほう撃げき戦をやったせいもあるだろう。

　砲撃の音と響きは、それだけでかなりの恐怖をもたらす。

　水雷の組み立てを手伝ってもらったときとは、もう状況が違うのだ。

「ロディア、下ろして。私、歩ける」

　ルーナ・ノアが身じろぎもせずに囁くので、ロディアは少し考えた後で彼女を下ろした。とはいえすぐに彼女の小さな手を取り、しっかり握にぎって歩いて行く。

「ロディア……どうしたの？　これから、どうするの？」

　不安げなルーナ・ノアの問いに、ロディアはあえて答えようとはしなかった。

　多分、答えたくなかったのかもしれない。

　そのとき、山やま際ぎわの街かい道どう沿いの道から、がらがらと車輪の音が響ひびいてきた。

　見れば黒くろ塗ぬりの、かなり上等の馬車だ。

　ロディアはとっさにルーナ・ノアの手を放した。

「ルナ、そこにいろ。動くなよ」

　鋭するどく命じて、自分はためらいなく道の真ん中に躍おどり出る。

「止まってください！」

　大きく両手を広げて馬車に向かって叫さけぶと、いきなりのことに御ぎよ者しやは大いに引きつって手た綱づなを引き絞しぼる。馬はロディアから五歩ほどの距きよ離りで空を蹴けり、どうにか止まった。

「何事だ！　貴様、一士官が高貴な方の馬車を止めていいとでも思っているのか！」

　頑がん強きようそうな御者が血相を変えて怒ど鳴なるが、そんなことでひるんでいる場合ではない。

　ロディアはその場に陣じん取どったまま叫ぶ。

「私はこの街の防衛を任されています、ロディア・アルバラードです！　あなたたちは、街の外へ行かれるのですか？」

「答える義務はない！」

「聞こえませんでしたか。私は今、この街の防衛の責任者だ。街への出入りを管理しなくてはならない。あなたたちに命令することだってできる。ですが、今はただ、お願いをしているのです。あなたたちは、ここからどこへ？」

「わからん奴やつだな！」

　御者はいらいらと続けようとしたが、不意にびくりと震ふるえて背後を振り返った。

　おそらくは馬車の中のひとが、御者席へ合図を送ったのだろう。

　御者は客席に繋つながる小さな窓を開けて、中の貴人といくらかの言葉を交かわした。やがて話はまとまったらしく、内側から馬車の扉とびらが開いて、三角帽ぼうを深くかぶった青年が顔を出す。

　夜の闇やみで顔は見えなかったが、深いえんじ色の衣装は高級なものに見えた。

「──わたしたちは、今のうちに国境を越こえて、リエフ王国へ行く」

　かすれきった小声にはどことなく懐なつかしさがあるような気がしたが、はっきりとはわからない。ロディアはとにかく素す早ばやく心を決めた。

（この男、かなりの身分のある人物だ。賭かけではあるが──ここに、いるよりはいい）

　道の隅すみで突つっ立っていたルーナ・ノアの手を取って連れてくると、ロディアは青年貴族に訴うつたえかける。

「ならば……できれば、この子を連れて行ってくださいませんか」

「ロディア」

　ルーナ・ノアが驚おどろいたような声を出したが、あえて聞こえないふりをした。

　青年貴族はロディアとルーナ・ノアをゆっくり見くらべ、囁く。

「その子は？　弟か。格好からして、軍属なのではないか？　だとしたら、このようなときには彼も戦うべきだ」

「いえ、違ちがいます。この子は、私の妹です。……戦うことしか知らない、妹です。戦うのが好きなわけではありません。大人が彼女をそういうふうにした。今まで、私も彼女をさんざん戦わせてきました。でも──私は、できれば彼女に生きてほしいのです」

　ひとことひとこと、喋しやべるたびに自分の言葉が自分の心を少しずつ削けずって行くのがわかった。

　自分はおかしなことを言っている。矛む盾じゆんしたことを言っている。

　本当は切きり捨てなければいけない情の部分で語っている。

　でもここを切り捨てたら、本当に自分が自分ではなくなってしまう気がした。

　青年貴族はそんなロディアをしばらく見つめていたが、やがて馬車の奥へと姿を消した。

　御者は馬車の中に耳を澄すませる所作を見せてから、すっきりしない顔でロディアを顎あごで招く。

「……乗せろ。お許しが出た」

「……！　ありがとうございます」

　ロディアは切実に言い、ルーナ・ノアの両りよう肩かたに手を置いて語りかける。

「ルーナ・ノア。いいか、この馬車に乗れ。君はこの街から出た時点で、軍人ではなくなる。ただの女の子だ。だから、ここからはいつでも、自分が生き延びることを一番に考えろ。気き易やすく旧神の力を使うな。家族と思えるひとたちを探せ。いいな？」

　ルーナ・ノアはロディアの言うことをおとなしく聞いていたが、彼女の言葉が途と切ぎれると少し不思議そうに答えた。

「ロディア。ルナの家族は、ロディアたちみんなだよ」

「でも、私たちは本当の家族じゃない。わかるだろう？」

「わからない。家族って、そんなに簡単に新しく作ったり、捨てたりできるもの？」

　急にルーナ・ノアの口調が少し険しくなったので、ロディアはぎょっとして彼女を見下ろした。聞き間ま違ちがいか、とすら思うが、そうではない。

　ルーナ・ノアは確かに、ロディアを強くにらみつけている。

「ルナ」

　自分でも情けないほど、途と方ほうに暮れた声が出た。

　それを聞いたルーナ・ノアは、どことなく悲しそうになってロディアに両手を伸のべる。

「ロディア。抱きしめて」

　おそらくは初めての、ルーナ・ノアからの求めに、ロディアは迷いなく彼女を抱きしめた。強く力をこめたかったが、あまりに華きや奢しやな体に負担をかけるのが怖こわくて仕方ない。

　もどかしさにさいなまれながら、ロディアは歯を食いしばる。

「……すまない。全部、私の、わがままなんだ。君が死ぬところを、見たくない。本当に、見たくない」

　ロディアの苦しい囁きに、ルーナ・ノアは彼女をぎゅう、と抱き返して言う。

「なら、私を守って。私はこの街に残って、最後までロディアと一いつ緒しよにいるから。私も、あなたを守るから。……ロディア、私。たぶん、あなたを愛しているの」

　たどたどしく言われた愛、という言葉がやけに重くて、優やさしい。

　きっと彼女の中には、もう揺ゆるぎない『愛』というものがあるのだろう、そう思わせる言葉。

（そうか。そういえば……愛すること、なんて。誰だれかから、教科書で教わることじゃないな）

　一筋の涙なみだがまぶたを割ってこぼれ落ちるのを感じながら、ロディアはルーナ・ノアの銀ぎん髪ぱつを撫なでる。愛いとしい気持ちがあふれてくると、言葉もまた、勝手にあふれた。

「私もだ。愛しているよ」

「うん。好き。ロディアも、みんなも」

　つたない言葉を交わして立ち尽つくすふたりに、御者も少し悲しげな面おも持もちになって帽ぼう子しを深くかぶり直す。

　青年貴族も、馬車の客席の奥からふたりの様子を見つめていたようだった。
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「──君たちの、幸運を祈いのる。神にではなく。この世界のすべてと、君たちが信じる愛に」

　不思議なかすれ声でちょっとした祈りの言葉を残して、馬車の扉が閉まる。

　御者が鞭むちを鳴らし、派手な音を立てて馬車が走り去った後も、ロディアとルーナ・ノアはしばらく、たったふたりでそこにたたずんでいた。
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「──ロディア？」

　耳元で少し不安げなルーナ・ノアの声がしたので、ロディアは急速に覚かく醒せいした。

　緩ゆるやかに瞬またたき、どうにか重い体を起こす。

　視界に映るのは、壁かべのオイルランプで照らされる薄うす暗ぐらい市庁舎の二階の一室だ。

　元は市会議員の書しよ斎さいだったのを自分の執しつ務む室にしたついでに、いつしか寝ね泊とまりするようになってしまった。

（今は──そうか。非ひ戦せん闘とう員を逃のがした後、敵の攻こう撃げきがなくて──何日目だったか）

　疲ひ労ろうでぼうっとした頭で、どうにか日数を数えあげる。

　先日、北からはカザルス提てい督とくが勝利を重ねているとの吉きつ報ぽうが入ったが、肝かん心じんのアルデアが何をしているかはようとして知れない。

　ロディアにとって、ここ数日は今までで一番寝ね苦ぐるしい夜を過ごした日々だった。

（何しろ、軍服を脱ぬぐ暇ひまもないからな）

　ロディアは横たわっていた長なが椅子いすから腕うでを伸ばし、壁のオイルランプの出力を少しばかり大きくする。そのまま寝しん台だいに腰こし掛かけ、いくつかボタンを外していた軍服を整えた。

　見れば、部屋の真ん中に突っ立ったルーナ・ノアも、いつもの軍服姿だ。

「どうした、ルナ。嫌いやな夢でもみたか？」

　ロディアが柔やわらかく笑いかけると、ルーナ・ノアはとことこと歩み寄ってきてロディアの膝ひざに上る。そんな所作がたまらなく愛しくて、ロディアは彼女の細い体を抱だき留とめた。

　頭上で揺らぐランプの炎ほのおを映して、ルーナ・ノアの紫むらさき色いろの瞳ひとみが繊せん細さいに光る。

「ロディア。何か、怖い」

「こんなときだ。不安にならないほうがおかしいよ」

「それはそう──かもしれないけれど」

　ルーナ・ノアは少し首を傾かしげ、耳を澄ますようにロディアの膝で背筋を伸ばした。

　そして、ぽつりと言う。

「なんだか、今夜は静かすぎる」

（言われてみれば、確かにそうか？）

　すっかり妹を甘やかす気分になっていたロディアだが、ルーナ・ノアの言うことも本当だ。石造りの建物はしん、と静まりかえって、誰かがこそこそ話し合ったり、グラスを鳴らしたり、寝ね言ごとを言ったりする気配すらないような気がする。

「そういえば、カロルは、旧神召しよう還かん後の熱が下がらなくて病院だったな。キニスは、一階にいるはずだが、まあ、元から気配のない男だ。……ランセがいなくなって、アルデアが去って。ずいぶん、寂さびしくなってしまった」

　ルーナ・ノア相手だったからだろうか。

　思わず本音が零こぼれてしまい、ロディアは苦く笑しようする。

（ばかだな、私は。アルデアは必ず戻もどってくる。ランセだって、必ず取り戻すと決めたんだ。私だけが、ここでへこたれているわけにはいかない）

「……まあ、しんみりしても仕方がない。ランセなら、砲ほう弾だんが飛び交かう場所でだって、毒どく蛇へびの潜ひそむ密林でだって安あん眠みんしただろう。ここはひとつ、ランセごっこでもして一緒に寝ねるか」

　ロディアが笑えみから苦みを抜ぬいて言うと、ルーナ・ノアはきょとんと何度か瞬いた。

「ランセごっこ。ちゃんばら？」

「……そうだな。あまり、それ以外の印象がないような……いやいや、今回はむしろ、昼ひる寝ねのほうだ。昼寝」

　ロディアが笑って言った直後、鈍にぶい爆ばく音おんが下のほうから突つき抜けてきた。

（何──!?）

　ロディアは反射的にルーナ・ノアを抱かかえこむ。

　壁に背をつけていると、石造りの市庁舎全体が細かく震ふるえているのがわかった。

　漆しつ喰くいを塗ぬった天てん井じようから、ぱらぱらと漆喰のかけらが落ちてくる。ロディアはルーナ・ノアの頭をかばいながら、やっと背筋がぞっと寒くなるのを感じた。

（これは、相当近い。むしろ……階下が爆ばく発はつしたか）

「ルーナ・ノア。一緒に来い！」

　一いつ瞬しゆん麻ま痺ひしかけた理性が動きだし、ロディアは低く囁ささやいて寝台から飛び降りる。

　ルーナ・ノアは無言で彼女に付き従い、隅すみにあった円えん卓たくからロディアのサーベルと拳けん銃じゆうを取って渡わたしてくれた。

　ロディアは小さくうなずいてそれを受け取り、サーベルを剣けん帯たいに下げ、拳銃は片手に持って薄うすく扉とびらを開けた。

　すぐさま鼻び孔こうを火薬の匂においがくすぐる。

　市庁舎は吹ふき抜けの構造になっており、二階部分をぐるりと回かい廊ろうが囲んでいる。

　その回廊の真ん中、一階玄げん関かん広間の辺りから、もうもうと煙けむりがあがっているのがわかった。

（この煙の色。やはり、火薬だ）

　誰かがここへ攻せめてきたのだ。

　そう理解した瞬しゆん間かん、脳内に鳴り響ひびいていた警けい鐘しようがさらに強くなった。

　このままではまずい。最低限、玄げん関かん扉とびら前などに土ど嚢のうを積んだりといった対処はしてあるが、ここはそう本格的な戦闘が行える場所ではない。

「おい、何事だ！　貴様、止まれ！」

　階下から市庁舎を警備しているマディス陸軍兵の声が上がり、一発の銃じゆう声せいが響く。

　続いて何発か銃声が続いたかと思うと、警備兵の声は聞こえなくなった。

（手慣れた相手だ。しかも、こちらは守りの人数が少なすぎる！）

　こんなにここには警備の兵士が少なかったか？　いや、最低限の人数は確保してあったはずだ。何かの偶ぐう然ぜんが重なって、味方の皆みなが出で払はらってしまったのだろうか？　いっそ、そうであってほしい。そうでないとしたら、この襲しゆう撃げきは計画的すぎる。

　狙ねらわれているのは、十中八九──

（私だ）

「ルナ。おいで」

　かすかに囁き、ロディアは回廊を暗いほうへと走っていこうとする。

　そのとき、誰かが声をかけてきた。

「アルバラード艦かん長ちよう！」

　なめらかなマディス語だ。誰の声かはわからなかったが、反射的にロディアの足は止まった。それとほとんど同時に、乾いた銃声が響く。

　ぱっと脇わき腹ばらが熱くなって、重い衝しよう撃げきと共にロディアは回廊の壁にたたきつけられた。

「ロディア！」

　ルーナ・ノアが叫さけぶが、答えることができない。

　目の前がぐらついている。何があった。撃うたれたのか。

　多分、そうだ。

　しかし、相手は誰だった？　ロディアの名を呼んだのは、確かにマディス人の声だった。知っている人間か？　違ちがう気がする。だとしたら、誰が撃った？

　わからない。考えがまとまらないままに、目の前に紗しやがかかったように視界が霞かすんでくる。

　続いて何発か銃声が響いたのを聞き、ロディアはどうにか歯を食いしばった。

「ルナ……君は、逃にげろ」

「じっとしていて」

　ルーナ・ノアはロディアの言うことを聞こうとはせず、ロディアの傷の上に両手を重ねる。自分も、ランセの傷に同じようにしたことがあったな、と、そんなことをぼんやり考えているうちに、誰だれかが階段を駆かけ上がってくる振しん動どうが床ゆかを伝ってきた。

　今度は、誰だ？　ぐらつく霞んだ視界の真ん中を走ってくる、濃のう紺こん色の軍服姿。

「キニス……！」

　救われたかのようなルーナ・ノアの声に、ロディアはほっと息を吐ついた。

　安心のあまり、うっかり気が遠くなりかける。

　そんなロディアの傍かたわらに、銃じゆうを片手にしたキニスが膝をついた。

　彼から火薬の匂いがする。

「──脇腹を撃たれている。すぐには死にません。ご自分で押さえてください」

　柔らかに響く美声で言い、キニスは自分の白いタイを襟えりから抜いて折りたたみ、ロディアの傷の上に置く。ロディアはキニスに言われたとおり、ルーナ・ノアの手をそっと押しやって自分で傷を押さえた。

　どくどくという鼓こ動どうの音と、それに連動した痛みが生まれ始めている。

「キニス……敵は、誰だ」

　必死に正気を保とうとして訊きくと、キニスは答える前に彼女を支えて周囲を警けい戒かいした。

　そのままロディアとルーナ・ノアを連れ、回廊の端はしのほうへと下がっていく。

　突き当あたりの部屋の扉を蹴けり開け、ロディアを重じゆう厚こうな机の奥の壁かべにもたせかけると、キニスはようやく淡たん々たんと語り始めた。

「夕方に、あなたの命令書で秘ひ密みつ裏りに呼び出されました。正式な海軍書類に見えたのでだまされましたが、どうにも署名がおかしい気がして戻ってきたら、当たりです」

「……正式な海軍書類を偽ぎ造ぞうできる人間が、敵というわけか」

「わたしは使用人口から忍しのびこんできましたが、怪あやしい人間を三人殺しました。皆、知らない顔のマディス人です。表おもて玄げん関かんは固められている。さっきの派手な爆発に、誰か気づいてくれるといいのですが」

　こんなときでさえ感情のない口調で言いながら、キニスは銃に弾たまをこめなおす。

　もうろうとしつつある意識の中で、ロディアはぼんやりと考えた。

（誰かに気づいてもらおうにも、街にはほとんどひとがいない。この建物の中にも、今日はやけにひとけが少なかった。キニス同様、あらかじめ追い払はらわれていたのだとしたら──一体どこから助けが来る？　敵はマディス人だ。すぐに不ふ審しんには思われないだろう）

　近くにいる味方の軍勢といったら、街からは離はなれた陸上部隊くらいのもの。

　たとえ爆発音に彼らが気づき、こちらへ様子を見に来てくれたとして、それまで自分は生きているだろうか？

　あまりにも絶望的な状じよう況きように、ロディアは思わず小さく笑った。

「ロディア……？」

　ルーナ・ノアに心配そうにのぞきこまれて、ロディアは緩かん慢まんに瞬またたく。

「ああ……すまない。少し、滑こつ稽けいな気がして。私はマディスのために必死になっていたと思ったのに、今、マディス人に敵意を向けられている。……なんだか、ランセと同じだな」

「ロディア、なんて言ってるの？　よく、聞こえない」

　ルーナ・ノアの声が泣きそうに響いている。

（そうか、ちゃんと喋しやべれていないのか、私は。……もう、駄だ目めなのかもしれないな）

　妙みように淡々と思う。不思議に怖こわくはなかった。死、というのは、ひょっとしたらものすごく劇的におとずれるものではなく、日常の果てに無造作に現れるものなのかもしれない。

　酷ひどく眠ねむくなって目を閉じて、二度とは目を覚まさない。

　ただ、それだけの話なのかもしれない。

　悲しいのは、ひとつだけ。もう、ランセに会えないかもしれないということ。

　彼との約束を思うと、勝手に涙なみだがにじみそうになった。

　あなたとの約束を、私が守れないなんて。

　偉えらそうなことをさんざん言って、結局あなたの故郷を守ることすらできない。

　思いとか、誓ちかいとか、誇ほこりとか、綺き麗れいな言葉は全部、暴力の前に簡単にねじ伏ふせられる。

　……悲しい。

　そんな彼女の頬ほおに、少し硬かたくなったキニスの指が触ふれる。

「……キニス？」

　ぼんやりと問うように名を呼ぶ。キニスは答えず、ロディアの頬に触れた指で、彼女がまだぎりぎり握にぎっていた銃をそっと取り上げた。

「キニス……何を、する気だ」

　どうにか訊たずねると、今度はあっさり返事がくる。

「あなたを守ります」

　天気の話をするのとまったく同じように、キニスは言う。ロディアの銃を確かく認にんして、銃帯へ。机の引き出しもひとつひとつ開け、武器がないかどうか調べている。

　──彼は本気だ。

　そのことが寒気となってロディアの全身を走り、どうにか意識をはっきりさせる。

　ロディアは壁にすがるようにしてどうにか身じろぎ、震ふるえるような痛みに顔をゆがめる。それでもまだ、痛みを感じていられるのだから死期はそう近くはないだろう。

　悲しげなルーナ・ノアをなるべく見ないようにして、必死に声を絞しぼり出す。

「待て。無む茶ちやは、するな」

「無茶とは？」

　キニスは三丁めの銃を見つけて、淡々と弾をこめている。

　階下では、さっきからどたばたと複数の足音が聞こえていた。交かわされているのはマディス語だろうか。うろたえたような声は聞こえない。ぼそぼそと話し合い、手分けして二階へと上がってくる。

　──敵だ。人数は結構なもののはず。

（ひとりで、勝てるわけがない。そんなことキニスだってわかっている）

　だとしたら、キニスが想定している事態はただひとつ。

「無茶というのは、君が、死ぬようなこと」

　ロディアが『死』という単語を口にすると、ルーナ・ノアの体がびくり、と震えるのがわかった。キニスは扉とびらのほうへ向けた歩を止め、肩かた越ごしにロディアを見やって言った。

「前に言いました。死ぬのは怖くない。いえ──他ほかの、あらゆることも怖くはない、と」

「……確かに聞いた。しかし、そうじゃないだろう。怖くないわけじゃないんだ」

「ロディア。こんなときで申し訳ありませんが、ひとつ、訊きたいことがあります。あなたは、もしわたしがよってたかって謀ぼう殺さつされかかったら、どう思いますか？」

　変なことを訊かれた、と思った。キニスらしくない問いだ。

　ロディアはわずかにためらってから、正直に答える。

「……怒おこるよ。そんなことになったら、まずはものすごく怒る。そして、悲しむ」

「なるほど。よくわかりました」

　鈍にぶくなったロディアの耳に、相変わらず冷静なキニスの声が響ひびく。

「多分、わたしは、怒っているんだ」

　そう言い置くなり、キニスは扉を蹴り開けた。

　ほとんど同時に利きき手の銃の引き金を絞る。空になった銃は投げ捨て、もう片方の手に持った銃で一発、正確に発はつ砲ぽうする。彼はそのまま外へと駆けだした。

「あの……ばか……！」

　ロディアはぎり、と強く唇くちびるを噛かみ、自由にならない手足にどうにか力をこめる。

　体中が痺しびれ、四し肢しが綿をつめたかのようにふわふわしている。でも、動かなくてはならない。今、動かなくては。

「ルーナ・ノア。すまないが、少し、手を貸してくれるか」

「うん。でも……ロディア、大だい丈じよう夫ぶ？」

「多分大丈夫ではないが、キニスを殺すわけにもいかない」

　本音をそのまま告げると、ルーナ・ノアは小さくうなずいて細い肩かたを貸してくれた。

　ロディアとルーナ・ノアが警戒しながら回かい廊ろうに出ると、そこにはふたりの男が転がっている。

　さっきキニスが放った弾は、確実に敵を倒たおしていた。

（キニスはどこだ）

　倒れた敵からサーベルを奪うばい、ロディアは回廊の手すりにつかまる。

　階下を見下ろすと、そこにはとんでもない光景が広がっていた。

　四角い玄げん関かん広間には、マディス海軍の軍服や、いかにも目立たない平服を身に着けた男たちが二十人ほど集まっている。

　彼らは手に手に銃を構えて、広間中央のふたりを取り囲んでいた。

　男たちの真ん中にいるのは、海軍士官の出いで立ちの見知らぬ男と、キニス。

　ふたりとも、互たがいの顔に銃じゆう口こうを向けてたたずんでいる。

「キニス……怪け我がしてる」

　ルーナ・ノアが、かすかな声でつぶやいた。

　確かに、キニスの軍服はすでに彼の血で黒々と汚よごれている。

　左手はだらりと垂れ下がったまま、手の甲こうを伝って血が大理石の床ゆかに滴したたっているのが見える。呼吸も正常ではなさそうだ。

　それでも、彼の構えた銃口は微び動どうだにしなかった。

　キニスと向かい合った男は、緊きん張ちようで引きつった顔で告げる。

「『上官には絶対服従』か。研究所の教育が効きすぎたな。いいか？　上官含ふくめ、お前たちは目立ちすぎた。あげくアルデアを焚たきつけて反乱をくわだてるとは。身の程ほどを知れ！　一体誰だれが、処分寸前のお前たちを死から救ってやったと思っている。お前たちは、一生闇の中にいるべきだったのだ」

（研究所？　まさか、こいつら……海軍の旧神研究所の人間か！）

　ただちに様々なことが腑ふに落ちて、ロディアは暗い怒いかりに胸が痛むのを感じた。

　ランセたちを不当に収容し、旧神を憑つけて能力者に仕立て上げた研究所。

　あげく、今度は目立ちすぎただのなんだのと言って、自分たちを始末しに来たというわけなのか？　この、世界がいよいよ危あやういというときに？

　ばかばかしい！

　ロディアは今すぐにも怒ど鳴なりたかった。彼らの理り不ふ尽じんを追及してやりたかった。

　しかし、ロディアよりも先にキニスが淡たん々たんと言う。

「わたしを教育したのは、あなたたちではない。わたしの、人生ですよ」

　言い終えたと同時に、キニスが引き金を引いた。

　わずかに遅おくれて、キニスに銃じゆうを突つきつけていた研究所の男も引き金を絞る。

　乾かわいた音が鳴り響き、双そう方ほうの間でぱっと鮮せん血けつが舞まい上がった。

　よろめいたのは、ふたりともだ。

　倒れたのは──研究所の男。

　キニスもこめかみから血を流してはいるが、見た限りでは軽傷のようだった。

「貴様！」

　ロディアがほっと胸をなで下ろす暇ひまもなく、周りを取り囲んでいた男たちが発砲する。

　一発がキニスの足に当たり、彼はわずかに顔をゆがめて床に転がった。

　ロディアはもはや我が慢まんできなくなり、とにかく立ち上がって叫さけぶ。

「貴様ら！　ロディア・アルバラードはここだ！　私を殺しにきたんだろう!?」

「ロディア！」

　ルーナ・ノアの声を背後に聞きながら、ロディアは手すりにすがって階段を下りていこうとする。体はろくに動かない。それでもいいと思った。

　それでも、この心が折れていない間は、どうにかして戦ってやる。

　諦あきらめはしない。絶対に。

　いくつもの銃口がこちらを向くのがわかる。

　撃うってみろ、と思った。なぜだろう、銃なんて少しも怖こわくない。

　怖いのは、キニスの死のほうだ。

「撃て！」

　誰かが叫んで、ロディアの頬を熱いものがかすめる。

　気にせず階段を下りていこうとしたとき、今度はさっきよりも大きな揺ゆれが市庁舎を襲おそった。大理石の床が、古代風の飾かざりがついた柱が、屋根が、びりびりと震えている。

「っ……！」

　階段から転落しそうになり、ロディアはとっさに手すりにすがる。

　研究所の男たちも不安そうな顔になって、辺りを見み渡わたした。

　がらん、がらん、と、古いアルモニア聖堂で鐘かねが鳴り始めた。あれは警けい鐘しようだ。

（ジェレマイヤ軍の攻こう撃げきが、始まったのか？　こんなときに……！）

　ジェレマイヤ軍は予想通りの位置に上陸したのだろうか。

　だとしたら、この近くに着ちやく弾だんしたのは少しおかしいのではないか。

　頭の端はしに引っかかった疑念はそのままに、ロディアは階段を下りきってキニスの傍かたわらに膝ひざをつく。どちらかというと自分も半分倒れこんだような格好だ。

　研究所の男たちはロディアに銃を向けるが、彼女にほとんど戦せん闘とう能力があるようには思えなかったせいか、すぐに発砲はしてこない。ならば遠えん慮りよなくもらった時間を使うだけだ。

　ロディアはキニスの血に濡ぬれた襟えり元もとをつかんで、必死に語りかけた。

「キニス、この、ばかが！　やっと目を覚ましたと思ったら、もう死ぬのか？　私たちが今まで、どんな思いで君を見ていたと思うんだ」

「……どんな思いです？」

　かすれきった声でかすかな返事がくる。血で真っ赤になったまぶたをわずかに開けて、キニスがロディアを見つめようとする。

　ロディアは懸けん命めいにその視線を拾おうとした。つかまえてやる。そんな気持ちで告げた。

「言わせるな。自分で理解しろ。それまで、生きていろ」

　こんな今にも死が迫せまっている状じよう況きようで、おかしな命令だったかもしれない。

　実際、キニスは唇にほんのかすかな困った笑えみを浮うかべて囁ささやいた。

「難しいです。ただ──ぼんやり、ですが。あなたの命は、惜おしいと思えた。あなたには、生きていてほしいと思えた。それが、わたしは──それだけで、とても、嬉うれしかった。だから、もういいです」

「そんなの、よくない！」

　いきなり響いた少女の声に、ロディアだけではない、キニスも、周りの男たちも、夢から醒さめたような顔で声のほうを見やる。

　キニスの傍らには、いつの間にやら階段を下りてきたルーナ・ノアが立ちすくみ、小さな拳こぶしを震ふるわせていた。

「ルナ……」

　本当なら隠かくれていろ、と言うところだが、彼女の表情のあまりの生々しさにロディアはそれ以上何も言えなくなってしまう。

　ルーナ・ノアは明らかな怒りと悲しみをこめて、キニスを見ている。

　キニスはどうにかもう少し目を開けようと努力しながら、囁く。

「よくない？　ルーナ・ノア。あなたは、そんなことは、教わっていないはずだ。自分の好こう悪おで、物を言うなんて」

「そんなの、教わらなくたってできる！　私は人形じゃない！　ひと、だもの。私、ずっと、あなたを見てたもの。私は知ってる、あなたはいつだって悲しくて、いつだって怒おこってた。色んなものをなくしたのは自分のせいだって思いこんで、自分を責めてた。……あなたの心を殺したのは、あなた自身」

　ルーナ・ノアは一息で喋しやべりきると、その場にくずおれるようにしてキニスにすがった。

「死なないで。もう、あなたを殺さないで。ここにいて。お願い」

　哀あい願がんする声は、かすかに嗚お咽えつに震えている。

　キニスは胸むな元もとにすがったルーナ・ノアを戸と惑まどったように見つめてから、ぼんやりとつぶやいた。

「……月が見えます」

「……何、それ……？」

「あなたのこと、です。夜空の真ん中に浮かんだ、銀色の月。つめたく冷えて見えるのに、確かな光で辺りを照らす。闇やみを薄うす闇やみに変えてしまう。そして時には──鏡のように、ひとの心を映して見せるのですね」

　ルーナ・ノアは途と方ほうに暮れているようだが、多分、キニスは彼女のことを月に喩たとえて褒ほめ称たたえたのだろう。

　ロディアはなんだか泣き笑いしたい気分になって、床に座りこんでキニスを見下ろした。

「キニス。君、普ふ通つうの詩も作れるんだな」

「──感動的な展開だが、そろそろ片をつけさせてもらおう。終わらせよう。旧神の力も、もうその様子ではほとんど使えまい。……後のことは、我々に任せたまえ」

　急に無ぶ粋すいな声がして、男たちのひとりが銃を持ち上げる。

　ロディアはすかさず、サーベルを石の床へ突き立てた。鋭するどい刃やいばは正確に石と石の間のあるかないかの隙すき間まをとらえ、彼女はその柄つかにすがって立ち上がる。

　そんな彼女の姿に何を見たのか、どうか。

　あからさまに青くなってひるんだ男たちに向かって、ロディアは緩ゆるやかに笑った。

「残念だったな。私たちは簡単には死なない。私たちには、守るものがある。私たちを目印に、帰ってくる者たちがいる。……彼らの帰る場所を、なくすわけにはいかないんだ」

　半分以上は自分に言い聞かせている言葉だった。

　正直、体は今ここで立っているだけで限界だとわめいている。

　気き迫はくで周囲を圧することができるのも、あと少しの間だろう。勝ち目はない。皆かい無むだ。

　だからどうした。

　屈くつ服ぷくしても死ぬのなら、屈服せずに最後まで自分を、仲間を信じるしかないだろう。

　そんな信しん頼らいを裏切られたら？　死ぬだけだ。

（単純な話だな）

　ロディアは考え、どうにか笑おうとする。

　心よ、萎なえるな。指よ、震えるな。背を伸のばせ。剣けんを握にぎろう。

　私はロディア・アルバラード。

　剣を持つ者。守られる者ではなく、愛する者を守る者。

　──まだ心が折れていない証しよう拠こを、見せてやる。

「そこまでだ！　全員武器を捨てろ！」

　ロディアが剣をとって踏ふみだそうとした瞬しゆん間かん、緊きん迫ぱくした空気をやけに澄すんだ中性的な声が貫つらぬいた。間を置かず、玄げん関かん扉とびらから、窓から、二階の回かい廊ろうから、どっと新たな兵士たちが駆かけこんでくる。
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「……！　これは……」

　見知らぬお仕着せの兵士たちはそろって玄関広間に銃じゆう口こうを向け、あっという間に周囲を制圧してしまった。いきなり形勢逆転された研究所の男たちは、息を吞のみ、顔をひきつらせてのろのろと両手を上げる。

　そこへ兵士たちが次々と入りこみ、容よう赦しやなく武装解除していく。

　ロディアはまだぎりぎりの緊きん張ちよう感かんを保ちながら、疲ひ弊へいした視線を彼らに向けて立っていた。

（この兵士たち、お仕着せの軍服ということは、どこぞの大貴族の私兵か。軍服にある紋もん章しようは……炎ほのおとひとの手と、杖つえ）

　どこかで見覚えのある紋章をつけた兵士たちが自然に道を空けると、その奥からひとりの青年が市庁舎の中へと入ってきた。

「周辺は我々が制圧した。君たちは孤こ立りつしている。僕が煮にようが焼こうが自由ってことだ。──ああ、ちなみに」

　彼はどこか興奮に浮き立った声で言い、大理石の玄関広間の中央で立ち止まると、マディス海軍軍服のポケットからひとつの金属片へんを取り出してかざして見せた。

「それは……！」

　研究所の男たちの中から、悲鳴じみた声があがる。

　金属板を持った青年──軍服姿のアルデアは、唇くちびるでうっすらと笑って言う。

「そう。君たち旧神研究所と、僕の父上が必死に隠していたもの。欲しいって言ったらあのじじい、逆上して首都のど真ん中で私兵まで出してきたけど、今回はちょっと根回しが足りなかったみたいだねえ。僕の毒と新兵器とで私兵は身動き取れなくなったし、父上は王都で兵を出した謀む反ほん未み遂すいの疑いで捕とらわれているよ」

　つまり、今はモーティマー卿はまったくの無力。

　アルデアはそう言って周囲を黙だまらせると、あとは素す早ばやくロディアに歩み寄って手を伸べる。

「アルデア……よく、生きて帰ってきてくれた。本当に嬉しい……怪け我がはないか？」

　今度こそ緊張がほどけそうになって、ロディアはふらつきながら訊きく。

　アルデアはそんなロディアの体を慎しん重ちように抱だき留とめると、医者の目になって彼女を一いち瞥べつした。

「それはこっちの台詞せりふだよ。もっとも、見れば怪我だらけなのはわかるけど。嬉しいと思ってるなら、そんなに派手な怪我とかしてないでくれる？　ほんと、目が離はなせないひとだなあ」

　困った声こわ音ねで囁いて、アルデアは軽くロディアの背をさする。

（なんだかだだっ子みたいな言われ方だな）

　それも今の彼になら不ふ愉ゆ快かいではなくて、ロディアはアルデアの腕うでにつかまり、どうにか自分の足で立つ努力を始めた。

「それもこれも、君がきっと帰ってくると思っていたからだよ。アルデア、キニスを──」

　言いかけたところへ、今度はずいぶん遠くで大たい砲ほうの音が響ひびき渡わたる。

　ロディアとアルデアはそれぞれに顔をあげ、険しい表情で音がした方角を見つめた。

「今度こそ、ジェレマイヤ軍の攻こう撃げきが始まったな。さっきこの辺りでも砲ほう声せいが響いたが──」

「さっきのは僕らだよ。父上の私兵と武器を丸ごと持ってきたんだ。だけど確かに、今度のは船の大砲と陸の大砲の撃うち合いだろうな。──ジェレマイヤ軍の、夜の上陸作戦が始まったんだ。それだけでも面めん倒どうだけど、またミラが手を出してきたらますます面倒だよね」

　考えながら言うアルデアに、ロディアは思い詰つめた面おも持もちで問いを投げる。

「アルデア。……キニスと私はもう少し、生きていられるか？」

　アルデアは痛みを感じたように目を細めて、にっこり笑って答えた。

「僕を誰だれだと思ってるの？　あと百年くらいは生かしてあげられる。キニスはすぐには戦えないだろうけど、あなたは彼よりしぶといものね。余よ裕ゆうだよ」

　アルデアの言葉は多分にお世辞か皮肉だったのだろうが、今はそれでもよかった。

　彼の言うとおり、しぶとくなりたい。あきらめたくない。

　絶望の中にも、かすかな希望をすくってみせる。

　その一心で、ロディアはうなずく。

「ありがとう。では、すまないが手当てを頼たのみたい。すぐに戦場におもむかなくては」

「凜り々りしいお言葉だけど、また命を粗そ末まつにされるようじゃ困るよ。これは、君に託たくそうと思って持ってきたんだから」

　アルデアは今まで見た中で一番真しん剣けんな顔で答え、ロディアを床ゆかへ座らせた。キニスの手当てについて部下へ指示を出し、ロディアの傷を押おさえながらも、彼は手にしていた金属板をロディアに差し出す。

「これは……」

　さっき、アルデアが掲かかげ、研究所が隠していたと告げたものだ。

　少々遠えん慮りよがちに受け取って観察してみると、それはちょっとした器械のようにも見えた。

　何でできているのかわからない長方形の金属板の上に、平べったい貴石が金属の爪つめで固定されている。深い水底にも、星空にも見える青黒い石だ。

　その傍かたわらには、ほんの小さなクリスタル管に入った鳥の羽根らしきもの。

「なんだかわからないが、綺き麗れいなものだな」

　素す直なおな感想を口にしたロディアに、アルデアは告げる。

「これはね、ネライダの残していった遺物だよ。昔、ネライダが人間を支配していたころ、彼らが魔ま法ほうを使ったっていうのは知っている？」

「ああ。聞いたことくらいはある。いつしかその力は失われ、彼らは自分の国に帰ることすらできなくなったと聞くが……」

「そう。だけどこれを使えば、ネライダにかつての魔ま力りよくを戻もどせるのさ」

　無造作に投げ出された話に、ロディアはゆっくりと瞬またたいた。

　ネライダに、魔法が戻る。

　まるでおとぎ話のような話だ。夢のようだが、どことなく不安なおとぎ話。

　魔法を使う、美しい羽根を持つ種族。

　そんな存在が復活するなら心は躍おどる。しかし。

　ロディアは少し考えこんでから、素直に疑問を口にする。

「それでは、彼らに力が戻ったら、私たちは再び彼らに支配されるんだろうか？」

「やっぱり、そう思うよね。僕らモーティマー家も、それを恐おそれてこいつを封ふう印いんしてたのさ」

　モーティマーの名を口にするとき、アルデアの目は自然と暗くなった。

　けれどそれは一いつ瞬しゆんのこと。アルデアはすぐにかすかに微笑ほほえみ、ロディアの指に手を添そえて金属板を握らせる。

「だけど、ランセがそんなことを望むと思うかい？」

「思わない。──なるほど」

　ロディアは即そく答とうし、じわじわと理解が深まってくるのを感じた。

「以前、ミラは自分はネライダに作られた、と言っていた。ネライダは旧神の創造主。ならば本来、ミラたちよりネライダのほうが強いんだ。ネライダに本来の力が戻れば、ランセが──彼が、ミラに打ち勝って帰ってくるかもしれない。そういうこと、だな？」

　ひとつひとつ言葉にしていくうちに、薄うす明あかるい光が体中に満ちてくるような気分になる。

　今まで、ひたすらに信じようとしつつも、どこか絶望的だったランセの無事が、現実のものになる可能性となって見えてくる。

　顔を上げたロディアと視線をあわせ、アルデアはゆっくりとうなずいた。

「そのためには、ミラに……ランセに、近づいて機を見なくちゃならない。色々研究所で調べさせたんだけど、旧神がひとに憑ついてるときは、旧神とひとの魂たましいが入り交じっちゃってる状態らしいんだ。その状態でミラだけ滅ほろぼすのは難しい。だからいつも君が石榴ざくろの瞳ひとみを使ってやるみたいにミラの力を弱めて、奴やつがランセからはがれかけたところで、こいつを発動させて欲しい。──その機をみられるのは、君だけだ」

　またも恐ろしい重圧を含ふくむ任務だ。だが、自分以外にはできないこともよくわかる。

　ロディアは震ふるえるような痛みを堪こらえて深く呼吸し、うなずいた。

「やろう。やってみせる。それで、彼を取り戻せる可能性が少しでもあるのなら」

　金属板を握る指に、しっかりとした力をこめる。

　アルデアはそんなロディアを見つめ、わずかに複雑な表情を浮うかべた。

　けれど、すぐに澄すんだ瞳をしてうなずく。

「君のその、石榴の瞳。元は、ネライダが魔法力を持つ人間につけた『印』なんだっていう。戦う者の、印。──ロディア、どうか、取り戻してくれ。ランセと、この世界の明日を」
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「撃て！　撃て！　上陸を許してはならん！　マディスを守れ！」

　そのころ、ジェレマイヤの艦かん隊たいは海かい峡きようとは離れたマディスの海岸に迫せまっていた。

　ずらりと並んだジェレマイヤの戦せん艦かんと、陸のマディス軍が盛大に大砲を撃ち合う。

　ところがジェレマイヤの船には例の黒い霧きりがまとわりついていて、マディス側の弾たまはろくに当たらなかった。

　マディス軍の陸上部隊は、砲ほう煙えんで真っ黒になった顔で怒ど鳴なりあう。

「アルバラード艦かん長ちようたちはまだ来ないのか！　奴らは海峡で、あの敵をどうにかしたはずだろう！」

「呼びに行った者たちも、帰ってきておりません！」

　そんな間にも、ジェレマイヤの戦艦からは兵士を満まん載さいした小こ舟ぶねが次々に漕こぎ出し始めている。

　もはや上陸は時間の問題だ。

　それでも最後まで諦めまいと、マディス側の士官は叫さけぶ。

「目標をあの、小舟に変えろ！　上陸前に沈しずめてしまえ！」

「はいっ！」

　部下が半ば自や棄けのように叫んで駆かけだしていく。その後ろ姿を見つめて士官がため息を吐ついたとき、いきなり目の前に何ものかが現れた。

「!?」

　息を吞のんだときには、ものすごい力で顔面をつかまれる。

　骨がぎしりと軋きしみ、士官は悲鳴をあげて身もだえた。

「大尉！　どうなさいました、大尉！」

　周囲の兵士たちがぎょっとして駆け寄ろうとすると、士官の顔をつかんでいた男がうっすらと笑う。

「お前たちがどれだけ血を流そうと、この国は滅びるよ。ミラが、そう決めたから」

「貴様、一体何者だ！　一体どこから現れた！」

　必死に叫びながらも、マディス兵は目の前に出現した存在の不思議に目を奪うばわれていた。

　しなやかな姿、整った顔、艶つややかな猛もう禽きんの羽。

　角度によっては七色の光を帯びるなめし革がわと、暗い色の布で作られた衣装。一体いつの時代のものとも知れない格好ではあるが、どことなく高貴であることだけはよくわかる。さらによくよく見れば、彼は全身に淡あわい金の光をまとっているのだ。

　ミラは緩やかに巨きよ大だいな猛もう禽きん類るいの羽を広げると、優やさしい夜風を受けて目を細めた。

　そうして空いた手ですっと地上の一点を指さし、甲かん高だかい声で告げる。

「ごらん。ひとの王の運命が、反転するよ」

　彼の言葉が終わった瞬しゆん間かん、周囲の大気はかすかにぱちぱちと音を立てたようだった。

　直後、マディスの高地地方の一角に鋭するどい光が走る。

　天から一筋の光が落ち、遠く離はなれたこの海岸までもがびりり、と震える。

　周囲のマディス兵たちは驚きよう愕がくと共に目を瞠みはり、ざわめいた。

「なんだ？　雷かみなりか？　あれを、こいつが落としたのか……？」

「今のは──ひょっとして、陛下の離り宮きゆうの方角では!?　まさか……」

　恐きよう怖ふを含んだ囁ささやきを心地ここちよさそうに聞き、ミラは士官の顔をつかんだ指に力をこめる。

「お前が、ここで一番偉えらい人間。お前がいなくなれば、混こん沌とんはもっときわまるね？」

「がっ、ま、待て、ちが……やめろ！」

　懸けん命めいに悲鳴をあげて訴うつたえるものの、ミラはますます楽しそうな顔になるだけだ。

　士官の頭ず蓋がい骨こつが派手な音を立てて軋みだした、そのとき。

「させねーっつーの!!　燃えとけ！」

　乱暴なカロルの声が辺りに響ひびき、どう、と熱気を含んだ風が吹ふいた。

　ミラはすかさず士官から手を放し、強く地を蹴ける。

　大きく跳とびすさった、その足あし下もとにも、灼しやく熱ねつの小さな固まりが次々突つき刺ささった。

「これは、お前の熱だね──セルモクラスィア」

　軽かろやかにそれらを避よけつつミラが囁くと、カロルの声が怒鳴り返した。

「ちげーよ、俺は、カロルだ！」

「カロル。不快な熱」

　ミラはつぶやき、不意に砂すな浜はまを走り出した。

　恐ろしい速度で、少し離れた場所にたたずむ旧神召しよう喚かん中のカロルに駆け寄る。

　要した時間は、ほんの数秒。

　薄うすい唇くちびるに甘ったるく幼い笑えみを載のせ、ミラはカロルに向かって腕うでを突き出す──が、その手が彼に触ふれることはなかった。

「──何？」

　小さくひとりごち、ミラは大きくよろめく。

　あと少し、のところで、背中の羽が猛もう烈れつに重くなったのだ。

　彼は足をもつれさせ、たまらずその場に膝ひざをついた。それでもそのまま倒たおれ伏ふすことはなく、うっすらと笑みを浮かべて『彼ら』を見やる。

「……フテラに、ズィアヴロスィ。みんな、ミラが嫌きらいなんだね。いいよ。ミラは、いつだってひとりだ」

「──それは、君のわがままが過ぎるからだよ、ミラ」

　静かに告げたのは、『彼ら』の中央にたたずんでいた女だった。

　青ざめた白い肌はだに、長い金きん髪ぱつ。

　濃のう紺こんの軍服に、手にしたサーベルの冴さえ冴ざえとした刃やいば。

「……石榴」

　甘く、どこか相手を懐なつかしむように囁いたかと思うと、ミラの金の瞳がぎらりと殺意をはらむ。同時に、ロディアの長ちよう靴かも砂を蹴った。

　数歩走る間に、ミラが砂浜に落ちていたマディス軍兵士のサーベルを拾う。

　彼が身をかがめてできた隙すきを狙い、ロディアは鋭くサーベルを突き出した。

　ミラは体を起こしざまに、ロディアの剣けんをはじく。

　金属同士がかち合う鋭い音が響き、ミラの目の前で火花が散った。

　火花の向こうでは、ロディアの真っ赤な瞳がミラを見ていた。憎にくしみと、同時に煮にえたぎった愛が湛たたえられた瞳だった。

　ミラは腹の底から笑いがこみ上げてくるのを感じながら、ランセの声を出す。

「いよう、ロディア。いきなり剣を抜ぬくってなあ、ご挨あい拶さつじゃねえか？」

（……！　よりによって、こんなときに！）

　ロディアはすぐに震えそうになる心を引き締しめ、目の前の敵をねめつけた。

　見慣れた姿。ずっと間近に見たいと思っていた姿。愛いとしいそのひと。

　心は震える。とどめようもない。

　しかし、目の前の金の瞳ひとみを見ろ。慈じ悲ひを知らない、優しさも悲ひ哀あいも知らない、無む邪じや気きすぎる害意の固まりを見ろ。

　これは、自分の愛するランセではない！

「ミラ。その顔で、その声で──私を呼ぶな！」

　ロディアは叫び、サーベルを振ふり下ろした。

　ランセの姿を借りたミラは、踊おどるような歩を踏ふんでひらりとサーベルを避ける。

　薄うす笑わらいを浮かべ、彼は言う。

「なんで？　愛しているんでしょう？　好きなんでしょう？　呼ばれたら嬉うれしいでしょう。お前が何を考えているかなんて、ミラにはお見通し。ミラは混沌の中の混沌。感情で動く人間のことは、よくわかる」

「なるほど、それで？」

　合間合間に答えつつも、ロディアはサーベルをふるい続けた。

　ミラは余よ裕ゆうを持ってサーベルを避ける。どこまでも、どこまでも気楽に、優美に、速度を上げていく。上がり続ける速度に、さすがのロディアもやがてついていくのに必死になった。

　ミラの後を追って、剣を横に薙なぐ。ミラは間かん一いつ髪ぱつで逃のがれ、剣は虚むなしく空を切った。

（駄だ目めだ。いつだったか、ランセと立ち合ったときと同じ。追っていては追いつけない。ならば、今、ここで先読みをして突きを繰くり出せば──おそらく彼の腕辺りに剣を引っかけ、出血させることができる！）

　今までの経験が、ロディアに決断させた。渾こん身しんの力で、容よう赦しやなく剣を突き出す。

　その瞬間、いきなりミラが動きを止めた。

　どすん、という、鈍にぶい手て応ごたえ。

「…………！」

「ほら。びっくりしただろう？」

　ミラは優しく囁く。

　──ロディアの剣は、そんな彼の胸の真ん中に突き立っていた。

　伝わってくる誰だれかを刺した手応えに、ロディアの手は冷たく凍こごえている。

　ランセを、刺してしまった。

　そう理解した心が悲鳴をあげる。

　刺した。殺した。このひとを。苦しい。嫌いやだ。もう手を放したい。助けて。助けて。

「助けてやるよ」

　ロディアの心を読んで、ミラがランセの声で笑った。

　ロディアの手に宿った冷気が、一気に心臓の位置まで浸しん透とうしてくる。怖こわい。心が、勝手に傾かたむきそうだ。助けてほしいと、叫んでしまいそうだ。

（でも、駄目だ。何か──）

　何か、すがるものを。

　そう思ったとき、心臓の近くで何かが熱くなった。

　それの存在に気づき、ロディアは無理やりに唇を引きゆがめて、笑う。

　胸の熱くなった場所にあるのは、ランセがくれた指輪。彼の魂たましいの半分。以前も自分を助けてくれたもの。

　彼の魂の半分は、ここにある。

　あとの半分は、自分が奪い返さなくては、永遠に混沌に消えてしまう。

「そうだ。助けるのは──私だ」

　ロディアは絞しぼり出すように囁き、剣を持った手に思い切り力をこめた。

　重い手応えと共に、彼女のサーベルはそのままひと思いにミラの体を貫つらぬき、押し倒して、地面へと縫ぬい留める！

「何……！」

　背を砂の大地にぶつけ、ミラは意外そうに目を瞠ってロディアを見つめる。

　ロディアは心の衝しよう撃げきに体が支配されてしまわないよう、無理に微笑ほほえんだまま、柄つかにかけていた片手を外して刃のほうへ持っていく。

　そのままひと思いに皮膚を裂さくと、手のひらに鮮せん血けつがにじんだ。

「石榴ざくろ。お前……」

「ミラ。君はもう、私の目にはひるまないようだな。だが、不ふ愉ゆ快かいは不愉快なんだろう？　少しだけ聞いたよ。石榴は印だそうじゃないか。力あるものの印。……ならば私は、私に宿ったその力を信じる！」

　ロディアは叫さけび、血のにじむ手のひらをミラの片かた眼めの上へ置く。

　途と端たんに甲かん高だかい悲鳴じみた音が辺りをつんざいた。

　酷ひどい頭痛に見み舞まわれるが、ロディアは必死に耐たえる。

　離はなれろ。離れろ、離れろ！　ランセを、あのひとの魂を返せ！

　心で必死に念じる。

　ミラはすさまじい悲鳴を上げ続けていたが、やがて、ぱたりと声をなくした。

　不気味な沈ちん黙もくが辺りを支配する。

（終わったのか──？）

　ロディアは嫌な汗あせをにじませながら、まだ力を緩ゆるめずにいた。

　そのとき、ミラが再びはじけるように笑い出す。

「あははははは！　せっかく、ミラが手加減してあげていたのに。お前たちを殺すのなんか、本当は簡単なのに。遊んであげていたのに。いいよ──遊ぶのが嫌なら、いい。ミラをひとりにするなら、いい。全部終わらせてあげる！」

　癇かん性しような叫びが終わると、海のほうから人々の悲鳴が響ひびいてきた。

　ロディアがはっとして顔をあげると、そこにはすさまじい光景が広がっている。

　薄うす暗ぐらい海の上、ジェレマイヤの船団からは、ちょうど揚陸艇ていが下ろされていたところだった。ところが、それらの船を覆おおっていた黒い霧きりが、今はゆるゆると渦うず巻まきながら漠ばく然ぜんとした何かの形を取り始めているのだ。

　何かの──巨きよ大だいな、ひとの。

　どことなく均きん衡こうの崩くずれた巨きよ人じんの形。

「これは……！」

　異様なものを見てしまった衝撃が、勝手に声になってロディアの口から零こぼれる。

　霧をまいて出現した巨人どもは、巨大な戦列艦かんを丸ごと吞のみこむような大きさだった。併あわせて六体ほども海の中に突つっ立っている。それらはすべて黒い霧でできていたが、渦巻く霧は徐じよ々じよにきめ細やかになり、巨人の姿は鮮せん明めいになっていく。

　ごつごつとした横顔。頭には聖堂じみた建築が山ほど載のっているせいで、角のように見える。腕うでに、足に、はりついているのは、鱗うろこではなく大理石の石せき碑ひの群れだろうか？

　まるで、街ひとつをぐしゃぐしゃにまとめて、粘ねん土どのようにこねあわせてから、改めて作り上げたかのような奇きっ怪かいな巨人たち。

　ジェレマイヤの兵士たちも、マディスの兵士たちも、等しくそれを見て混乱し、互たがいに戦うのをやめて巨人から逃れようとしはじめていた。

　恐きよう怖ふに染まった人々の悲鳴を心地ここちよさそうに聞きながら、ミラは叫ぶ。




「この男が愛したマディスの国王も死んだ！　この地も滅ほろび、お前も死ぬ。この男はやっと、本当に私のものになるんだよ。この男の力があれば、ミラは自分の本当の体を取り戻もどすことができる。そう──あれが、本当の私。おいで、私よ！」




　歓かん喜きに躍おどる声を発すると同時に、ミラは自分を押さえつけていたロディアの手首をすさまじい力でにぎりこんだ。

「っ…………！」

　手首を押しつぶされるほどの圧あつ迫ぱく感かんに、ロディアは思わず悲鳴をかみ殺す。

　ミラの呼び声に応こたえるように、海に出現した巨人たちがぱっくりと口を開けて、吠ほえた。

　おおおおおん、という大気を震ふるわせる吠え声は、獣けものの声というよりは、百万もの人間がうなっているような声に近い。よくよく聞けば、確かにその声には人々の囁ささやき声や、明るい子供の笑う声が混じっているようでもあった。

　あまりの混こん沌とんに、聞いているだけでめまいがしてくるような声。

　それでも必死にミラから手を離さないロディアに、ミラは小さく笑い、ふっと笑えみを冷やす。

「死ね、石榴」

「ああああああっ！」

　ぐしゃり、という嫌な感かん触しよくが腕に響き、激痛で目の前が真っ赤になった。

　直後、ロディアの視界は痛みのあまりいったん暗転する。

　次に視力が戻ったとき、彼女は地面に転がっていた。

　さっきまでとは、ミラと立場が逆転している。ミラはくすくすと笑いながら、楽しそうにロディアの頬ほおを撫なでている。

　その指がロディアの目め尻じりを押さえ、ミラは優やさしく囁いた。

「まずはお前の瞳ひとみをえぐって、食べてあげるね。愛いとしい、石榴」

　おぞましい言葉。きっと脅おどしなどではない。ミラはきっと、それをやる。

　だが、もはやロディアの心はそんなことで恐怖など感じなかった。

（私の瞳を食べるとき、こいつは歓喜に震えるのか？　それとも、苦い私の血を感じて苦痛にのたうつのか。いっそ……その瞬しゆん間かんに、隙すきができれば）

　もしもその瞬間に、ミラに支配されたランセが少しでも心を動かしてくれたなら、ロディアにも勝機があるかもしれない。

　ならばそこに賭かけてやる。

　ロディアはどうにかミラを挑ちよう発はつしようと、かすれきった声を絞り出す。

「──やってみろ。私はお前の腹の中で、お前をねめつけてあげるよ」

　ロディアに恐怖の色がないのを感じたのか、ミラはすっと表情を冷やして指に力をこめた。

　やられる、と思うとさすがに目を閉じていたくなる。

　でも、最後ならば。このひとの顔を見られるのが最後ならば──いっそ、目を見開いたままでいたかった。

「ランセ」

　祈いのるように、優しく。いや、多分、ただにじみでる愛だけをこめて囁く。

　ミラはいらいらと何かを口にしようとしたが、ふと、自分の右手を見下ろした。

　ミラの右手。ロディアの目をえぐろうとした手が、止まっている。

　ミラの左手につかまれて、右手が硬こう直ちよくしているのだ。

「……？　何？」

　ミラは軽く目を見開き、自分の腕を見下ろした。

　右手で拳こぶしを握にぎり、開くことはできるようだが、左手はちっともミラの自由にはなっていなかった。

　左手自体が頑かたくなな意志でも宿しているかのようにふるえるさまを見て、ロディアは喉のどの奥に熱い何かがせり上がってくるのを感じた。

（……ランセ。やっぱり、あなたはまだ、そこにいるんだな）

「ばかばかしい！　お前か、ランセ。こんなことが一体何になる？　今のこの世界にはネライダの使える魔ま法ほうの力は少しもない。鷹たかの翼、お前にできるのは、ほんのちょっとの時間稼かせぎくらいのものだ！」

　ミラは自分の右手を捕とらえた左手に向かって苦々しく叫び続ける。

　──今だ。

　今しかない。

　ロディアは確信して、軍服のポケットから『それ』を取り出した。

（頼たのむ。どうか──戻ってくれ、ランセ！）

　ロディアは緩く握っていた拳をミラのほうへ向け、そっと指を解ほどいた。

　青黒い石と、水すい晶しよう管を固定した金属管。ロディアはすかさず全神経をそれに集中する。

　魔法の使い方なんか知らない。

　知らないけれど、祈り方なら知っている。

　──願うことだよ。強く、揺ゆるぎなく、ネライダの──ランセのことを思って。そうすれば、あとはこいつがやってくれる。

　道々アルデアが説明してくれた声が、頭のどこかで響く。

　その声に導かれるようにロディアが瞳に力をこめると、金属板はぼんやりと温かくなったようだった。青黒い石が全体的に光をまとい、ちかちかといくつかの光点を宿し始めたのが見える。その光が金属板に接続された水晶管を照らし、中の羽根をぼんやりと光らせた。

「……何？　石榴ざくろ！　それは、まさか！」

　やっとロディアのしていることに気づいたミラが悲鳴をあげた、そのとき。

（どうか、届いてくれ。私は破壊の混沌など望まない。この世界を、愛しているんだ！）

　ロディアがただひたすらに強く祈ると、石に宿った光が一点へとふっと集まり、一筋の光がまっすぐに天空へ向かった。

　ミラが真っ青になって光の筋を目で追う。

　それは、他ほかの人間たちも同じだ。

　塹ざん壕ごうの中で意識を失いかけていた負傷兵が。

　高地で銃じゆうを抱かかえてじりじりと待機していた兵士たちが。

　望遠鏡を握った士官が、ポートマーに残っていたメアリが、首都で不安な夜を明かしていた人々が、国境辺りに馬車を停とめていた青年貴族が。

　それぞれ何かの予感に導かれて空を見上げる。

　人々の注視の中、やがて夜空はロディアの持つ石と同じ、青黒い色に染まった。

　そして光が上って行った空の一角に、まっすぐに金色の縦線が入る。

「やめろ！」

　途と端たんにミラの甲かん高だかい声が走った。今までの比ではない強さの悲鳴に、人々は物理的な痛みすら感じてうめき、耳を押さえてしゃがみこむ。

　ロディアも、さっき負った傷をえぐられるような痛みを感じて顔をしかめた。

　それでも、ロディアは石を掲かかげることだけはやめない。

　こんな痛みでランセを取り戻せるならば、安いものだった。

　こんなものでいいなら、いくらでも支し払はらおう。ランセが今まで感じてきた心の痛みを思えば、これくらいいくらでも耐たえられる。

　脂あぶら汗あせがじわりとにじむのを感じながら、ロディアは絞しぼり出すように叫さけぶ。

「帰ってきてくれ、私はここだ、ランセ！」

　彼女の痛みにかすれた声に呼応するかのように、大気がぴんと張りつめた。

　次の瞬間、青黒い夜空が割れる。

「なんだ……これは……」

　あまりに信じがたい光景に、今度はロディア自身がぽつりとつぶやいた。

　それはまるで、断たち切った青黒い布を向こう側からかき分けたような光景だった。文字通り、夜空は縦になった瞳の形に割れて、そこから何かが垣かい間ま見みえる。

　青空。

　どこまでも澄すんだ青空と、それを背景に浮うかぶ、すさまじい高層建築の固まり。

　ごつごつした岩いわ肌はだに築かれた巨きよ大だい都市らしきものが、夜空の隙すき間まから垣間見える。

　それはまったく、ひとの想像力も地上の法則も無視した建築だった。無数のひとや翼つばさあるもの、竜りゆうや魚、その他名状しがたい彫ちよう像ぞうが絡からまり合い、その間から無数の塔とうが生え、さらにあちこちに緑の蔦つたが絡み、巨きよ木ぼくが石の間から生おい茂しげる。

　ひととはまったく違ちがうものの造った都市。

　そしてその合間に、翼あるひとの姿がちらと見えたような気がした。

（あれは……ひょっとして、ネライダの王国なのか？）

　ロディアは目の前に広がった圧あつ倒とう的な神秘に呆ぼう然ぜんとしつつも、それから少しも目を離はなせないでいる。

　そこへ、ミラの呆然とした声が届いた。

「……なぜ？　どうして、ネライダの……地上を見捨てて、世界の狭間はざまに引っこんだネライダの国の扉を開ける鍵かぎを、お前が持っているの」

　視線だけを向けてみると、ミラもまた、その場に突つっ立って空の割れ目に魅み入いられている。

　ロディアは痛みでほとんど動かない体で身じろぎ、顔をしかめて囁いた。

「理由なんか知らない。ただ、こうすればネライダの魔ま力りよくが戻もどると聞いただけだ。けれど……これを人間に預けていったからには、彼らは本当に私たちを見捨ててなんかいなかったのかも、しれないな。綺麗な街だ」

　そして、ロディアは最後に、愛だけをこめて囁ささやく。




「ランセ。……おかえり。ここが、あなたの故郷だよ」




　ここ。それは、ネライダの王国？　それとも、マディスだろうか。

　選ぶのは、ランセだ。

　ミラは自分の顔を手のひらで覆おおい、悲鳴を押し殺してロディアをねめつけた。

「許さない──石榴。私たちより、お前たちがネライダに愛されたなんて。……許さない」

　彼がロディアに向かって一歩踏ふみ出そうとしたとき、不意に空の裂さけ目から、どう、と強い風が吹ふいた。

「っ……！」

　ほとんど吹き飛ばされそうな強風に、ミラは顔を伏ふせる。

　ロディアも目を細めたが、実際にはほとんど風圧を感じなかった。

　風はまるで暖かな光のように、なんの抵てい抗こうもなく傷ついた体に入りこんでくる。

　同時に全身に満ちていた痛みが嘘うそのように消え、代わりにロディアに満ちたのは温かな力だ。体の芯しんからわき上がってくる力。勝手に呼吸が深くなり、視界が明るくなる。

　あっという間に穏おだやかに深く眠ねむったあとのような幸福感でいっぱいになり、ロディアは緩ゆるやかに瞬いた。

（これは……？　このまま、普ふ通つうに立って、戦うことすらできそうだ）

　何が起こったのか理解できずにロディアがミラを見ると、彼もまた、自分の両手を見下ろして呆然としていた。

　ゆっくりと両手を動かしていたかと思うと、不意に軽かろやかに笑い出す。

「は……はははははは！」

　聞き慣れた青年の笑い声に、ロディアの心臓は跳はね上がる。

　すぐには何も喋しやべれずに、とにかく彼を見つめた。

　ミラはゆっくりと顔を上げ、にっこり笑ってロディアを見た。

　屈くつ託たくのない笑い。なんの憂うれいもない──もしくは、深い憂いを抜ぬけた者だけが持つ、軽やかさを含ふくんだ笑い。

　彼の両目は、今は緑色に光っている。

　明るい、夏の海の色。

　彼はその目でいったん空に出現したネライダの王国を見上げ、どこかまぶしそうに目を細めた。そんな彼の体が淡あわい光をおびているのに気づき、ロディアは一いつ瞬しゆんどきりとする。

　この光は、ミラを覆っていた金の光だろうか？

　いや──どうも、違うようだ。

　もっと自然な、にじむような優やさしい光。

　その光をにぎりこむようにして軽く拳こぶしを作り、ミラはひらとロディアの傍かたわらにひざをついた。目の前で、大きな羽根が揺れている。強く美しいネライダの姿が、なんだかやけに懐かしい──そんなことを思うロディアに、彼はそっと拳を近づけた。

　まるでてのひらにつかんでいた砂を広げるように、彼はそっとロディアの脇わき腹ばらと、腕うでの傷の上を撫なでる。

　温かな熱が傷をめぐったかと思うと、まだわずかに残っていた痛みは完全に消えていった。

「……ランセ？」

　かすかに、ロディアが囁く。

　ミラは──ランセは、目を細めて静かに囁き返した。

「ただいま、ロディア」

「…………！」

　それ以上に、もう何も確かめる必要はなかった。

　ロディアはとにかくやみくもに立ち上がり、ランセの首に抱だきつく。

「ランセ──ランセ！」

「おいおい、いきなり元気だな！　お前、すっごい怪け我がだったぞ！」

　ランセは笑いながら彼女を抱き留め、とにかく強く腕に力をこめながら言った。

　ロディアもロディアで、必死にランセにしがみついたまま叫ぶ。

「知るか、そんなもの！　今は全然痛くない！　あなたがどうにかしたんじゃないのか？」

「まあ、な。魔ま法ほうっていうの？　で、どうにかしたつもりなんだけど。初めてのことでとっさにやっちまったから自信がねえなあ。つか、傷ほんとに治ってるか？　ちょっと脱ぬいで確かく認にんしてみろよ」

「ばか、いくら傷の確認だからって、こんなところで脱げるか!!」

　ロディアは真っ赤になって怒ど鳴なり、一応指で自分の脇腹に触ふれてみる。次に、砕くだかれたはずの手首を回し、無事にすべてが動くことを確認して、改めて感かん嘆たんの息を吐ついた。

　見慣れているはずのランセの顔をおそるおそる見上げ、ロディアは言う。

「治っているようだ。あなたは、本当に魔法が使えるんだな」

　言われたほうのランセも、少し困り顔で自分の頬ほおをひっかく。

「いやー、俺もミラの中で色々聞いたことくらいしかしらねえんだけど。なんか、あれが現れたときに、力が満ちてきたっつーか、こういうことの呼吸を思い出したみたいなんだよなあ。そんで、ミラがすっかりおとなしくなった」

　多分あれのおかげだな、とランセが見上げたのは、いまだ空に威い容ようを見せつけているネライダの王国だ。ロディアは改めてランセと指をからめて、空を見上げる。

　何度見上げても眼めがちかちかして、すべてを現実のものだと心が受け入れてくれない。

　それでも、あれは実在するものなのだ。

「そうか。ミラの力が弱まったのは、安心だが──」

　ロディアは言い、ふと漠ばく然ぜんとした不安を覚えてランセを見た。

「……ランセ。あなたは、ネライダの王国に、帰りたいか？」

　少し青ざめて訊いてみると、ランセはきょとんとして大きく瞬いた。

　そして、あっさり言う。

「え、どうして」

「どうしてって……そりゃ、あなたはネライダだからだ。しかも何か、ネライダの中では家いえ柄がらがいいみたいじゃないか。向こうに行ったら、その。もうちょっと、色々、報むくわれるのではないかと……」

「ばーか、別に今だって報われてんじゃねーか。お前が命がけで助けにきてくれてるし！」

　ロディアのいままでの苦く悩のうを吹き飛ばすような軽い調子で言い、ランセはにっと笑ってロディアの心臓辺りを指さした。

「俺の故郷と家族は、ここ。知ってんだろ？」

　優しい言葉に、ロディアの心臓の位置からどっと温かなものが零こぼれ出す。

　ロディアはもう抑おさえきれず、花がほころぶように笑ってしまった。

「──ああ。そう、だな」

「そうだよ。疑ったのか？　本気で？　だったら後でお仕置きな」

「な、なんだ、お仕置きって！　私が悪いのか、今のは!?」

「ふーん、悪くないと思ってるのか。そうかそうか。わかったわかった。よーくわかった」

　ほとんどだだっ子みたいな態度になったランセに、ロディアは途と方ほうに暮れて叫さけぶ。

「ランセ！」

　ランセはちらとロディアを見やり、すぐに破顔した。

　ロディアの頭を抱き寄せてこめかみに軽く口づけると、ロディアが何かいう間も与あたえずに軽やかに叫ぶ。

「さあて、今のうちにあの巨きよ人じんどもをどうにかして、うちのだだっ子旧神を引きはがすぜ！　今なら誰だれにだって負ける気がしねえ。ま、元から負ける気はないけどな！」

「偉えらそうなことを言って、一回しっかり殺されたくせに！」

　ロディアも負けずに言い返しながら、海に出現した巨人たちをねめつける。

　彼らはランセがミラを押しこめたときから、派手な動きはしなくなっていた。しかし、そのぶん焦あせった人間たちが混乱を始めている。

「化け物だ……化け物！　逃にげろ、逃げろ、ここから離はなれろ！」

「駄だ目めだ、囲まれちまってる！　どうやって逃げろっていうんだよ！」

　すっかり巨人たちに囲まれてしまったジェレマイヤの戦せん艦かんの上では、水兵たちが右往左往していた。海岸のマディス兵たちも、すっかり浮うき足立っている。

　そこへ、ランセの鋭するどい声が飛んだ。

「戦せん闘とう配置！　総員、戦闘配置につけ！」

　いきなりの命令に、混乱していたマディス兵たちが我に返って顔を上げた。

　ランセはまだ美しい羽根のあるネライダの姿で、それでもいつものように、堂々と怒鳴る。

「ここまでくりゃ、みんなわかったろ。敵は人間じゃねえ！　混こん沌とんから生まれた巨人ども──今は旧神って呼ばれてるあいつらだ。かつてはてめえら人間なんか、小指でひねりつぶしてきた奴やつらだ。だけどな、今は違ちがう！　ここに俺がいる。それに、お前らも。何百年もかけて、色々育ててきやがった。戦い方も、誇ほこりもな」

　彼の声は元からよく通ったが、今はネライダの不思議な力でもってジェレマイヤの戦艦の上にまではっきり届いた。

　焦り、恐きよう怖ふに震ふるえ、困こん惑わくしていた人々は、揺ゆるぎなく自分たちを勇気づける声にすがるように耳を傾かたむける。そんな彼らに、ランセは好戦的な笑えみ混じりで改めて告げた。

「わかったら、とっとと戦闘配置だ！　旧神どもをぶっとばすぜ!!」

　ランセの叫びに、ざっ、と人々の熱があがる。

　周囲に戦闘時の熱気が満ち始め、マディス軍の兵士たちは口々に叫んでとにかく銃じゆうを取り上げはじめた。

　海に浮かんだジェレマイヤの戦艦の上でも、士官が夢から醒さめたかのように笛を吹ふく。

　水兵たちが一気に動き出し、大たい砲ほうが繰くり出される。海兵隊が舷げん側そくに横列を組み、士官がわずかに声を震わせて叫んだ。

「撃うて！」

　いっせいにマスケット銃が火を噴ふき、鉛なまりの弾たまが巨人たちの体に食いこむ。

　巨人たちはそれを合図にゆるゆると動きだし、びっしりと石が生えた指で弾の突つき刺ささった脇腹を引っ掻かいた。

　かと思うと、一体の巨人がその腕を無造作に横に薙なぐ。

　めきめきめき、とすさまじい音が響ひびき、ジェレマイヤ艦かんのマストが玩具おもちやのようにへし折れていくのが見えた。

　大きく船が揺らぎ、水兵たちがあちこちにすがる。こんなとんでもない状況下で海に落ちでもしたら、一体どうなるかわからない。みんな必死だ。

　しかし、そんな中で器用に立ち続けている一部の水兵が居た。

「おい、お前ら！　何やってんだ、海に落ちるぞ！」

「──いや、落ちても、俺たちは平気だから。それより、今はやることがある」

　仲間の忠告を軽く流して、数人の水兵たちはじっと荒あれる海面を見つめ続ける。

「……？　おい、お前ら、なんだか……さっきから体が光ってないか？」

　嫌いやなことに気づいてしまい、ジェレマイヤの水兵は思わず一歩後ろへ下がった。

　言われた水兵たちはというと、なおも平然と言う。

「光ってる、か。多分、鱗うろこが光ってるんだろうね」

「力が戻もどったからなあ。さっき風が吹いたとき、そんな感じがした」

「鱗？　力？　お……お前ら、ひょっとして、海の魔ま物もの！　フィズィか！」

　──そう、彼らは、レーン号に乗っていて捕ほ虜りよとなり、ジェレマイヤ軍に吸収されたフィズィの水兵たちだったのだ。

　フィズィたちが仲間に答える前に、再び船は大きく揺れる。

　大きな波が辺りをさらい、甲かん板ぱん上の水兵たちは悲鳴をあげながらあっちこっちに振ふり回された。

　直後、船の横から唐突に銀色の柱が生える。

　どうどうと水が零れ、ジェレマイヤ艦の甲板を洗う。

　柱は空の裂さけ目に向かってまっすぐに伸のびると、大量の水を落としながらぱっくりと口を開け、超ちよう高こう音おんの鳴き声を立てる。

　ふるふると震える半はん透とう明めいのひれに、綺き麗れいに生えそろった銀色の鱗。

　──昔、海の主であったという水すい竜りゆうだ。

　現れた水竜は一匹ではない。あちらからも、こちらからも優美な首をもたげて、理知的な瞳ひとみを輝かがやかせている。

　彼らはきらめく真しん紅くの瞳で巨人たちを見つめると、歌うような超高音で再び鳴いた。

　巨人たちは水竜の声を聞くとその場に突っ立ち、びりびりと震え出す。

　動きを封ふうじられた巨人たちの体の隙すき間まからは、かすかに砂が零れ始めているのが見えた。

「すごい……ひょっとして、ネライダだけじゃなく、水竜にも魔ま力りよくが戻ったのか？」

　砂すな浜はまですべてを見ていたロディアが叫び、ランセはほがらかに笑う。

「そういうこったな。フィズィも昔は魔法を使ったっていうから、奴らが呼んだのかもしれねーや。さーて、巨人どもはとりあえずあれに任せるとして。俺は、俺の中に引っこんだミラを引っ張り出して説得してやらねえとな！」

　ミラの名にロディアは緊きん張ちようを取り戻して唇くちびるをかみしめ、ランセに向かって叫ぶ。

「ランセ！　私にも何かできないか？　石榴ざくろは魔力ある人間の印だと聞いた。しかし、あなたほどには、私には自分の役割がわかっていない！」

「簡かん単たんだ、お前は俺の道しるべだ。俺の手を握にぎってろ。俺を信じろ。お前の力を全部俺に寄こせ。この、ネライダから生まれた暗黒を殺すために、お前はお前としてここにいろ！」

　ランセの答えは明快だった。ロディアは大きくうなずき、懸けん命めいにランセの指に自分の指をからめる。

　熱い手だった。

　ミラに触ふれたときに感じる冷気の代わりに、生命力そのものみたいな熱を感じた。

　あらためてランセの顔をのぞきこんで、ロディアは彼の瞳が両方緑になっているのに気づく。

　なくしたはずの瞳が、戻ってきたのだろうか？

　答えはわからないが、緑の瞳のランセはどこか高貴で、野性的で、文句なく綺麗だった。

「──私は、あなたを信じる。あなたに祈いのる。あなたがあなたらしく生きられるよう。そのために立ちふさがるすべての障害が、砕くだけて消えてしまうよう。もしも私の力があなたの役に立つというのなら、全部持っていってくれ」

　全身全ぜん霊れいをかけて、頭が痛くなるような集中と共にロディアは祈る。

　重なった手のひらが熱く、熱くなっていき、周囲はごおごおという風の音に包まれた。

　顔をあげれば、ロディアとランセの周りはつむじ風に巻かれているかのようだ。灰色の不穏なつむじ風だ。

　周囲を高速で様々な光景やひとの話し声が回り、どれもろくに認にん識しきできない。

　そんな中、ミラの憎にく々にくしげな声だけがはっきりと響いた。




『ミラは、お前たちの暗い心。死にはしないよ。消えはしない。追い出せば、拡散するよ。世界中に潜ひそむ。そして、今度のように、きっとお前たちをおびやかす』




　だから、もう一度私を受け入れて。

　懸命に囁ささやくミラの声には、確かにランセに向けられた愛があるようにも思う。

　とはいえ、ロディアはもう決めたのだ。

　彼女は、ランセを選ぶ。

　つむじ風の吹く世界を見つめ、ロディアは叫んだ。




「それでもいいさ。おびやかしてみるがいい、私はそのたびに、何度だってお前を打ち破ってみせる。私と彼がいるかぎり、お前の好きにはさせない！」




　彼女の声が消えるか消えないかのうちに、ランセと重ねた手が恐ろしく熱くなった。

　まるで焼けるようだ。でも、もう放す気はしない。最後までこの手を取っている。

　ロディアたちがそうしている間にも、巨きよ人じんたちは奇き妙みようなうなり声をあげて暴れ回り、水竜が吠ほえ、大砲が火を噴く。

　まるで神話のような世界が展開する中、ひときわ鋭するどいミラの悲鳴が響いた。

　その瞬しゆん間かん、ロディアの脳のう裏りには鮮あざやかな映像が浮うかぶ。

　全てを吹き飛ばそうと、吹き荒れる風。

　大地に広がる人の都市を踏ふみしめて立つ巨人たち。

　壊こわれた家々の間で泣く人間たち。

　そんな中で、ロディアは必死に立っていた。強い風に負けないよう、立ち続けていた。

　視線の先には一いつ対ついの翼つばさがある。

　大きな鷹たかの翼。

　少しも揺らぐことなく巨人を見つめる、明るくて暗い瞳。

　これは、過去の記き憶おくなのだろうか。思い出せるはずもない、石榴の瞳の持ち主の先祖の記憶なのだろうか。──そうかもしれない。しかし。

（そんなものは関係ない。今、ここにいる私が、私だ。そして──）

「ランセ、私の名を呼べ！」

　ロディアが思いきり叫さけぶと、ランセの指にぐっと力がこもった。

「ここにいるぜ、ロディア！」

　力強い声。熱い力。この力だけを、ロディアは信じる。

　そして──不意に、風がぱたりとやんだ。

　後には、何も残らない。

　完全な静せい寂じやくが辺りに満ちる。

「……？」

　ロディアがおそるおそる目を開けると、目の前には静かな夏の夜があった。

　割れていた空は、完かん璧ぺきに元の通り。なめらかに闇やみを湛たたえているだけだ。

　ネライダの王国は、再び完全に消え去っていた。

　視線を落とせば海は闇を映してどこまでも暗く、巨人や水竜の姿もどこにもない。

　ランセは、と見ると、彼はまだ、ロディアの手を握って傍かたわらにたたずんでいる。

　その背に揺ゆれているのは、猛もう禽きんの翼。

　と、思うと、不意に美しかった翼が音もなく砕けた。

　おお、と周囲の兵士たちから自然に声があがる。

　月光に光る七色の羽根が散る。

　雪のような、光の雨のような、なんだか奇き跡せきのような美しさだった。

　でも、それより何よりロディアの視線を奪うばうのは、華やかに散る羽う毛もうの向こうで屈くつ託たくなく笑っているランセのほうで。

　ロディアもつられて、多分子供みたいな笑えみを浮かべたのだと思う。

　一度ランセの手を放してから、思い切り彼の首に飛びついた。

「改めておかえり！」

「ただいま！　愛してるぜ、ロディア！」

　ランセはロディアを抱だき留めて叫ぶ。

　そんないつものことが、それだけで泣きそうになるほど嬉うれしくて、ロディアはひたすらに笑い転げていた。




　　　　[image: くぎり]




　ミラが消えた後、ジェレマイヤのマディス侵しん攻こう作戦は、一週間とたたずに断念される。

　その理由は当事者たちにしかわからないところが大きかったが、まことしやかに囁かれていた理由は、ふたつ。

　ポートマー防衛の任に当たったロディア・アルバラードの海かい峡きよう防衛の策が優すぐれていたこと。

　もうひとつは、死んだと思われていた英えい雄ゆう、エリアス・オルディアレスが正規軍に復帰し、指揮を執とり始めたこと、であった。
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　その夜は、穏おだやかな夜風が吹ふいていた。

　空には砕いた貴石のように、うるさいほどに星が輝かがやいている。

「──地上で見る星は、方位を知るためにあるわけではないのだな」

　ロディアはぽつりと言って、少し不思議な気分で視線を夜空から引きずり下ろした。

　彼女がいるのは、古い苔こけむした廃はい墟きよの円形広場。

　周囲をぐるりと囲むのは鬱うつ蒼そうとした森──に見えるが、実際には巧こう妙みように作られた中庭だ。

　広場に生えた石柱はわざとへし折られたものだし、周囲の枝えだ振ぶりの優美な灌かん木ぼくには本来マディスにはないはずの花蔓づるがからんで、甘い南国の花の匂においをただよわせている。

（こんなところにいると、つい先日までのことが嘘うそのようだ）

　ここはマディス首都のはずれ。

　小高い丘おかの上にある、カザルス提てい督とくの別べつ邸ていである。

　──ジェレマイヤとの戦いは一段落したがね、こういうときが一番危険だ。生き返ってしまったオルディアレス提督に、真の英雄となってしまったアルバラード艦かん長ちよう。実に絵になるうえに、どちらも隙すきだらけの人間だ。ほとぼりが冷さめるまで、わたしのところにいるといい。

　そう言ったカザルスは、何やら開き直ったかのように過保護になった、気がする。

（あのひとも、おかしなひとだ。ランセのことが好きなのか嫌きらいなのか……それに、この、建築や服ふく飾しよくへの謎なぞのこだわりも）

　円形広場のへし折れた石柱に腰こし掛かけるロディアは、今日は軍服姿ではない。

　石柱から下りると、白いさらさらとした布を重ねたスカートが揺れた。カザルスの用意したドレスには一枚一枚の布に美しい小花が刺し繍しゆうしてあるので、そうして動くと霧きりの中に垂れた花蔓が風に吹かれているかのようだ。

（凝こりに凝っているし、着るのも楽だが、これがカザルス提督にとっての私の印象というのは……目が曇くもっている気がする）

　自分はもうちょっと凜り々りしい感じではないのだろうか、と少々憮ぶ然ぜんとして考えていると、不意に誰だれかに名を呼ばれた。

「ロディア」

「──……！」

　いきなり息が止まるかと思って、ドレスの胸辺りをつかむ。

　やけに柔やわらかくて聞き慣れない響ひびきだったけれど、あれはきっと、自分のよく知っている声だ。

「……ランセ」

　囁ささやくように言って、ロディアは身を翻ひるがえす。

　すると、確かに求めていたひとはそこにいた。

　緑の茂しげみをかき分けて立つ、豪ごう奢しやな提督の正装を着た青年。月光が緑の瞳ひとみに落ちて、わずかに反射している。

　ランセは緩ゆるやかに笑みを作ると、そっとロディアのほうへと歩み寄ってきた。

「びっくりした。月の精とか、そんな類たぐいかと思ったぜ」

「悪い冗じよう談だんだな。月の精では戦えない。……あなたこそ、立派すぎて別のひとみたいだ」

「ばか、元々立派なんだよ。有能な奴やつこそ普ふ段だんは実力を隠かくしてるって言うだろ？」

「あなたはいいかげんなだけだ！　いつだって、楽しんでたじゃないか」

　いつもどおりのやりとりをしながら、ふたりは互たがいの距きよ離りを縮める。

　普段なら、二、三歩の距離を保って止まるのだ。

　でも、今日は自然にもう一歩、互いに近づいた。

　自分のドレスのフリルと、彼の金モールが触ふれるか触れないかの位置で、ロディアはランセを見上げる。

　ランセは静かに笑って彼女を見下ろしていたが、ふと、少し驚おどろいたように瞬またたいた。

「あっれ。お前、こんなに背、低かったっけ？」

「っ……なんだ、いきなり！　私はけして背は低くないぞ。女性としては高いほうだ」

「え、でもほら、いつもはもうちょっと、頭がこのへんじゃねーか？」

「それは！　いつもは靴の踵かかとのぶんがあるからだろう！　今日は単に踵のない靴を履はいているんだ。今まで気づかなかったのか？」

　ロディアがむきになって主張すると、ランセは何度か瞬いてから妙みように嬉しそうに笑う。

「あー、そっか。そういやそうだったな。よくあの靴で立ち回りすんなあ、と思ったことはあったわ。へえ、なるほど。ほんとはこんなもんか」

「……あまり嬉しそうにされると、腹が立つんだが。そんなことより、今日はどこへ呼び出されていた。そんな仰ぎよう々ぎようしい格好をして」

　むすっとしてランセの軍服に視線を向けると、今度は見慣れない高位の階級章にどきり、とする自分が居る。所属艦かん隊たいの印はないものの、海軍中ちゆう将じようという雲の上の地位が、目の前のひとは『ランセ』ではなく『オルディアレス』であると告げている。

　ランセのほうは前とまったく変わらない様子で、整えていた自分の髪かみを軽く乱した。

「ん、あっちこっちへ挨あい拶さつ回まわりっつーか、まあ、交こう渉しようと調整だな。こういうまどろっこしいことは好みじゃねーが、俺も昔とは違ちがう。エリアスとして軍に復帰するとなったら、敵と味方を選えり分けて、陛下にもお前にも迷めい惑わくかかんねーようにしねえと」

「……本当か……？　すごい！　ランセ、ずいぶんと大人になったな！」

「九歳下の人間に言われるにしちゃ、画期的な台詞せりふだな、おい！」

　思わず軽く引きつって返すランセに、ロディアはやっと小さく笑う。

　九年。言われてみれば、確かにそうだ。

　年ねん齢れいの差。経験の差。それはもう、けして埋うまるものではない。

　けれど、こうして話していれば、さっきまで感じていた距離はすぐに埋まる。

　きっとこれなら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないだろうか。

　今までだってふたりは何度も離はなれ離ばなれになって、それでも、何度も互いの手を求めて戻もどってきたのだから。きっと、これからも大丈夫。そうやって胸の奥で囁く声がある。

　ロディアは瞳に力をこめて、じっとランセを見つめた。

「あなたにはずいぶん心配をさせられてきた。これくらい当然だ。これからのことは、きっと大丈夫。あなたが居ればどうにかなると思える。──いや、私がどうにかしてみせる」

　ランセは視線をあわせてロディアの言葉を聞いていたが、最後にはたまらず、といった様子で顔をほころばせた。

「私がどうにかしてみせる、か。お前、ほんっとに男前だよなあ。ほれぼれするぜ。だけど、俺にももうちょっと格好いいこと言わせてもいいんじゃねーか？」

「文句を言うな。あなたはいつも放っておいても決め台詞ばっかりなんだから、今日は私が言うんだ。それに……そうだ」

　ロディアは少しむきになって言い、ふと思い出して胸むな元もとを探さぐった。

　大げさな宝石などひとつも身に付けていないが、唯ゆい一いつ細い鎖くさりで首からかけていたものがある。引きずり出してみると、それは月光を跳はね返して意外なほど美しく光った。

　男物の指輪をそっと指でつまみ、ロディアは自分とランセの間に持ち上げる。

「あなたがくれた、あなたの魂たましいのかけら。あなたに会ったら、返そうと思っていた」

　ランセはその指輪を見ると、たまらなく懐なつかしそうに目を細めた。

　旧友の思い出を懐かしむように、彼が言う。

「思っていた？　過去形か」

　穏やかな彼の声に、心臓がずきりと痛んだ。

　それでも、ロディアはあえて挑いどむように笑ってみせる。

「そう。返すのはやめだ。ずっと私が持っている。あなたの魂の半分は、私のもの」

　甘く、どこか、毒すら含ふくむ声で囁き、指輪をぐっと握にぎりしめる。

　ずっと胸元にかけていた指輪は、金属とは思えないほどに温かかった。本当に、目の前のひとの心臓のかけらを握っているみたいだ。

　そう思うと、てのひらがじわりと熱くなる。心が熱くなる。普段は抑おさえこんでしまう熱さを、今日はそのまま唇くちびるに載のせる。

　彼を見つめて、囁く。




「私はもう、決めた。この手であなたを掴つかまえて、二度と離さない。あなたが何度死の淵ふちをのぞきこもうと知ったことか、何度だって、この手で引きずり戻してやる。あなたの死は、もはや穏やかな安らぎにはなりえない。──覚かく悟ごしろ」




　ランセは彼女の言いようを聞き、何か言おうと唇を震ふるわせた。

　でも、結局何も言えない。

　いつもの余よ裕ゆうのある笑えみが驚きにこわばって、その後に少年じみた表情がよぎる。

　戸と惑まどう風ふ情ぜいを見せ、ランセは笑った。崩くずれるように。

　優やさしく。悲しく。

　でも、どこまでも、嬉うれしそうに。

　ランセの表情の変化があまりに鮮あざやかで、見ているロディアの胸もわずかに高鳴る。

　これ以上見てはいけないような気分になって、彼女はわずかに視線をそらした。

「……もう、帰ろう。夏とはいえ、夜は少し冷える」

　ロディアは緩やかに身を翻し、カザルスの別べつ邸ていのほうへと戻ろうとする。

　そこへランセの腕うでが伸のび、彼女は不意に背中から抱だき留められた。

「……！」

　いきなりランセの体温に包まれて、ロディアは息を吞のむ。本当に、心臓が止まるかと思った。わずかに身じろぐが、ランセの腕は離れない。強い力。しっかりと自分を抱き、離そうとしない、その力。耳元で、低く抑えた声が囁く。

「ロディア、お前のことを愛してる。お前だけだ」

　お前だけ。

　その、言葉が。

　その響ひびきが、耳から全身を震わせる。

　苦しい。呼吸ができない、助けて。でも、その手を離してほしくない。

　ロディアは、震える指でしがみつくみたいにランセの腕をかき抱いだく。ランセは腕にさらに少し力をこめて、ロディアの耳に直接囁きかける。

「俺はもう、簡単に死んだりしねえよ。俺の魂はお前がもってっちまった。だから、好きにしろ。お前が生きろって言えば、俺は生きる。ほんとにお前の害になって、もうどうしようもないと思うまでは、死にやしない。この世界がぶっ壊こわれるときには、俺は世界よりもお前を選ぶ。──俺は、お前ほどこの世界を愛しちゃいないんだ。俺が愛してるのは、お前だ」

　熱く真しん摯しな言葉が耳から入りこんできて、頭が焼き切れてしまいそうだ。

　簡単に死んだりしない。そのひとことを聞きたくて、ずっと、どれだけあがいてきたことだろう。血ち反へ吐どを吐はきそうな努力をしながらも、そんなの、絶対に無理だと思っていた。彼には絶対に手が届かないと思っていた。

　なのに、こんな。

　息が詰つまる。

「ランセ、待ってくれ」

　本当にうまく呼吸ができなくなって、頭がくらくらしてきて。ロディアはわずかにもがいて告げる。対するランセは、喉のどの奥でかすかに笑った。

「充じゆう分ぶん待っただろ。待たせたしな」

「わかってる、でも」

　悲鳴に近いロディアの訴うつたえに、ランセは容よう赦しやなく囁ささやく。

「ロディア、目を開けて、俺を見ろ。俺だけを」

　あなたの言葉だ。恐おそろしい吸引力で、ロディアを捕とらえて放さない言葉。

　上官だのなんだのは、もうどうでもいいのかもしれない。

　あなたの言葉に逆らえないのは、私の心。目をつむっていたい。逃にげていたい。

　それと同時に、本当はあなたを見ていたいから、絶望したような、救われたような気持ちで、震えるまぶたを持ち上げる。

　ゆらぐ視界の真ん中で、綺き麗れいなあなたが私を見ている。

　最初に捕らわれた、青と緑の瞳ひとみ。

　今はどちらの瞳も緑だけれど、やっぱり綺麗だ。

　出会ってから今までのことがどっと心の奥からあふれてきて、もうどうしようもならなくて、ロディアは必死にランセにすがって言う。

「ランセ。愛して、いる」

　ランセの瞳が一いつ瞬しゆんだけ、痛みを感じたように震えて、すぐに途と方ほうもない優しさで微笑ほほえむ。

　彼の指がロディアの金きん髪ぱつに触ふれてくれる。神しん妙みようを装う、彼の声。

「他ほかの奴やつらと同じように？」

「違う」

　自分でもびっくりするくらい鋭するどい痛みを感じて、ロディアは懸けん命めいに言う。

　途と端たんに視界がにじんで、ロディアは羞しゆう恥ちにわずかに顔を赤くした。ランセはそんな彼女をじっと見つめて、髪かみをなでていた片手を彼女の頬ほおに添そえた。

「じゃあ、世界を愛するみたいに？」

　まだ、試ためすみたいな言葉。

　でも、仕方がないのかもしれない。自分は今まで、『愛』という言葉を使いすぎたから。

　世界のすべてが大好きで、何もかもが輝かがやいてみえて、けして憎にくむことはできなくて。

　美しい貴婦人たちのようになることは諦あきらめたのに、彼女たちの姿がまぶしくて。

　軍人として生きるのだと決めた後も、ずっと彼女たちに愛していると囁いて回った。

　この世界を、美しい女性たちを、愛するひとたちを守るのが、自分のすべてだと思っていた。

　でも。今は、違ちがう。

　世界は変わらず美しく、月は空にあるだけで泣けるほどに心を揺ゆらす。

　それでも、今はあなただけ。




「……違う。あなたでないと、駄だ目めなんだ。愛してる。苦しい……死んでしまいそうに、愛してる」




　どうにか告げた声は、ほんの少しかすれていた。

　必死すぎて、少しも格好よくはなかった。

　それでも、ランセはそんなロディアを見下ろして、途方もなく優しく微笑んだ。

「ロディア」

　大切に、大切に呼ばれたその名前。

　聞くだけで全身が震える。めまいがする。何も言えなくて、薄うすいまぶたを閉じたとき、唇に優しい温かみが載った。

　ほんのかすかな、海の匂におい。

　ランセの匂いだ。

　唇が重なったのだと、わかったのは少し後のこと。その瞬しゆん間かんに頭が真っ白になって、どこまでも優しい、穏おだやかな感覚でいっぱいになる。

　あなたが好きだ。

　あなたが好き。本当に、もう二度と離はなせない。離れられない。

　崩れてしまう。すべて。体も、心も。どうしよう。もう、何も考えられない。

　やみくもに相手のほうに手を伸べた。じっとしていることはできなかった。あなたにもっと触れていたかった。ロディアの手はすぐにランセの指に捕らわれる。

　彼はしっかりと彼女の指に自分のそれをからめると、少し顔を離して囁いた。

「嫌いやだったか」

　穏やかながらも、どこか心配そうな問いだ。

　ロディアはゆるゆるとまぶたを開け、どことなく不思議に思って瞬またたく。

「大だい……丈じよう夫ぶっ……!?」

　平気に決まっている、そう思って答えかけたとき、いきなり膝ひざが崩れた。

　すかさずランセがロディアを抱き留め、険しい表情になってその顔をのぞきこむ。

「おい！　どうした。まさか、どっか具合悪いんじゃねえだろうな」

　……声が怖こわい。

　これで本当に負傷を隠かくしてでもいたら、ただではすまない雰ふん囲い気きだ。

　このひと、本当は怖かったんだな、と思いながら、ロディアは必死に首を横に振ふる。

「大丈夫だ、本当に、大丈夫！　ただ、こう、いきなり膝から力が抜ぬけてしまって……今も、なんというか、痺しびれてる。なんなんだ、これ。体が変だ、こんなの……」

　言いながら、自分でも途方に暮れた。

　こんなことは初めてだ。特に不調でもないのに、身体感覚が全体的にぼんやりとしてしまって、むずがゆい。半はん端ぱな力で触れられると逆にたまらなくて、ロディアは自分から強くランセに体を寄せた。

　ランセはロディアを抱いて真しん剣けんに彼女の言いようを聞いていたが、全部聞き終えると困ったように笑う。

「……なるほど、ね」

「なるほどって、一体どういう……っ、うわっ」

　問いを最後まで言い終える前に、ロディアはランセに軽々と抱だき上げられてしまった。

　慌あわてて彼の首にすがると、頬に軽く口づけられる。

「……っ！　ランセ！」

「お静かに、姫ひめ君ぎみ。ここはひとつ、俺が部屋までお送りいたしましょう。だいぶ傷の多い王子で申し訳ないけどな」

　いつもの調子の軽口に、低く迫はく力りよくのある声が入り交じって、ロディアは聞いているだけでまた顔が真っ赤になりそうになってしまった。

　ごまかすように彼にすがった腕うでに力をこめ、そっぽを向く。

　月はまだ、空の真ん中近くにあった。

　鬱うつ蒼そうとした木々の間を、ランセは危なげない足取りで歩いて行く。

（昔。ずっと、昔は──こういうのが、夢だった時期もあっただろうか）

　おぼろげで不確かな記き憶おくが蘇よみがえりかけては、再び幻まぼろしのように消える。美しいドレスを着て、大好きな王子様に抱きかかえられる夢。自分もそんな夢をみたことがあったのかもしれない。あまりに遠くてはっきりは思い出せないけれど、なんだか不思議に幸せな気分だ。

　無む茶ちやな抵てい抗こうをする気にはなれなくて、ロディアはランセの耳元にぽつりと言った。

「こんなの。あなたでなければ、蹴けり倒たおしている」

「その調子で頼たのむぜ。他の奴がお前にこんなことしたら、俺も素す直なおにぶん殴なぐる」

　笑い含ぶくみの返事だが、彼が本気なのはやけにはっきりとわかる。

（ぶん殴る、ですめばいいが。……なんというか、やっぱり、ちょっと怖いひとだよな）

　しみじみ思うものの、今はそれも少し嬉うれしいような気がした。

　ランセはロディアを抱いたまま、ゆっくりと凝こった中庭を抜け、乳白色の大理石で出来た列柱廊ろうを抜けて、彼女の部屋までやってきた。

　薄うす暗ぐらい中でも目が見えているかのように、天てん蓋がいつきの寝しん台だいに丁てい寧ねいにロディアを寝ねかせる。

「お前も色々疲つかれてんだろ。無理はするな」

　ランセは自分もロディアの寝台の端はしに腰こしを下ろし、寝台脇わきのオイルランプに明かりを灯ともす。

　ぼんやりと暖色の明かりに照らされた彼の横顔に、ロディアは少しもどかしい思いで手を伸のべた。

「……ランセ」

　彼の手に自分の手を載のせて名を呼ぶと、ランセが微笑んでこちらを見る。

「うん？」

　いつもよりずっと柔やわらかな光を帯びた彼の目が、ロディアの姿を映している。

　好きだ、と、そんな気持ちが抑おさえようもなく湧わいてきて、ロディアは寝台から少し体を起こして囁いた。

「今夜はもう少し、一いつ緒しよにいたい。……いてくれないか」

　ロディアの言葉に、ランセは苦く笑しようしかけた、ように見えた。

　けれどすぐに笑いを引っこめて、静かな表情で見下ろしてくる。

「お前、それ、どういう意味だかわかってる？」

（どういう、意味って）

　きょとん、として考え直してみると、いきなり色々が腑ふに落ちた。どっと全身に血が巡めぐって、ロディアは真っ赤になって言葉につまる。

　恥はずかしい。恥ずかしすぎて、この場で敷しき布ふをかぶって転がりたい。でも、そんなことはできない。目の前に彼が居て、自分を見ている。

　少しも動かず、自分の言葉を待っていてくれる。

　……やっぱり、好きだ。

　このひとでなくては、駄目だ。

　ロディアはどうにか唇くちびるを動かす。言わなければ。どんなに格好が悪くてもいい。

　今は、それでいい。

「……わかっている、と、思う。きっと、あなたなら、平気だ」

　どうにかこうにか囁ささやくと、ランセは自分の手に添えられていたロディアの手を握にぎり直した。しっかりと指をからめて、そのまま白い敷布の上に押しつける。

　自然、ロディアは全身を敷布に埋うずめる格好になった。

　ランセが、すぐそばから見下ろしている。

　微笑ほほえむような、どこか怖いような瞳ひとみで、囁いてくる。

「『平気』はよせよ。そうじゃねえだろ？　やり直し」

　一いつ瞬しゆん息がつまりそうになるのを、ロディアは必死に飲み下した。心臓がおかしいくらいに鳴っている。怖い、けれど、けして嫌ではない。不思議な感じ。

　また、頭が真っ白になってしまう。それでも、彼が何を求めているかだけは、よくわかる。

　だから、なんとか囁く。

「あなただから……あなたと、いたいんだ。そばに居てくれ」

　ランセが笑う。どこまでも優やさしい口づけが落ちてきて、頭の芯しんがくらりとした。

　寝台が柔らかくなりすぎて、体がどこまでも沈しずんでいきそう。

　ランセの声が告げる。

「ここに居る。愛してる。俺を呼べ。エリアスじゃなく、ランセって」

「ランセ」

　求められるままに囁く。

　自分の指にからんだランセの指に、力がこもったのがわかった。その淡あわい力が、自分が呼んだ彼の名が、穏やかな夜の気配が、自分を満たしていくのがわかった。

　ずっと感じていた、淡い寂さみしさが、何かをなくしてしまった感じが、なくなっていく。

　代わりに、もどかしいくらいに、胸がいっぱいになる。

　もう、きっと声に出す必要だってない。

　今、ここにいる私がすべて。あなたがすべて。

　触ふれあった皮ひ膚ふが溶とけるような感かん触しよくがあって、オイルランプの芯がじりり、とほんのかすかな音を立てたのが、妙みように大きく聞こえた。
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　久しぶりに、酷ひどく深く眠ねむっていたような気がする。

　深い、深い闇やみに沈んでいたような覚えしかなく、夢のひとつも見なかった。

　今までに何度もみたオルディアレス艦かん長ちようの馬車の夢も、今朝はロディアを迎むかえにこなかった。いつの間にやら意識が途と絶だえ、ふと目が醒さめたときには、まぶたの裏が薄うす明あかるい。

「……朝、か」

　つぶやこうとして、うまく声が出ずにロディアは小さく咳せきこむ。

　ロディアはそうっと目を開け、体を起こして辺りを見み渡わたす。どことなく、全身にけだるさが残っていた。頭も視界も、まだぼんやりしている。

　水色と金で統一された部屋の内装が天蓋の薄い紗しやごしに見え、寝台の上には紗を通した朝の光が、水すい紋もんみたいに揺ゆらめいていた。

（……！　そういえば、ランセは）

　寝台にいたのが自分だけだと気づいた途と端たん、心臓が跳はね上がる。

　一気に覚かく醒せいしたロディアは、掛かけ布ふをつかんで急いで紗をかきわけた。鮮あざやかな朝の光に目を凝らすと、窓辺にたたずんでいたひとが振り返る。
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「……よう。起きたか」

　いつもの飾かざり気けのないシャツとズボンを身に着けたランセが、風に髪かみを揺らして笑う。

　その笑え顔がおはすぐに困ったようなそれに変わり、彼は軽く頭を掻かいた。

「お前なー。もうちょっと、その。……自分の格好が俺の目に優しいかどうかを、考えてくれてもいいような気がするんだけどなあ」

「目に、って……あ！　ああ、ええっと、なるほど、確かにそう、だったな……！　善処する、すぐに！」

　言われてやっと完全に我に返り、ロディアは慌てて掛布にくるまる。

　ランセは少し目をそらしたまま、たまらず、といった感じでくすりと笑った。

「善処ねえ。ほんと、そういうとこだけは心配だぜ、お前は」

「こういうところだけ、ならば、褒ほめられていると思っていいのか……？」

「ばか、そこで安心すんな。大変な思いすんの、お前だぞ」

　ランセは笑って、部屋の隅すみのついたてにひっかかっていたガウンを取り、紗の隙すき間まから放ほうりこんできた。

　大変な思いって、どんな思いだろう。

　わかるようでわからないような、わかりたくないような、というか、想像するだに色々と頭の中がわけのわからないことで一いつ杯ぱいになってしまい、ロディアはしばらく上等な絹のガウンに顔を半分埋めて考えこんでしまった。

　別に、ランセがいいなら──それでいいような気も。しないでもない。

（いや、違ちがうだろう！　なんなんだ、私は！　とっとと起きなくては）

　はた、と我に返ったロディアは、なるべく素す早ばやく上等な絹のガウンを身に着ける。

　長い金きん髪ぱつを適当に整えながら寝台を下りると、ランセはまた窓の外を見ていた。

　先ほどわたわたしていたところは、見られずにすんだようでほっとする。

「いい風、だな。気持ちのいい出しゆつ帆ぱんができそうな」

　ロディアはいい、そっとランセの横に並んだ。すると、彼の手が自然にロディアの金髪をなで始める。頭の輪りん郭かくをなぞるみたいな優しい感触に、このひとが本当に好きだな、と脈みやく絡らくもなく思った。

　ロディアがランセに身を寄せると、ランセの腕うでが腰に回る。彼の体温に包まれるのが嬉しい。

　窓の外、この館やかたのある丘おかの斜しや面めんの向こうは、きらめく夏の青い海が見えた。

「確かに、いい風だ。お前もずいぶん、発想が海軍人らしくなってきたじゃねえか」

「いつの間にかしみついた。これはもう、一生ものの感覚だと思うよ。私が一生軍人をやっているかどうかは、わからないけれど」

「え？　何。引退すんの、お前」

　少しびっくりしたように言われたので、ロディアはランセを見上げて何度か瞬またたく。

「それはそうだろう。戦争が終わって、世の中が完全に平和になって。軍人の半分が退たい役えきするようなことになったら、辞やめることだってある」

「……平和。か。……あー……考えたこと、なかったわ」

　妙にしみじみと言い、ランセはロディアを見つめている。

（……口づけてもいいだろうか）

　またもまったく脈絡なくロディアが思っていると、不意にランセの顔が近づいてきて、唇に軽い口づけを落としていく。

　ロディアは小さく震ふるえてランセの腕にすがり、囁いた。

「なんでわかった？」

「ん？　わかったって、何が？」

「いや、その。だから──いや……うん。まあいい、わからないなら」

　うっすらと赤くなって視線をそらすロディアに、ランセは少しひとの悪い笑えみを浮うかべてみせる。

「別に、お前からしてくれても一向にかまわねーけど」

「っ……！　わかってるじゃないか！　充じゆう分ぶん！」

「お前の反応見てりゃ、わかんないほうが阿あ呆ほうだろ」

　明るく笑い飛ばすランセに抗こう議ぎしようと顔を上げるものの、結局すぐに怒いかりはどこかへ消えてしまったので、ロディアは代わりに彼に抱だきついた。

　抱き返してくれる彼の腕を感じながら、ロディアは言う。

「なあ、ランセ。……もしも、全部の戦争が終わったら。ただ、航海を楽しむためだけの航海ができると、いいな」

「航海を楽しむための航海、か。考えたことなかったけど、いいな。お前と一いつ緒しよなら」

　答えるランセの声こわ音ねは、少し不思議そうで、それ以上にぼんやりとしあわせそうなものだ。彼がしあわせそうだと思うと、ロディアの心もあっという間にしあわせであふれてしまう。

「ああ。いつか、そんな日が来るといい」

　ロディアは囁ささやき、緩ゆるやかに目を閉じた。

　このままずっとこうしていたいな、と思ったとき、扉とびらのほうから澄すんだ声が響ひびく。

「ロディア、いる？」

「お、ルナだ。俺がいると怒おこられるかな？」

　ランセはのんびりと言い、ロディアから腕を解ほどいた。

　ロディアは少し考えてみたが、ここでランセをどこかへ隠かくすのも変な話だ。問題はないだろう、と判断して軽くうなずき、ガウンを直しながら言う。

「ルナが怒るなら、それはそれで見てみたい。私が開けよう」

　ロディアが扉に歩み寄って開けてみると、そこには女物の寝ね間ま着き姿のルーナ・ノアが立っていた。寝間着とはいえ凝こった刺し繍しゆうが入った白い衣服は、愛らしいドレスにも見える。

　今はけして少年には見えないルーナ・ノアは、まずはロディアを見上げ、次にひょこりと室内を見やってランセを見つけた。

「おはよう、ロディア。……と、ランセも」

「おはよう、ルナ。朝からどうしたんだ？　あんまりそんな格好で歩き回っちゃ駄だ目めだぞ。君は可愛かわいい女の子なんだから」

　自分のことは完全に横に置いて言うロディアに、ルーナ・ノアはちょっと首を傾かしげながら器用にうなずく。

　そして、すぐに少し険しい顔になって告げた。

「船せん影えい、見えた。たくさん」

「たくさんっつーと、どのくらいだ。軍ぐん艦かんか？」

　すぐに軍人の目に戻もどったランセが、ロディアの横まで歩いてきてルーナ・ノアに問う。

「見えたのは二十三隻せき。軍艦。色んな国のがいた。……アスファルのも」

　ルーナ・ノアの報告に、ロディアとランセは厳しい視線を交かわす。

　今はまだ、甘い夢を語るには早すぎるようだ。
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　軍服に着き替がえたランセとロディアがポートマーの街へ下りていったとき、カザルス提てい督とくと、レーン号の士官たちは、すでに市役所の玄げん関かんにたたずんでいた。

「来たか、ふたりとも。お客様はすでにお待ちかねだ」

　カザルスが美しい大理石細工の床ゆかを踏ふんで振ふり返り、カロルとアルデア、玄関広間の椅子いすに腰こし掛かけたキニスとルーナ・ノアも、いっせいにランセとロディアを見やる。

　誰だれもがいつもの軍服姿なのを見て、ロディアは妙に安堵している自分に気づいた。

（軍服に安心するなんて、私もかなり重じゆう症しようだな）

　内心苦く笑しようしながら、表向きは冷静にロディアは問う。

「お客様、というのは、例の船団のことですね」

「ま、他ほかにはいないだろう」

　しれっと言うカザルスは完かん璧ぺきにいつもの調子だ。緊きん張ちよう感かんがまるでない理由はなんなのか、いまひとつ読めない。

　ランセも同じように思っているようで、提督の軍服で腰こしに手をあて、ひとの悪い笑みを浮かべてカザルスを見る。

「いきなりの客だ、少しくらい待たせとけ。つっても、お前がこんなとこでおとなしく待ってたってことは、いきなりどんぱちやろうって相手じゃねーんだな？」

「そこは自分の目で確かめたまえよ。こちらだ」

　カザルスに導かれて市庁舎を抜ぬけると、一行は裏庭を通って、海が見える岬みさきに出た。

「これまた──壮そう観かんだな」

　ロディアが言ったのは、海と岬、両方の光景に対してだ。

　海に浮かんでいるのは、様々な戦せん艦かんである。どれも優美なマストを持つ帆はん船せんで、大小様々、はためかせる旗も様々。

　そして、岬でそれぞれ話し合い、もしくは微び妙みような距きよ離りをとってたたずんでいる人々の軍服も、あまりに色とりどりだ。

（あちらの濃のう緑りよく色しよくに赤は、リエフ王国。こちらはコリャル諸島連合か。……駄目だ、ちっともわからないところもある）

　ロディアにわかったのは、北方大陸の数カ国の軍服までで、それ以上となるとさっぱりだった。一方ランセのほうはその辺りも把は握あくしているのか、単に気にしていないのか、堂々と派手な軍服の集団へ近づいていく。

「よう、仰ぎよう々ぎようしい面々が来やがったな。それで？　わざわざでかい船持ってきて、朝からなんだってんだ。俺は朝飯も食ってねえんだ、手短に済ませろよ」

　いつも通りの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな物言いに、軍人たちの視線が集まる。

　しかし、今日はなぜかその視線が優やさしいような気がした。

（なんだろう。みんな、視線が親というか、後こう輩はいというか、そんなような……）

　ロディアが違い和わ感かんを覚えている目の前で、ひとりの浅黒く焼けた精せい悍かんな海軍士官が前へ出た。黒と赤の軍服は、ロディアもよく知っている。

　かつては無敵艦かん隊たいと呼ばれた海軍を持っていた、マグノリア連合王国の士官だ。

　彼はさも懐なつかしそうにランセの姿を眺ながめ、深々と一礼する。

「瞳ひとみの色は変わったようですが、その物言い。……懐かしく覚えております。提督閣下」

「ん？　あー、えーっと、お前、あれか。十年ちょっと前、アスファルと戦ってたときに連合艦隊に居た男だ。ルス・エストリアだっけ」

「これは……！　よく覚えていてくださいました！」

　ルスは驚おどろきと感動に目を瞠みはる。周りにもかすかなざわめきが走ったが、ランセは平然としたものだ。にっこり笑って少しばかり首を傾げて見せる。

「今まではずっと忘れてた。でも、顔見たら思い出したってだけだ。同じ戦場で、同じ空気を吸ってたんだもんな。そりゃ思い出すさ」

　ルスは真っ黒な瞳に感かん涙るいを浮かべてうなずき、丁てい寧ねいなマディス語で続けた。

「はい。あなたには何度も命を救われました。そして、あなたの死に、絶望した者のひとりです。──この十年と少し、どれだけ再びあなたと戦いたいと望んでいたことでしょう。ここにある者たちは、皆みな、思いを同じくする者です」

「それは……まさか、また、国境を越こえて連合艦隊が組まれるということか」

　ロディアが呆ぼう然ぜんとして言うと、ランセが悪戯いたずらっぽい目配せをしてくる。

「そんなこともあるんじゃねーの？　世の中、色んなことが起こるもんだぜ。しかしまあ、ジェレマイヤは俺たちが倒たおした。それでもお前らがそろったってことは、誰がほんとの敵かはわかってんのか」

　ランセの問いに、ロディアははっとする。

　そう、そうなのだ。敵が神と知っていれば、人間側の連合艦隊が組まれてもおかしくはない。とはいえ、今回は当のジェレマイヤですら、自分たちが憑つかれていたことにはっきりと気づいていなかった。

　こんなに早い段階で、こんなに多くの国の人々が具体的に動けるものだろうか。

　そんなロディアの疑いを打ち砕くだくように、不意に澄んだ声がする。

「敵はいにしえの神。ひとを滅ほろぼそうとする、その意志だよ」

　あまりに意外な聞き覚えのある声がして、ロディアは目を瞠った。視線で声の主を捜さがす。無骨な者が多い海軍人の中にたたずむ、ひときわほっそりとしたしなやかな人ひと影かげ。

　乳白色の軍服に白い髪かみを零こぼした彼の姿に、ロディアは思わず声をあげて歩み寄った。

「あなたは……！　ザーヒル。ザーヒルだな？　無事だったのか！」

　近寄ってみると、ザーヒルはほんのわずかな間に背が伸のびて、前よりも青年らしくなっている。少しばかり頬ほおがこけ、表情からも浮うき世よ離ばなれしたところが消えた。

　すっかり人間になったザーヒルは、少し照れたようにロディアを見つめて告げる。

「どうにか、ね。父上に幽ゆう閉へい同然にされていたのだけれど、いくつかの氏族がぶつかって小こ競ぜり合いが起こったときに、いくらかの兵力をかき集めて逃にげてこられたのさ。僕は、アルモニアが死んだ顛てん末まつの生き証人だ。アスファルと、世界を守るために立とうと決めた。……でも、僕の力だけでできたことじゃない。それもこれも、彼のおかげ」

「彼というのは……ひょっとして、サクルか？」

　わずかな願望をこめてロディアが問うと、ザーヒルは悲しく微笑ほほえんで首を傾げた。

「うん。生き急ぐみたいに自分の命も組みこんで策を練って、もう逝いってしまったけれど。……あなたが、逃がしてくれたんだってね。彼、なんだか、恋こいした相手みたいにあなたのことを話していたよ。すごく、憎にく々にくしげに。でも、あなたのことばかり」

「……そうか」

　サクルが死んだ、と聞いて、ロディアは奇き妙みような喪そう失しつ感かんがあふれてくるのを感じた。

　別に、好いていた相手ではない。むしろ苦しめられた相手だ。

　けれど、彼は自分が勝手に頼たのんだように、ザーヒルを救ってくれた。

（サクル。あなたの誤解は、解けたんだろうか。私の言葉は、届いたんだろうか）

　心で問いを重ねても、死者から答えは返らない。悲しく黙だまりこむロディアを見かねたのか、ザーヒルの傍かたわらに立っていた青年士官が口を開いた。

「それはそれで、しあわせであったのだろうよ。あなたが背負いこむことではない」

「え？　あなたは──」

　これまたやけに聞き覚えのある声だ。

　しかし、どこで聞いたのだったろう？　ロディアは一いつ瞬しゆん悩なやんで顔を上げ、はたと気づいた。

「その出で立ち。あなたは、以前ポートマーから出るときに、私がルーナ・ノアを預けようとした馬車のひとでは？」

　彼女の問いに、青年士官はうっすらと笑って声をひそめる。

「当たりだ。でも、完璧な回答まではもう一息、だな」

「もう一息？」

　一体どういうことだ、とロディアは青年士官の深くかぶった三角帽ぼうの下の顔をのぞきこんで、今度こそ目を丸くする。

「あ……！」

「ん？　あ……あーっ！　そこ！　そこ、何やってんですか！　まさかあなた……」

　ランセもロディアと同じことに気づき、真っ青になって歩み寄ってくる。

　彼がそんな反応を見せる相手は、ただひとり。

　青年士官が帽ぼう子しを取ると、あせた色の金きん髪ぱつがぱらりと肩かたにかかった。

「やあ、エリアス。無事でよかった」

　どことなく物もの憂うげに言うのは、顔色の悪い二十代後半の青年だ。少々瘦やせすぎではあるが、元は素す晴ばらしい美青年だったのだろうと思わせる。きらめく青の瞳を持つそのひとは、どこからどう見ても、マディス王国国王そのひとであった。

「無事も何もないですよ、そういうのはこっちの台詞せりふです！　体調悪くして療りよう養よう中じゃなかったんですか？　ミラはあなたのとこに雷落としたっていうけど、確かな情報は入ってこないし、心配したんですよ、ほんとに！」

　過保護な母親並みにまくしたてるランセに、国王は穏おだやかに笑って切り返す。

「本当にそう思っていたなら、さっさと離り宮きゆうにでも見み舞まいにおいで。わたしの雲雀ひばり」

「あ……すみません」

　途と端たんにしおれるランセに、思わずロディアは小さく笑ってしまう。

　国王もそんなランセとロディアを見てくすくすと笑い、日差しを避さけるように帽子をかぶりながら言った。

「まあ、いいさ。実際に離宮にいたのは、わたしの影かげ武む者しやだから。可哀かわい想そうに、何者かに怪け我がを負わされてしまったうえ、落雷に見舞われたようだけれど、命は無事だよ。まったく、十年以上前の再現だね」

（陛下……。陛下は国内の陰いん謀ぼうの動きを知って、療養と称しようして離宮とは別の場所にひそんでおられたのか）

　しかしまさか、あんなところでロディアとすれ違ちがっていたとは。

　あまりの偶ぐう然ぜんにロディアがぼんやりとしていると、国王は軽く彼女の肩に手を置いた。

「君の手紙は、無事受け取ったよ。それで素す早ばやく動かねばならないと決心したのさ。エリアスは、英えい雄ゆうであり幽ゆう霊れい、最強の旧神を宿す者であり、わたしの友。政治的ないざこざを起こすには格好の存在だから。ジェレマイヤに捕とらわれたとなっては、面めん倒どうごとがおこるのは目に見えていた」

「そう、だったのですか」

　思わぬ嬉うれしい知らせに、ロディアはぱっと心が明るくなるのを感じる。

　ランセはそんなロディアを優しい目で見やってから、少し恨うらみがましい顔になって国王に向き直った。

「それはいいんですけどね。ロディアの手紙を受け取ってたのに、自分は姿をくらまして俺はほったらかしですか」

「ああ、そうだ。お前はそういう扱あつかいをされるほうが好きだろう」

「…………間ま違ちがっちゃいませんけど…………」

　そこでしゅんとしてしまうのが、ランセの弱みなのだろう。

　国王はさも楽しげに笑って、今度はランセの肩を叩たたいてやった。

「ロディアがどうにかしてくれると、信じていたのさ。それに、こういったいざこざのときには、味方を集めて回るのが王族の仕事だ」

　国王は言い、緩ゆるやかに片手をあげる。

　その向こうにたたずむ軍服の人々に、数々の軍ぐん艦かんに、そして青い空に視線をやるうちに、ランセの表情は鮮あざやかに晴れてきた。

　ロディアにはわかるような気がする。

　ランセの望みは、国王が国王らしくあること。自分を重んじてくれることは、二の次なのだ。その証しよう拠こに、ランセは国王の前に膝ひざを折り、深く頭こうべを垂れて言う。

「ありがとうございます、陛下」

　国王は笑えみを少し嫌いやそうなものに変えて、ランセに両手を伸べた。

　彼の手を取って半ば無理やり立たせると、国王は穏やかに言う。

「やっと籠かごから出ていったね、エリアス」

「そう、ですかね？」

「多分、そうだと思うよ。わたしはずっと籠の扉とびらを開けていたけれど、お前は出て行こうとはしなかったから。でも、今はお前の魂たましいは、お前の中と、お前の傍らにあるね」

　傍らに、といって視線を向けられたのは、ロディアだ。

　いきなりのことにロディアはびっくりして固まったが、ランセはちらりとロディアを見ると、嬉しそうに笑った。

「はい」

「……それで、オルディアレス艦かん長ちよう。いかがですか。対旧神の連合艦かん隊たいの指揮、執とっていただけますか」

　感動の再会の横で口をつぐんでいたルスが、おそるおそる口を出す。

　ロディアも、彼の後押しをするように言った。

「オルディアレス提てい督とく。望まれているぞ。いつもの、『格好いい俺の演説』をやるべきじゃないのか？」

「ったく、しょうがねーなあ。いいかげんそういうもんをやる歳でもねーんだけど。やるか」

　ランセは軽く頭を掻かくと、機き嫌げん良よく身を翻ひるがえした。

　豪ごう奢しやな軍服の裾すそを翻し、士官たちの間をすり抜ぬけていく。途と中ちゆうで彼が振ふり返って手を伸べるので、ロディアも慌あわてて小走りでついていった。

　ランセはそのままロディアの手を取ると、岬みさきにあった平たい岩の上に上り、士官たちをぐるりと見み渡わたして叫さけんだ。

「よう、ばかども。久しぶりだな。俺の名はエリアス・オルディアレス。そして、ランセ。三回ばかり死んで生き返った男だ。世界中を探したって、これだけ死んだ人間はなかなかいねえ。お前ら、そんな奴やつによくついてくる気になるな！」

　明るい罵ば倒とうに、士官たちからは小さな笑い声が漏もれる。

　ランセは満足げにそれを聞くと、不意によく通る声で続けた。




「いいか？　俺は死ぬたびに、これで全部終わるんだって思ってしあわせに目を閉じた。でもな、いつだって、生き返った後は世界が前より輝かがやいて見えて心が躍おどった！　今もだぜ。今見る世界が、一番綺き麗れいだ。三回死んだ、この俺が保証する。この世界には、守るだけの価値がある。大ばかなお前らには、大好きになるだけの価値がある。ばかども、俺はお前らに、勝利と魂の名めい誉よ以外は何もやらねえ！　それでも俺についてこい！　お前たちの、命を賭かけろ！」




　演説としてはあんまりにも酷ひどいのに、聞いているうちに誰だれの目も今までより輝き始める。

　力強くて、極きよく端たんで、あんまりにも真しん摯しな言葉だった。

　ランセが言い終えると、岬はどっと歓かん声せいに包まれた。

「エリアス・オルディアレス！」

「あなたに賭ける！　この、未来を！」

　それぞれに地位のある士官たちが、ただの水兵たちみたいに叫び、拳こぶしを突つき上げている。

　わけのわからない感動で、ロディアはかすかに震ふるえた。

　その震えが伝わったのか、ランセは握にぎった手にぎゅっと力をこめてくれる。

　そしてロディアを見つめると、囁ささやいた。

「一いつ緒しよに来るな？」

「当たり前だ。また、あなたの下で戦うのが、私の夢だった」

　ロディアは睦むつ言ごとのように甘く囁き返す。

　ところが、そこへ愉ゆ快かいそうな国王の声が割りこんだ。

「まあ、待て。アルバラード艦長。我がマディス海軍は相変わらず、困ったことに人材不足だ。そこで有能なふたりをくっつけておくほど、わたしは性格のいい人間ではないよ？」

「……え……？　と、いうことは……？」

　ロディアは戸と惑まどい、ランセは大いに顔を引きつらせて抗こう議ぎする。

「陛下！　あなた、結けつ婚こんしろって言ったりくっつくなって言ったり、一体どっちなんですか、本心は！」

　国王は腕うでを組んでうんうん、と何度かうなずき、わざとらしく神しん妙みような面おも持もちで言う。

「男心は複雑なのだ、エリアス。それで、ロディア、あなたはカザルスが指揮していた白色艦隊の提督について、彼を補ほ佐さしたまえ。それはいずれ、あなたの糧かてとなるだろう」

　国王から勅ちよく命めいが下れば、王国軍人たるロディアに逆らうすべはない。

　しかし、しかし、だ。

　マディス王国の艦隊で一番高位にあたる、白色艦隊の提督の補佐にあたれ、というのは、将来的には白色艦隊の中での出世を保証されたようなものだ。

「はい。陛下、それは──」

　とにもかくにもうなずきながら、ロディアは実感のわかない現実にぼうっとしている。

　ランセは少し不満そうだったが、やがて諦あきらめたかのようにため息を吐つく。

「まあ、しょうがねーか。いずれ提督としてこいつと肩かたを並べられんなら、それはそれでいいもんかもしれねえし」

「提督……私が」

　物語でも読むようにロディアが言う。

　そんな呆ぼう然ぜんとした彼女の様子を、レーン号の士官たちは少し離はなれたところで見守っていた。カロルは頭の後ろで指を組み、苦く笑しようしながら言う。

「ロディアが提督になるなら、きっと白色提督ってんじゃねーな」

「ああ。彼女はもっと情熱的だよ。白が似合うのは、きっと私的な場でだろうしね。認めたくないけれど」

　アルデアが悔くやしげに言い、胸ポケットから華か麗れいな白の飾かざり編みを引っ張り出して、傍かたわらのキニスに渡わたした。キニスは傷のせいで杖つえを突いていたが、飾り編みを見下ろしていつもの震えるような美声で言う。

「ロディアの色。瞳ひとみの色を取って、赤色、でしょうか」

「赤。血の色だけど、ロディアの赤は、もっと優やさしくて、熱い色だね。……素す敵てき」

　どことなくうっとり囁いたのは、わずかながらも表情が出るようになったルーナ・ノア。

　そして四人は互たがいに視線を交かわすと、突とつ然ぜん人ひと混ごみの間をすり抜けて駆かけだした。

　何事だ、と身構えるロディアに向かって、ルーナ・ノアがポケットにためていた夏の花の花びらをぱっとまき散らす。

　カロルはわざとらしい咳せき払ばらいをしてから、声を限りに叫んだ。

「英えい雄ゆうの帰き還かんと、赤色提督の誕生に、万ばん歳ざい三唱！」

「それと、ふたりの絆きずなに！」

　アルデアが柄がらでもない声をあげる。少し遅おくれて、キニスがそっとロディアの髪かみの上に白い飾り編みをかけた。

　まるで、貴婦人のかぶるヴェールのように。

　ロディアはきょとんとしていたが、集まった面々は大体事情を察したらしい。

　どっと笑い声が起こり、祝福の万歳三唱がわき上がる。

　ロディアはぽかんとしてそれを見つめてから、隣となりのランセに小声で訊きいた。

「……何か、ばれているのか？」

「や、ばれるんじゃねえ？　普ふ通つうは」

　ランセはあっさりと言い、ロディアの腰こしを抱だき寄せてこめかみに口づける。

　途と端たんに辺りの歓声が大きくなり、ロディアは真っ赤になって縮こまった。

「この……！　ばか」

　どうにも、こういうことに関してだけは強気に出られない。

　もう、このままどこかに引きこもって敷しき布ふをかぶりたい。心からそんな気分になったとき、すっと視界が薄うす暗ぐらくなった。

「これは……」

　はっとしてロディアが顔を上げる。見れば、頭上に黒い霧きりの雲がかかっている。

　雲はうっすらと尾おを引いて海上まで達し、そこには幻まぼろしのような船の姿が見えた。

「まさか、生き残りか……？」

　ロディアが青ざめ、周囲にも動どう揺ようが走る。そこへすかさず、ランセの明るい声が響ひびいた。

「ひるむな、こんなもん日常だ！　俺たちがいりゃどうにかなる。お前ら、ここへ遊びに来たわけじゃねえんだろ？」

　こんなときこそ元気になるランセの声が、周囲の緊きん張ちようをほぐしてくれる。

　このひとは本当に不思議で、どうしようもなくて。

　本当に、かけがえのないひとだ、とロディアは思う。

　このひとが居れば、きっと平気。

　自分が居れば、きっと、彼も平気。

　今はそう信じられる。信じようと思った。

（まだ戦いは続くかもしれないけれど。それでも、いつか──）

　祈いのるように考えるロディアに、好戦的な色に瞳を光らせてランセが告げる。

「ロディア、行くぜ。今度の命令は、お前がやれよ」

「……名誉なことだな。わかったよ」

　ロディアは少し笑って答え、ふと表情を改める。頭に載のったヴェールのような飾り編みを引きずり下ろし、青い海のほうへと投げた。

　鳥の羽のように舞まい落ちる白が、瞳に焼きつく。

　海へと飛んでいく鳥の姿を幻げん視しして、ロディアは自由、という言葉を不意に強く意識した。

　自由を手に入れるために、戦い続けること。

　おそらくはそれが、自分の人生なのだ。

　苦しみがあり、喜びがあり、泣きたいほどの美しいことがある、この人生。

　今は心から好きだと言える。

　何ひとつ諦めずにもう一度船出するために、ロディアは声をあげた。

「この愛いとしき世界のために！　全ぜん艦かん出しゆつ撃げきだ！」




　　　　[image: くぎり]




　この世界の長い歴史の中で、もっとも人間が世界を動かしたとされる時代。

『旧神戦争期』の初期、奇き跡せきの三年間と呼ばれた時代が、この年に終わる。

　それまでマディス王国の黒い歴史の中に押しこめられていた旧神能力者たちは、ロディア・アルバラードの活かつ躍やくをきっかけとして、徐じよ々じよに歴史の表おもて舞ぶ台たいに立つようになっていった。

　旧神戦争の決着により、それぞれの人生をまっとうした旧神能力者たちと、その友人たちの後の行方ゆくえは次のとおり。




　カロル。

　生しよう涯がい海軍に身を捧ささげた。退たい役えき後は軍学校の校長を務め、国の危機となれば勝手に戦場に乗り出してくる名物将軍として名を残す。旧神との戦いが終わった後、上官たちの盛大な結婚式を仕切り、しばらくして自身も結婚。自分の結婚式より上官の結婚式で大泣きしたらしい。




　アルデア。

　紆う余よ曲きよく折せつあった後、爵しやく位いをついで司法長官となる。恐ろしいほどの美び貌ぼうに男女ともに憧あこがれる者は多かったが、本人は完かん璧ぺきな仕事人間。組織改革へかける情熱はすさまじかった。とはいえ、昔のレーン号の仲間とはしばしばお忍しのびで遊びに行っていたらしい。生涯独身。




　キニス。

　旧神との戦いが終わった後、軍を退役。貿易会社を立ち上げ、マディスに大きな富を与あたえた。表情を読ませない彼の交こう渉しよう術と、危険な目に遭あったときに発揮するとんでもない狙そ撃げき能力は伝説。ただし、趣しゆ味みの詩作のほうは最後まで身内以外には認められなかったという。




　ルーナ・ノア。

　歴史に残る活躍はなく、それゆえにひととしてのしあわせを得たのではないか、とされる。戦後キニスの会社に所属し、さらに数年後に彼と結ばれたのは確からしい。




　カザルス。

　海軍総司令官に上のぼり詰つめるものの、数年で軍を退役。現役時に築いた財産で土地を買い、悠ゆう々ゆう自じ適てきの有ゆう閑かん貴族となる。彼の好んだ凝こりに凝った服装は『カザルス風』とされ、一時期全世界的に流行した。




　マディス国王、ディルスターン三世。

　旧神との戦いがすべて終わった翌年、持病の悪化にて死亡。葬そう儀ぎは彼自身の希望によりオルディアレス提てい督とくの艦かん上じようで行われ、遺い骸がいは水すい葬そうされた。病弱ゆえに国を揺ゆるがしたが、聡そう明めいで勇気ある人物だった。生涯独身。甥おいが王位を継つぐ。




　エリアス・オルディアレス。

　国王の友であり、マディス海軍で最も高名な海軍人。

『ランセ』としての奇き妙みような運命を辿たどった後、青色艦かん隊たいの提督に復帰。生涯現役の軍人であることを貫つらぬき、マディス国王の死後は跡あと継つぎの後見人ともなって海と陸を行き来した。

　旧神との戦いがすべて終わった後、ロディアと結けつ婚こん。生涯に亘わたって様々な人々に愛されたが、自分からは国王とロディアにだけ、真に愛を返した男だった。




　ロディア・アルバラード。

　マディス王国海軍初の女性士官であり、最終的にはマディス海軍の三つの艦隊の中で一番上位とされる、赤色艦隊の提督となる。女性ならではの視点で様々な功績を立てた彼女のことは誰だれもが長く記き憶おくし、多くの物語や伝記を生んだ。

　実際提督に上り詰めるより前から、皆みなが彼女を慕したうがゆえにつけた愛あい称しようは、後に愛らしい花の名にもなった。

　その名前は、レッド・アドミラル。

　花言葉は『高潔と勇気』である。








あとがき






　終わっちゃうんですねえ。……終わっちゃうんです。このあとがきを書いたら私の作業も終しゆう盤ばんに入ってしまうので、ちょっと切ないなあ、と思っているところです、こんにちは。

　このたびは「レッド・アドミラル」五巻をお手にとっていただいてありがとうございます。

　本文を書いてるひと、栗原ちひろです。

　今回は特にネタバレなど気にせず話しますので、本文をまだ読んでいない！　という方は、是ぜ非ひそちらのほうから先に見てやってくださいませ。




　はてさて、キャラクターたちの人生はまだまだ続いていきますが、とりあえずこんな感じに落ち着いたみたいです。私個人としては、ランセとロディアにちゃんと恋れん愛あい回路があってびっくり……いやいや、気き恥はずかしいながらも、よかったなーと思っております。

　多分これからは、ちょいちょい変なラブコメしながら生きてくんじゃないでしょうか！

　色々目の毒ですね。

　私、今回のカバーのラフを拝見したときに、かっこよさに感動すると同時に、何かしみじみしたんです。いや……その……ね。ロディアはひっつかんでないと、心配だよね、と……。

　ロディアに寄ってくる男は蹴けるとして、寄ってくる女はどうしよう、どこまでが「あり」でどこからが「なし」なんだろう、とか、ランセの苦く悩のうは多そうです！

　ランセは恩人である王様があんまり長くは生きられないよ、っていう病気だったのもあって、若いころはとっても急いでたんだと思います。早く、早く、って柔やわらかなすべてを切り捨ててきたけれど、そういうものをふっと取り戻もどせる、そんな人生もあってもいいのかな、と。




　本来家の中のことをやるべくして生まれたのに軍人になったひとと、本来空を飛ぶものだったはずの羽を持っていたのに、海で生きているひと。主要ふたりがもうすでにそんなですし、本作のキャラクターはみんな、一度ならず強大な力で人生目標とか夢とか希望とかをへし折られてきたひとたちです。それでもやっぱり、生きてるかぎり、人生目標とか夢とか希望とか、また見つかっちゃったりするんですよね。

　それでもって、誰だれかの隣となりで笑えたら、素す敵てきですよね。




　そんな話になっていたら本ほん望もうだなあ、と思います。




　はてさて、本作を作るにあたり、本当に色々な方にお世話になっております。

　イラストの[image: さかき]空也さん。レッド・アドミラルの世界の一いつ端たんを、がっちり作ってくださいました。この出会いに感謝しております。キャラクターがみんな、本当に彼らの顔をしているんですよ。私の脳内を読まれているんじゃないかというくらい。繊せん細さいで、陰かげがあって、そしてとっても綺き麗れい。[image: さかき]さんに形を与あたえてもらえたこの作品はしあわせです。ありがとうございました。

　担当さんたち。よくぞこの企き画かくを通してくださいました。

　そして作品作りにいつも情熱を注いでいただいて、ありがとうございます。色々とくじけそうになりながらも頑がん張ばれたのは、みなさんのおかげだと思います。

　そしてデザイナーさんや、この本の制作に関かかわってくれた皆みな様さまに心より感謝を捧ささげつつ。

　ここまでつきあってくださった読者の方々には、一番の感謝を。

　みなさんのお力なしでは世に出せる話ではありませんでした。ありがとうございました。

　作品についての感想や、書き手に対してのリクエストなどありましたら、是非お手紙くださいませ。今回は、二〇一一年の年内にいただいたお手紙に関しましては、私個人でレッド・アドミラルのちょっとした小話でもつけて返信したいな、と思っております。




　それでは、いつかまた別の世界でお会いできることを祈いのりつつ。

　みなさんの航海が素敵なものでありますように。
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